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3. 産業用電機品と計測

3.1 産業プラント用電機。

3.2 制御装置機器

3.3 電動機とその応用

3.4 生産機器・・・・・・・・・・・・

3.5 環境保全設備・機器

3.6 計測

て,来店する顧客の足としてか(稼)動している。

表紙の写真は,北海道の老舗にふさわしく代表都市札幌の風景を

イラスト化して,1階エレベータホールのステンレス製パネノレ忙描

き出し,腐食加工,塗装仕上など当社が誇る加工技術を生かして,

エレベータホールを一幅の絵画忙仕上げたものである。

クールな色彩で描き出した壮大な風景画は,どっしりとした建物

にもマッチして,エレベータ利用客の目を楽しませている。

札幌⑪今井百貨店1階エレベータホール

北海道百貨店業界のしにせ(老舗)である⑪今井百貨店の新館が完

成した。

店内には,三菱電機の昇降機技術を結集した分速150メ トノレの

歯車なしエレベータフ台,120OKS形エスカレータ23台が設置され
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A関西電力(株)奥多々良木発電所納め

320MVA発電機、制御装

関西電力(株)奥多々良木(揚フk)発電所納めの

320MVA 314MW発電電動機である単機出力と

しては、国内最大のもので50年4月から 4号機、

6月から3号機がそれぞれ好調に運転中である

B東京電力(株)袖ケ浦発電所納め主変圧器

三相 50HZ 外鉄形送油風;令式

容貴: 1,10OMVA

高圧:550 537.5 525(R) 512.5kV星形結線

低圧:19.5kV 三角形

インピーダンス電圧 15%

イ氏騒音形イ士様値75ホン

C 北海道電力(株)西野開閉所納め

204kV複合開閉装置

タンク形ガス Lや断器とガス赤色縁断路器、接地装

置を組合せ大複合開閉装置(H.GIS)は、発変電所

の縮小化など数多くの特長をイ肩えている

写真は西野開閉所に納入、運転が開始された定格

204kV 2,00OA 40kA のH . GIS である。

D 大容縮小形磁気しゃ断器 10・DHE・40形

J EC 12kV 40kA 2,00OA

ANSI(アメリカま見格)15kV 750MVA 2,00OA
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④1,000トン、エアクッショントランスポータの使用情況

三相 1,240MVA 515kV主変圧器用検証器(重約30ot)、を組

立工場から開発i式験室へ搬入していると二ろ

⑧マダガスカル納め気象レーダ

WMO(世界気象機構)マダガスカル向けに気象レーダ3台を納

入Lた。写の空中線ならびに送受信機室から30om礫れ大と

二ろに観測室があり、ニニから完全なりモートコントロール

が可盲Eである。

Cサウジアラビア納め衛星通信地上局

サウジアラビア国で国際通信用、星通信地上局2局を建設L

ナニ。これにより欧米、アフり力、アジアを含む全世界の諸国

と直接国際電話電信の交信が可能となっ大。通信用機器、電

源、オフィスがユニークなデザインのビノしにコンノ、クトにま

とめられている。

D新日本製鉄(株)八幡製鉄所納め52MW電高炉プロワ

用サイリスタ始動装

大容機のサイリスタによる低周波始装としては世界最

初の実用機で、主要仕様は次の通り10MW 11kV 60HZフロ

ン沸騰冷却風;令式30分定格

EC02ソフトプラズマ溶接装

TIGの溶接性とMIGの高生産性を兼備する新溶接法で、ビー

ドが美しいのでイ士上げを要せず、スパッタが少ない。軟鋼、

表面処チ里鋼、アルミ、銅合金など応用範囲が広い

(左は溶接トーチ、右は電源本体)

⑥

..

'、ハ(＼、'゛§:i(、ト
＼＼,'<・ 1§,、
fし＼、＼＼1'ご、..々、
弔、

『

'.
、,

.
、'

'、
0

⑧
⑥



囲

舎 舎

Ⅱ

トピツクス

^
、、、

^

A MELCOM・COSM0 シリーズモデル500

5次元の処理形態(マノレチバッジ、オンライン、遠隔バッジ、りアノレタ

イム、 T.S.S)を同時に実行できる中形はん用機であるオンライン機
能の充実、信束頁性の向上、気軽な設置条件などが特長である

B札幌蝕今井百店1 階エレベータホール

ステンレスハネノレを素材に、腐食加工と塗装仕上の技術を駆使して、壮

大な風景画を色彩豊かに描き、エレベータホーノレに楽しいふんい気をか
もし出している

C パッケージエアコン Pシリーズ(空冷式床置形PF・3形)

新形ハッケージエアコンとして低与量音イヒ、小形軽イヒを図り、デザイン

がざん新なぱかηでなく、アフターサービスもやり易くなってぃる

D臨床検査自化システム

写真は近代医療の担い手として脚光を浴びる=菱臨床検査自動化システ

ム MELAS て、大学病院や検査センタのラホで活躍中である この

システムは MELCOM 70ミニコンと体液自分析器とを連 L、分析系

制御とデータ解析を行う

E 恵那山トン才、ノレ管制室

飯田コントロールセンタのコンピュータシステムは、恵郡山・網掛両ト

ン才、ルの設備を中心に、中津川インターチェンジから駒ケ根インターチ

エンジ問の諸施設を集中管理し、通行の安全を確保してぃる
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A 日本航空(株)納めJALDACS

空港カウンタ業務のサービス向上、スピードアップを目的に

開発され六もので、 MELCOM 70を中,Dにティスフレー装置.

とう乗券の座席番号印字装置から構成されている

B船用積付計機

船舶の安全運航に欠かせない積付計画の複雑な計算を、高精

度に短時問で処理L、船体応力のグラフ表示もできるマイ

クロプロセッサとCRTディスプレーで構成され、さらにプリ

ンタの付加もできる。

C 壁推卜薄形セパレートルームエアコン霧ケ峰

MS・18 22RJ

画期的な奥行170肌のスマートなデザインで、取η付けて圧迫

感がない静かでワイドな冷風、ムラのない冷房、省電力設

計である

D ニューダイ六,トロン 14CP・101形カラーテレビ

鮮明で安定したa央像で、消費電力の面でも一歩前進し六

ユーダイヤトロンシリーズ8機手重のな力'のーつである

なおアフターサービスが容易な構造になっている

⑧ダイヤトーンスピーカシステムDS・261、 DS、38B、

DS・50C

再生音楽におけるりアリズムを追求Lた新スビーカシステム

の登場で、機種系列が吏に充実Lた。

.1

制'曇1能 LO'

^

巨,ut重貞

》

、

、
、

^^

入

ノ
ノー

、、

^

.

^0

、

、
弌
、

、

、

二

い

＼＼

⑧
⑥
◎

④
⑧

＼
ー
＼
ー
、
＼

ー
＼
ー
＼
ー
＼
＼＼



巻頭

",支報" 51年1号によせて

明けまして治めでとうビざ仏ます。

我が国はいま成長条件の変貌に対応し充実し安定Lた生活を実現す

るため新しい経済構造を創造する時代に直面しています。成長条件

の変貌の原因としては,景気循環のパターンの主要国問での同時性,

石油など資源供給の制約が現れたとと,環境保全と工業開発の関係

の明確化,技術の事前評価,国際協力による研究開発の効率化及び

食糎自給力の向上と安定輸入の確保などが必要になったととがあげ

られます。こうした中で我が国の経済構造は国際分業の高度化を通

じ,省資源化,知識集約化,高付加価値化が進んできましょう。当

社はとの社会状勢に柔軟に対応し世界の総合電機メーカとして常に

優れた製品を社会に提供する努力をつづけております。

ととに50年度の技術成果を顧みるとともに,51年度以後の技術

開発の展望をビ紹介したいと.思仇ます。

現在の低成長経済下の社会的要諸にとたえるべく,現製品での晶

質の確保,新製品の開発に人,物,金などのりソースの重点投資を行

い,効率化を計る,現製品の必要機能の充実,長寿命化,余剰機能

の除去など製品品質の見直し,過度のモデルチェンジの自粛,製品系列

の不必要な拡大の中止など,企業体質の新しい社会環境への順応化

に努めていまナ。特に開発計画中企業の将来に大きな影響を与える

重要なものは職略づ口づエクトとして採り上げ強力に開発の推進がで

きる方法を採用しました。

以上の基本姿勢にもとづき技術開発に次の主要な課題を採り上げ

ています。

第1に資源,エネルギ分野では企業の社会的使命である省資源,省工

ネルギに関し,製品品質の省資源,省 1ネ1井'化を計るとともに生産

づロセスの面からもとの問題に取組んでいます。また電力関連機器の

分野でも発送配電機器,システムの大容量化,高信頼化,効率化,送

配電制御の広域化及び製鉄所等産業分野用電機品などに当社の最新

の技術を発揮しています。また新しφエネルギ源としては原子力発電,

MHD発電超電導応用及び太陽熱利用等の政府主遵の国家づ口づ工

クトにも積極的に参加しています。

第2に国民生活の質的向上,社会的要諸への頁献など高福祉社会

三斐電機株式会社常務取締役技術本部長

小原敬助

'ノ',牙4メ、,^

"キ゛'リー゛、十

への指向であります。消費者指向の研究開発,豊かた生活への欲求

発掘の結果生まれた数々の家庭用電器品のうち特筆すべきものとし

て室内空気を汚さな仏暖房器クリーンヒータ技術の展開,超苅形壁掛式

ルームエアコンなどがあります。また社会資本充実を目差す都市開発,

都市交通,水道設備,流通,情報,医療厚生,環境保全,災害防止

なゼの技術開発にも積極的に取組んでいます。特に当社独自の高周

波オゾン発生装置は排水,排煙処理用として高く評価され欧州にも

技術輸出しました。

上記の産業構造の知識集約化,高付加価値化の基礎牧術として発

電機,変圧器,ガスしゃ断器及び製鉄所用電機品の大形化,送配電

系統電力制御システム,超高性能大形電算機,電算機応用システムの巨

大化,マイクロづロセッサ応用の拡大,超高密度LS1及び高密度情報記

録装置など,現代技術の特色であるシステ△化技術と超大形化技術,

超微細技術など極限技術の開発や光通信,レーザ応用の革夢皎術分野

でも強力に研究を推進しています。

以上の技術開発は中央研究所を中核とする独立の4研究所,製作

所付属の5研究部と製作所の有機的連けい(累)により効率よく行φ,

技術交流につφても意を用い,社内では研究所へかつ社外へも留学

制度を採用しました。

また技術行政として,技術力,開発力の総合強化のための調整・

支援活動,特許関連政策の強化・遵入技術の活用など技術行政の推

進及び製造面での生産技術力強化などを実施しています。

とれらの研究の成果はもちろん今後の展開に待つものですが,我

が社の標語である「末来を開発する三菱電機」の名にそむかぬ努力

を今後とも重ねて参ります。との特集号では当社の技術を支える50

年度の主要な成果を各産業分野ごとに分類整理し,その概要を記述

しました。また"技栽"の従来の形式を改め,各個別技術の詳細な

記述は避け,分野ごとの主要な動向と注月製品,システ△の概説を行

い,読者がその動向のは(把)握に便利な形式にまとめました。

広く各位のご批判を得たく,ご一読下されば誠に幸甚でございま

す。
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1.石升究

減速低成長時代に突入し,企業環境は一段と厳しさを増し,技術開

発もまた大きな変容を迫られて仏る。

省資源,省エネルギ,省力,安全,知識集約化,高付加価値化,国

際競争力強化などの課題を対象として研究開発の重要性はますます

増してきている。

総合電機メーカとしての三菱電機は傘下の4研究所,4事業部研

究部の研究部門の総力をあげて,重点指向,研究テーマの厳選,づ口

ジェクト運営を実施し,基本技術の確立,新技術の育成,新製品開発,

生産技術の向上,消費者指向の研究など当社事業の発展と開発に協

力している。

●ヒートパイプの開発Ⅷlm1刑川1Ⅷ11111川11111朏111111川111川11111馴川11111肌1川Ⅷ1刑訓11111111111111111111川11111削1111111111111111川11111川11111111川11則111111111川11111Ⅷ1111111111111111川1111削11111111111111肌1削11111111111111111111胤肌1Ⅷ朏11}1111111111111111朏11111削11111

など電子機器の冷却,温度均一化や開閉器など大容量電気機器のホヒートパイづは毛管作用と流体の相変化を利用した伝熱管のととで,同

ツトスポ.,トの冷却にはとくに有効で,目的に応じ種々の応用研究並びじ形状の銅棒に比べて使用条件にもよるが,熱伝導率が数十倍から

数百倍ある。また構造が簡単で,軽量であり,材料を選べぱ利用温 に開発を行っている。

度範囲は一270~2,000゜C である。したがってヒートパイづは電気機器,

字宙機器の冷却,温度均一化をはじめ産業用,医療用,家庭用など

に広範に利用され始めている。

我々はヒートパイづを電気機器の冷却,人

工衛星の温度制御を目的に数年来研究開発

してきた(写真参照)。容器材料としては,

銅,ステンレス鋼,アルミニウム,鉄,ウィック材

料としては,銅幻絲吉体,銅メッシュ,ステンレ

ス鋼メッシュ,フエルト,溝形など,作動流体

としては,水,70ン,メチルアルコール,1チルア

ルコール,ダウサムA,ナトリウムを使用した。現

在利用できる温度範囲は一100~1,500゜C

で,形状は円形又は角形の断面で,直径5

昭和50年度研究成果の新製品開発例として高出カオゾナイザ,排水

の再利用システム,超精密制御NCEータ,製作所個別技術解明の例と

して大形回転機の絶緑,機械強度や静止衛星技術,アンテナ系技術,

また基本技術向上の仮ルしてMICS燃焼技術,電力系統新制御方式

などがある。

国家づ口りエクトには超電導発電機,磁気浮上列車,パターン情報処

趣,サンシャイン計画などに参画している。

研究部門の50年度研究成果のうち主な屯のを研究編とその他関

連の各編に収録した。

ヒートパイづを利用した中国赤外線カメラによるヒートパイづ動{乍時の表面温度分布~50mm,長さ 200~1βoomm のものがあ
アルミニウム製角形ヒートパイづ(15mm角,30on血長さ)の左端から電力(株)(下関)向け4,000

る。 50mm の部分を加熱したときの温度分布で,空気中に露出して仏 AWN メタルクう,"ド開閉装
置(内部)ヒートパイづを実際に応用した結果ではIC る部分の表面温度は全体にわたって一定で,40゜Cである。

●超電導発電機に関する基礎研究 11111肌1111111m111111111肌11111川Ⅷ1川1111削11111111Ⅷ11Ⅷ1111111川11Ⅷ1111川州11Ⅷ1111111111111111111Ⅷ11Ⅷ1111111111111111111111111m1川Ⅷ1川Ⅲ!111111m1111111111111Ⅷ111!111111Ⅷ1Ⅷ川111111!1111111!111Ⅷ1111川11!Ⅷ!11111111削1Ⅷ1Ⅷ

以上の部分試作と基本設計とによって,回転子・電機子と込上記超電遵発電機は界磁巻線に超電導コイ」レを適用した新しいタイづの発

方式が十分適用可能であるととが確認され,現在50年度研究とし電機で,界磁巻線の超電導化によって,従来機より高い電流密度と

て,6MVA超電導発電機の製作を進め,51年度にはとの試作機の磁界が得られるので,発電機のコンパクト化,大容量化,効率向上が

試験を実施することに赴って込る。期待できる。我々は通産省重要技術補助金を得て,四年度から3力

年計画で「超電遵発電機に関する試作研究」(富士電機(株)と共同)

を実施している。との研究は問題点の摘出とその基本的解決を目標

としており,試作する発電機は回転界磁を超電導化した 6MVA同

期発電機である。

49年度研究として,我々は基本設計と部分試作を行った。部分試

作は縦形超電導回転子と空げき(隙)巻線式電機子コイルモデルの試作

である。回転子寸法は外径0.4m,長さ1,6m であり,エポキシ樹脂含

浸くら(鞍)形超電遵コイルが収納されている。回転子は 3,600即m

まで安定に回転できた。界磁は730Aまで励磁した(起磁力7能

kAT,最大磁界3.5T)。電機子巻線は直径0.9mmの絶縁銅線を2

重転移した線から成り,油浸冷却される形式のものである。 1,250A

通電て温度上昇は 12゜C であった。
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●光通信の実用イヒ研究Ⅷ11胤1111肌1111瑚剛1仰肌Ⅲ1Ⅷ肌開1仰仰肌Ⅷ11Ⅷ朋川ln肌冊Ⅷ111Ⅷ1Ⅷ11棚Ⅲ削刑脚剛!11Ⅷ111Ⅲ111!1肌肌11Ⅷ1冊剛11冊冊11111削脚剛1肌11柳剛肌"111"11棚1肌Ⅷ肌1Ⅷ剛脚1Ⅷ111馴肌肌Ⅷ1羽1肌11111肌肌

とれは良質の光ファイパ伝送光源として有効と考えている。光通信ファイバ伝送系

高速高放射卸度発光ダイオードハ正K-10 は応答速度と単色性ではファイバ光通信の実用化への期待は1970年コーニンづ社が伝送損失の

レーザに劣るが,信頼性に関して長仏研究実績を有するものと考え少ないファイバ(20dB加n)を発表してから,非常に大きくなってき

10OMMt以下の伝送系に使える直接変調光源として開発をすすめた。

てきた。発光出力は標準でlmw,しゃ断周波数は負荷抵抗が50Ω当社研究部門は光通信ファイバ伝送系のユニ."として,光通信ユ

で30M1丑以上,1万時間の通電試験忙おける発光出力変化は20ニット,光送受信制御ユニ,,ト,光伝送路ユニット,光受信ユニヅトのおの

%以内で無故障の結果を得て仏る。との、のを光ファイパコネクタ付のおのを組立て,とれらのユニジトを組合せてシステムを構成し,実用

パッケージに組み込み光ファイパ伝送用光源として使いやす込ものとす化のための問題点解明の研究を進めている。

る開発もすすめてきた。光通信ユニ汁はレーザダイオード(発光ダイオード),ロンチャ及び励振回
Si-APD は動作特性面で使いやすさを目ぎした改善巴,新しい外路などから構成される。半導体発光素子の直接変復調技術や,半導

装の開発を行った。2重気相成長技術の導入により従来のP゛PN形体発光素子の光出力をファイパ又は苅膜ガイドに能率よく導入する励

からP゛πPN一形超階段接合形を実現し,動作電圧は約ν2の80V振技術を確立中であり,レーザダイオード巴薄膜ガイドとの直接結合方式

に,増倍利得の電圧依存性は約 1/2.6,接合容量は約9/11忙低減し,など特色ある技術を開発した。

8,300入光に対する量子効率70%の特性を得た。また外装はTO-光送受信制御ユニ.介は薄膜ガイド及び光方向性結合器など光機能
18形に加えてピル形を開発した。素子から構成され,光を制御する。各部品の設計巴評価技術及び接

続技術を確立中で,そう(挿)入損失1.2dB のコネクタなどを開発し

た。

光伝送路ユニ汁はワアイバ製作担当の大日日本電線ぜ月と密接な

連係を保って開発中で,伝送損失7dBルmのファイバケーづルの開発を

完了した。

受信ユニ汁は半遵体受光素子及び受信回路などから構成され,現

在10OMWS の高速受信方式を開発した。光通信システ△としては発

光ダイオードを用いた制御用光ファイバ伝送系とレーザダイオードを用いた

コンビュータリンクの二つのシステムを開発ホである。

前者は電力会社の変電所構内

制御用として開発した、ので,

伝送速度は 240kbルである。

後者は電子技術総合研究所の

技術指遵を受けており,ファイハ

光通信の新しい用途を示した酒

のとして注目されてφる。

'戸バー,

光通信部品一光半導体素子

光通信の主要部品は光源,受光素子と伝送路に要約される。前の二

つの機能を果たす半導体レーザ,発光ダイオード及びSi-APD等の光

半遵体素子の性能向上,長寿命化,使いやすさを目ぎした研究開発

の進展はめざましいものがある。

半導体レーザでは現在長寿命化がキーボイントとみられている。当社

ではPやNによる格子ひずみ(歪)補償形結晶成長よりもっと基本

的な課題が活性層結晶成長のふんい気を酸素濃度0.船Ppm以下に

低減すればよいことを実証した。との成果にもとづきづロトタイづで

最長連続レーザ発振寿命12,000時問を得た。更にストライづ幅等レー

ザ素子内部パラメータを多面的に検討し横姿態の単一化,発振しきい

値電流1ιの低減を計り,標準形MLX-101の特性は兎=150mA,

故障率10一ι氏S-1程度が得られ,実用化ヘ一歩近づく性能の、の

とした。また当社独自の構想として設計試作をすすめてきたTJSレ

ーザでは軸姿態の単一化と,寿命1,000時問オーダの見とおしを得,
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レーザダイオード(MLX-101)とその通電寿命試験装置

光通信部品一光回路

光回路は,搬送波としての光の特徴を生かしっつ通信系から要求さ

れる機能を満たす回路である。光回路の構成法巴しては種々考えら

れるが,当社中央研究所では現在,部分的に集積した光回路と個別

部品を組合せる構成(ハイづり.,ド)をとりあげて研究している。

石英又は LiNbo.基板上に,スパッタ法,気相反応法,真空蒸着法,

拡散法を用いて苅膜(厚さ 0.2~3.0μm)を作成し,その苅膜を微細

加工するととによって,光導波路,方向性結合噐,光スィ,,チ,移相

器等を同一基板上に集積する。とれら素子の組合せにより,光信号

の看視,交換,分波等の機能をもつハイづり,,ド光回路が形成できる。
0

光導波路としては,薄膜の伝搬モード r五0 で 0.5dB/cm(6,328A)

又はそれ以下の伝搬損失が得られた。方向性結合器としては,結合

度約 30dB のものが,光信号を看視する目的で試作された。光スィ

',チとしては,音轡光学効果に基づく型を試作して,消光比約 10dB

が得られた。この値を更に高くするために,材料の検討や駆動方法

を研究している。

方向性結合器,光スィッチ,移相器等を作成するには,薄膜の屈折

率,電気.光学係数,音欝光学係数,膜の厚さ,表面や端面のおう

とっ(凹凸)等の形状の高い寸法精度が要求される。薄膜作成づロセス

の厳密な制御及びその精密加工が我々の研究の中心課題である。
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●ホログラムの大形イヒ俳11削111111m11111冊1111Ⅷ1朋Ⅷm肌肌1Ⅷ1Ⅷ岬肌Ⅷ肌剛肌m肌ⅧⅧ冊肌仰肌1Ⅷ仰Ⅷ仰1Ⅷ1冊抑肌Ⅷm肌川Ⅷlmm冊ⅧⅧ1Ⅲ肌川川則肌Ⅷ1馴削Ⅷ訓1肌111111111川Ⅷ1冊11111肌刑11Ⅷ111111m

Im級のホロづラム記録技術を開発し,24'×32"の銀塩シートフィルム 球面波で代用した。とのため再生像忙若干のひナみ(歪)と観察位置

に物体の三次元像を記録した。ホログラムの大形化にともな仏光学系 による像の移動の現象が現れた。

の除振と空気の揺らぎ防止を改良し,約6mの光路長をもつ物体光

と参照光の光路差変動を0,1μm以下に抑え変動がない場合に対し

て回折効率低下を 30%程皮忙とどめるととができた。シートフィル△

へのホロづラム記録はガラス乾板より取扱仏が簡便である反面,記録

時の変形によってホロづラムに部分的欠陥を生じやすいが新しいフィル

ム固定法開発によってとの寸法では例のないフィルムへの記録を可能

にした。乳剤のづロセスにおいても現像液の選択によって感度を約

25倍上げるととで露光時問を短縮し環境条件の不安定さの影縛を

低減できた。また同時に副作用として発生した潜像退行の影讐もづ

ロセスの改良で低減するととができた。三次元像記録ではホロづラム記

録を2回くり返すととで再生像がホロづラ△より最大45Cm とび出し

て結像するようにした。記録用光源にはコヒーレンス長10m以上のア

ルゴンイオンレーザ,再生には輝度の高さと単色性から超高圧水銀灯を

干渉フィルタを挿入して使用した。なお装置が大形化したため参照光
ホロづラ△の再生像●被写体はサンゴとオニヒトデとホラ貝,サンゴ

と再生用照明光を互仏に共役な波面にできず曲率半径約5mの発散 の直僻勺50cm,ホロづラム面はホラ貝の後部にある。

● j夜晶カラー表示システム胤剛洲11111胤剛1肌111111馴11111川Ⅷ1朏Ⅷ1川1111111111川111111111m111川肌1Ⅷ1111111111111111111111111111111111肌11111111111111111111111111Ⅷ肌11111川肌肌11"11Ⅲ1肌1111111111111111柳11111削削川1111111111111111】1U訓削11111111111Ⅲ削削Ⅷ1Ⅷ

などであり,大形の装飾用ディスづレーの抵か,大形面の端末用千ヤラ

クタ表示装置などへの応用が可能になろう。

電界効果形液晶素子を用いた投写形の大画面表示システムを開発した。

との表示システムは,幻想的なカラーイメージを外部からの声や拍手な

ど音声信号に追従して変化できるという特徴をもっており,その外

観を写真に示す。

とのシステムは表示パターンを発生させる液晶素子,それを投写す

るスライドづ口づエクタ,コンビュータ(《MELMIC》10の,及び駆動回路か

らなって仏る。液晶素子はa狂印加によって透過光の色相の変調が

行えるもので,45匹の魚の表示パターンが透明な電極によって形成

されており,82×70×6mm の大きさである。

あらかじめコンビュータにヨ酎意された魚のパターンの選択づログう厶は,

外部からの音声信号をトリガにして読出され,駆動回路を通して表

示すべき魚の電極に電圧が印加されるようになっており,とれをづ

ロジェクタて投写する。とのシステ△の主な特徴は,

(1)カラー表示液晶素子の採用によって,電気的にカラーパターンの

発生が容易にでき,パターンも自由にデザインできる。

1

(2)液晶の使用により,小形で簡単な投写形大画面表示ができる。
左端:スライドづ口りエクタ

←知,か一四・→
(3)人の声や音楽に合わせて表示パターンを変化させたり,表示色

を変えたりできる。 右端(ラウク):駆動回路
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交流式精密NCEータの普及形として同期電動機を用いた"FINER 担も減少した。更に,回転磁界を超微細(電気角分解能0.1゜以下)

OL"を既に開発したが,今回,かビ形誘遵電動機を用φた高トルク かつ自在に制御可能なインパータ技術を開発するととにより,直流機

高性能ドライづ向けを新しく開発した。 に劣らぬ制御性を実現Lた。

かビ形誘導電動機の電圧制御は効率や応答性が悪く,また,周波 また,かご形誘導電動機は,かご形回転子による粘性ダンビンづ作

数制御は微細制御が困難で,かつ動特性が複雑なため速応閉ルーづサ
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ーボへの適用が困難であった。我々は上記問題を解明し,かビ形誘

遵電動機を急速応答において等価的に同期電動機として作用せしめ

るとの思想を採用して一挙にトルク発生遅れを解消した。すなわち,

常時空隙磁束を所定値以上に保つべき励磁電流分巴,所要トルクを

発生すべき負荷電流分との合成電流制御を行うとともに,とれらを

滑り制御と併せて最適化電流制御を行った。とれらにより電圧制御

形の場合における低速域最大トルクの減少の問題も解消し,熱的負
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電話線ファクシミリ高速化装置

電話回線を利用するワアクシミリは従来,平均的記載内容のA4判原

稿1枚の伝送に6分を要していたが最近は"帯域圧縮技郁デ'の開発

に伴φ伝送時問が平均1分のファクシミリが実用化にうつされている。

さきに開発した《メルファクス》FA-200 もとのタイづのものである。と

れら1分ファクシミリは回線使用料を低減する反面,従来の6分ファク

シミリに比し数倍の価格となり,また既に普及している 6分ファクシミ

りとの相互通信ができないとφう問題点がある。

今回開発した装置は,従来の6分ファクシミリにアダづ夕的に付加す

るととにより,等価的に 1分ファクシミリの機能を持たせるものであ

る。ナなわち 6分ファクシミリにとの装置を付加すると巴により,1

分ファクシミリ FA-200 との相互通信が可能になり,また 6分ファクシミ

リ問の通信において、その回線使用時問を平均1分に短縮するとと

ができる。

との装置は,画信号の変復調器,帯域圧縮符号/復号舮E,大容量

メモリ及び回線制御器からなり送受兼用形である。特徴は大容量メモ

りに比較的低価格のカセヅト形データレコーダを採用したと巴,あて先

呼出しその他の回線制御機能を大幅に自動化し操作の簡易化をはか
荷消去ステッフ

つたととて、ある。

に2回の逆転電界によるコロナ帯電が必要であった。

我たは,今回「イオン消去法」と呼ばれる新しい電子写真法を考案

し,10件以上の特許を申詰した。との方式は当社超高速ファクしミリ

装置FA-100 に採用され,既に昨春中部電力(株)へ納入された。

原理は,作像ステ,づは従来と同様コ0ナ帯電・同時光像照射によ

り複合層感光板上に電荷潜像を作るわけであるが,との発明の特徴

は"シールド形イオン源"を用いた残像電荷消却ス〒,づによって初期

電位をゼ0 にすることにある。とのづロセスを FA-100 に適用した

場合のづ口',クダイヤづラムを図に示した。なお点線でかとルだ部分が,

との考案によるイオン消去機能をもつ部分である。

次に上記FA-100 に使用される感光材料については, cdSに活性

斉1ルして加える CU 濃度を変化させ, cds-r部in層の暗抵抗力珠勺

2×1013Ω一cm で光導電感度が最大になるととをみつけた。とれを、

とに平均粒径が数μで,しかも 1.21UX・S の電子写真感度を、つ

CdS感光板用粉末MⅡ四を,大日本塗料(株)の協力の下に開発し

た。

,'、*ーー1
1 塾智隙遂

電話線ファクシミリ高速化装置

FA・100 印字部用記録プロセス・感光材料

従来,絶縁層・光遵電層からなる複合層感光板を用いる場合,キャノ

「イオン消去法」による FA-100 印字部のづロヅクダイヤグうムンの NP づロセス, KIP社の KIP づロセスいずれをみても分かるよう

●半導イ本プロセス 11111棚1辧剛川11"1肌11111脚11111船肌脚湘Ⅲ1朏111111洲1111削削肌111111111111"Ⅲ噛11111}111111111川削剛1"11肌1"11削削削川脚11111肌11111州朏削11111胤11111脚糊11111肌湘削11111洲馴削湘剛馴剛馴削1辧1川11111抑榔訓111111"1111111

現在, CPU をはじめメモリなどのマスク製作にとの新し仏づ0セスガスプラズマによるマスク製作

を採用し量産中である。LS1の高密度化及びシリコンウエハのブく口径化k対処するため,高精度

プレーナ形素子高圧化の研究マスクの製造づロセスの開発をすすめてきたが,その量産化に成功し

づレーナ形素子の特徴は高信頼性のものが安価に製造できるととであた。新づロセスはガスづラズマ技術の開発によりエッチングエ程及び感光

るが,60OV以上の高耐圧索子は次に示すような原因により得られ性樹脂除去工程をドライ化し,低反射クロ△マスクの採用等により図に

にくい欠点がある。示すよう忙製造工程を大幅に短縮したのが特徴で,国内外に例をみ

(1)づレーナ形素子のPN接合は,半導体の一表面からの選択拡散ない新しいマスク製造づロセスである。

メ

、浅

ガスづラズマはパターンのエヅチンづ時に起きるアンダカ四卜が CADシステム

少ないので徴細パターンの製作に有利であるだけでなく寸

法のぱらつきも少なく,煩雑な処理を必要とする溶液処

理工程がなφので,欠陥を減少させるととができる。ま

た低反射クロムマスクは露光時の反射が少なⅥため,寸法

の制御が容易となる。このため従来のづ0セスでは実現で

きなかった高精度のマスク製作が可能となった。

とのづロセスによりマスクサイズを従来の2.5インチ角から

4.0インチ角に拡大したが, LS1素子1コ当たりのマスクコ

ストは従来の半分以下になった。

高圧トランス

静電記録紙
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で作られるので,図仏)に示すように, PN接合に曲面ができ,その

部分の電界が集中的に強くなり低電圧で破壊する。

(2)拡散のマスクとして使用した訓コン酸化膜巴シリコンとの境界

面の正電荷のため,電圧が印加されたとき,空乏層は図仏)に破線で

示すように,シリコンの表面で広がりにくく,電界がPN接合の曲面

で強くなるのを助長してφる。

とれに対する有効な対策としてシリコン酸化膜とシリコンとの境界

面に負電荷を生じさせ,図化)に示すように空乏層を広げるととによ

り接合の曲面部分の電界を弱め,高耐圧化ができるととがわかった。

シリコン表面に負電荷を生じさせる方法は拡散マスクに使った酸化膜

を除去し露出した表面を過酸化水素水で処理する方法である。との

技術により,1,00OV程度の耐圧を、つづレーナ形素子が容易に実現

できた。今後,との技術を使った信頼性の良い高耐圧づレーナ形素子

が安価忙供給されるであろう巴期待される。

バイポーラデバイス用イオン注入技術

イオン注入は半導体への不純物ドービングの制御性,工程上の融通性忙

,、ぐれており, MOSIC などの低濃度ドーeンづ用として多用されて

仏るが,パイボーラトランづスタなどの高濃度ドービンづには,注入時に発生

ナる欠陥や歪のため,形成された接合の特性や雑音特性が熱拡散法

に比べて極端に悪く,使用が不可能忙近かった。今回開発したIDO

電気的特性に影縛を及ぽすと巴がわかった。図には認0゜C,60分の

例を示す。

(2) Aun、1i-pd/GaAS構造の熱処理効果を調べた結果,300゜C,10

分の熱処理前後で組成分布に顕著な変化が認められなかった。とれ

はショットキパリヤダイオードの熱安定性を示すものて、ある。

(3) sia0の面や多結晶 Si中へイオン注入した B やF の深さ方

向の分布を測定L, LSS理論との比較を行った。得られた結果はイ

500

POS法はイオン注入をバイポーラゞハイスに応用する技術で,多結晶シ エッチング時問(分)

リコン中に不純物をイオン注入でドーづし,ドーづされた多結晶シリコン MNOS素子の深さ方向の元素分布

層を拡散源として用いる方法で,従来のイオン注入の欠点を避けて GaAS シ,ツトキバリヤ形成技術

利点を生かすとともに固相拡散技術の利点も生かす技術である。 信頼性が高く電氣特性の優れた GOAS ショリトキバリャダイオードを開発

IDOPOS 法で,ベースを形成した低雑音トランジスタの h如は低電流 するために次の点を研究した。すなわち高品質の GaASエピタキシャル

レベルでの低下力誹亟めて小さく1Cが2けた小さいととろで 90%以 結晶を用Ⅵて(1)表面に変質層をつくらない保護膜の形成法,(2)

上の値を持っ。 1/メ雑音は 10lb で 3.5~4,odB,ボッづコーンノイズは パリャ金属と接触する結晶表面の清浄法,(3)実用的なノやル金属材

完全に抑えるととができ,従来の市場品をしのぐ特性を示す。製造 料の選択と成膜法。

づロセス面では,イオン注入を用いるため融通性に富み均一性、従来法 (1)の保護膜については氣相反応シリコン酸化膜を用φ変質層をっ

よりすぐれている。この技豺iは低雑音トランジスタやりニア1C の外に くらたい成膜条件を見出した。(2)については偏光解析法を用いて

浅い 1ミ,タ接合を必要とする高周波高出カトランづスタにも有望であ 理想的に元H争な GOAS面を得る 1,,チング条件を確立した。

る。 (3)では Nipd合金ショ介十バリ卞を電気めっきで形成するという

オージェ電子分光法による半導体表面不純物分析 独自の技術を開発した。との技術の特徴は(a)熱的安定性が非常に

オーリェ電子分光法とは固体表面に電子線照射して発生するオージェ電 優れたバリャが再現性良くできる。化)バリャの電気特性が優れてい

子をエネルギ分析して表面の元素分析を行う方法である。特長は表面 る。(0)製造工程が簡単なので量産性に富みしかも歩留まりが高い。
0

10A程度の分析が可能であり,イオン・スパッタリングを併用すると深さ 以上の技術を開発した結果理f剣直に近い電気特性を有するショット十

方向の分布測定もできるととにある。との装置は半導体素子製造の バリャダイオードの製作が可能となった。例えばミクサ用として降伏電

づロセス技術の改良・開発に重要な役割を果たしており,以下に最近 圧一15V,接合容量 0.1PF,直列抵抗2.0Ωのダイオードを試作し,

の主な応用例について述べる。 12G1し帯で変換損失が 2dB という値を得ており,故障率も 100

(1) MNOS構造の熱処理効果を調べた結果,熱処理条件によっ FIT以下の結果を得ている。今後はとの技術を更忙発展させてSi

ては電極N が誘電膜(S畭N0 中へ拡散し, sioysi界面まで到達し, にも応用するととを検討している。

働超高密度記録再生技術洲馴淋削捌11111淋剛肌削1削11111削削W1111胤1棚11111川削{11111111111"馴馴川削削湘胤川胤削剛脚州削懈削削辧11111朏剛川肌洲棚剛1'11剛刈Ⅷ削洲Ⅷ1則訓削舳11111肌11111111111111111111剛Ⅷ

映像情報信号記録再生技術の最近の課題は,(1)記録の高密度化,

(2)それに伴う読出し技術,(3)アクセスタイムの短縮,(4)低コスト

化,が主たるものになっている。現在は主巴して磁気方式が使われ

ているが,これの記録密度は Icm2 当たり 10・1~105bit であり,複

雑なメカニズム,アクセスタイム,コストなどの面から必ずしも満足のいく

ものではない。

今回,当社では上記の課題解決の一方策としてレーザ光の好集束

性を利用したレーザ記録,再生技術の開発を行込,ディスク上に 2.5X

107bit 程度の信号記録とこれを原盤としたづラスチヅクレづりカ盤によ

オン注入を用いたデハイ

ス開発の基本ゞータと

して使われている。

5

る再生実験に好結果を得た。との技術の根幹をなすものは,レーザ光

を1μmφに集光する技術,このピームスボットを記録する超高解像度

感光円盤の製作,レーザスボ,"の焦点冑動脚」御技術,1μm幅の記録

トラ,汐の自動追跡技術,ディスク回転安定化技術,レづりカ盤製作技術,

電子回路技術など多岐にわたっている。

とのレーザ記録再生方式は即時性忙は欠けるが,従来技術に比べ

超高密度記録再生が可能なとと巴,形態がディスクであり多量生産に

適するととたどから低価格が期待でき,情報,教育,民生用機器な

ど多方面への利用が考えられている。

N,1
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システム等,大形海洋構造物の建造に威力を発揮するととが期待され近年,海洋開発の一環として,大形海洋構造物の水中建造を対象と

した水中溶接法の開発が望まれている。とれまでとの種の技術はダ る。

イバーによる潜水作業に依存しており,信頼性,安全性,作業性の観

点から全自動システム化する必要があった。

とれk対処するため当社及び三菱重工業(株)は,(財)日本舶用機

器開発協会と共同研究契約を結び,水噴流の効果を利用した局部乾

式水中溶接法の基礎開発に成功する巴ともに,全自動遠隔制御水中

溶接装置を開発し,大形水そう中鋤内での基礎実験によりこのシス

テムが十分笑用に供しうるととを確認した。との装置は作業者が洋

上から水中テレビにより溶接状況を監視しながら遠隔制御できるよ

うになっており,30m以浅の海水中での全姿勢溶接が可能である。

今後装置のハンドリング方式及び溶接以外の周辺技術を確立して,

海洋実用実験をもと忙システムとしての完成を計ってゆくが,とれに

より将来計画として建造が見込まれて仏る海上空港,海底石油生産

●太陽熱発電システムのテクノロジーアセスメント

テクノロづーアセスメントは,(1)人類への福祉を前提そする技術理念の確

立,(2)自然・社会への技術の影纓の分析・評価,(3)人類社会に

適した方向への技術の誘導,の3概念を基礎忙設定し,事例研究を

重ね,方法論が展開されている。

ととに報告する太陽熱発電システムは当社で実施した事例研究のー

つであり,定性的検討結果であり,今後,定量化を指向する。

結果は図忙示したが,主な結論は次のとおりである。

(D 太陽熱発電システムは,1ネルギ白給策への貢献,石油外交への

寄与,日照時問の長い国への輸出品,などに期待できる。

(2)自然保護団体の反対が強力に進められる可能性があり,建設

に要する道路敷設,自然景観の変化,野生生態の建設開始後の変化

につ込ては,資金・法制の整備,モ手ル施設の建設による影讐の分

析・評価,価値観に関する社会科学の興隆,が重要である。

なお,インパクトの評価は約120名の人へアンケートで依頼し,回答

は60名の方から得ている。図の横軸はフルスケールが60で回答者総

数を示しており,30以上は過半数の人の賛同があったととを意味し,

縦軸は士120が最大(2点/人・件)であり,促進的及び減速的左

/

制御盤水中自動溶接装置本体
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インパクトの評価結果度合の強さを表している。
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ンドクラ,,シュ値と坪量によっても精度よく圧縮強さを推定できる。

これらにより今後は使用している段ポール原紙ではなく,段ポール

のシート強度に価格を対応させて行くべきであると考える。

鍵

遷

^▲'工飢題永ゞ b飢

最近,過剰包装・廃棄処理・省資源・省資材などの観点から包装適

正化をより強力に推進するととが要詰されて゛る。

従来,段ポール箱の強度は段ポールを構成する原紙の圧縮強さ巴破

裂強さを基にして設計されているが,段ポールの強度は原紙の強さ

だけでなく,製造工程・保管・輪送方法の良否など忙、大きく左右

され,かつ原紙の強さを正確に知り,とれを管理できるのは製紙メ

ーカと段ポールメーカだけである。

そこでユーザとしては段ポールシートの強度を基に箱の圧縮強度を推

定でき,とれ忙より材質の管理もできるとよい。

とのよう左観点から当社各製品1て使用されてーる段ポール箱につ

いて,箱の圧縮強度とこれに関係すると思われる箱形状・各種の段

ボールシート強度を朋べ,段階的重回帰・重相関分析を行った巴とろ,

複両面段ポールにつ仏て,破裂強さ・衝撃穴あけ強さ・曲げ強さに

より従来以上の精度で圧縮強度を推定できるととが分かった。

また両面段ポールにつ込てく(矩)形板の座屈理論を利用すると工
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2.

昭荊150年度の日本経済は一層厳しさを加え,電力需要が伸びなや

んだが,多様性では類のない優れた特性を持つ電カエネルギは,資源

・環境・立地等の制採勺条件の中で,その安定供給が強く求められて

おり,電力機器単体の大容量化巴高信頼化並びに大規模システムの安

定運用等により,着々その実をあげつつある。当社は電力事業の持

つとのような重要な責務の一爽を担って(1)エネルギ資源の面からは

原子力発電関連機器の開発・製作,(2)環境保全の面からは公害防

止機器の開発・製作,(3)立地面の制約に対しては,ガス絶緑縮小形

変電所の開発・製作,(4)大容量化・高信頼化の面からは 1,00OM

VA級タービン発電機,50田Ⅳ送変電機器の製作,(5)大規模電力

システムの安定運用の面からは,制御用計算機を主制御器とするパワ

1レクトロニクスの開発・製作,などを積極的に進め,またそれらを

支える基礎技術の開発に総力を結集して多くの成果をあげることが

できた。

以下50年度の開発,製作のうち特長あるものを紹介する。

新規発電づラントの計画は極めて少なく,かつ繰り延べ計画もあった

が,原子力発電づラント建設が着々進行し,一方,輸出水力・火力づ

力

2.1 発電

●発電機剛Ⅷ削11Ⅷ111111111111川肌1111111111捌脚削削11111川肌111111N111111m111111Ⅱ111肌111111"1剛1"1111111肌Ⅱ1Ⅱ肌Ⅲ11肌Ⅱ11ⅢⅢ削11111朏肌ⅧⅧ11N11"111111111111111川肌11111川肌削ⅧⅧ肌11111肌11111削川11削1111111"1111"1111111111訓Ⅷ111111Ⅷ1111111刑1111111111剛1111Ⅲ11111111111111

ラントの受注が好翻であった。

電力安定供給のためのシステム技術としては,長距籬大容量安定送

電技術,電圧安定化技術確立を主体とし,また制御用ミニコン《ME

LCOM》350-7 を用仇た水系制御システム・変電所群制御システムを製

作納入し,電力系統制御における1レクトロニクス応用技術を大幅に前

進させた。

火都市地域の環境・立地面の制約条件を緩和し,かつ変電設備の

商信頼度化と経済性の硫保を同時に解決する方策として,ガス絶縁

忙よる変電設備のコンパクト化並びに 50okV機器の大容量化と高信

頼性技術を確立した。

自家用受配電部門においては,'獣界的規模の日本道路公団庖〔捌夘_1

トンネル向け電機品を完成・納入した。またこの拡設には監視制御面

でシステムの大規模化に伴う制御用計算機,シーケンサ等を多数遵入し

た。

なお,環境保全の面からの公害防,止機器につ込ては他の編で紹介

,、る。

タービン発電機

関西電力q幻高浜原子力発電所2号機兜OMVA,九州確力(株)玄

海原子力発電所1号機625MVAが運転を開始,四国電力(株)伊方

原子力発電所1号機630MVAを出荷,本邦最大容量機である関西

電ブJ(株)大飯原子力発電所1・2号機 1β0OMVA を製イノ印やである。

中国電力(糾0新宇部発電所2×75MVA機は屋外開放ガスタービン機

で,厳しい騒音規制(機側で75ホン)を満足して出荷した。自家用

空冷機においてしゃ断容量低下のため,回転子コイルに F種絶縁を

採用, xd"を大きくしたものがある。

メキシコ CFE ラグナ・ベルデ 1・号機750MVA はメキシコ初の原子力発

電機として据付巾,続いて2号機を製作中である。ガテマラフ2,1MVA

機はアーク炉不平衡負荷のため,連続17.2%の逆相耐量を持つよう

に,ダンバ巻線を設け,回転子表面及びウエッリにも吉慮を払い,等

価テストを行い出荷した。地熱用としてフィリビンNPC68.8MVA機

2台と,その抗井掘削用ボータづル式の 3.75MVA機を製作小である。

後者は積層鉄心円筒形回転子の4極開放形で腐食対策忙考慮を払っ

ている。

大容量機の信頼性検証のため固定子コイルエンドの実物大モ手ル(レづ

り力)による研究試験を実施,製作時のQC と製品の品質向上に努め

ている。

水車発電機

関西電力(株)奥多々良木発電所320MVAP14MW 300印m発電竃

動機3・ 4号機は鉄心長3m,周速103m心におよぶ国内高速最大

容量機であり,専用づ口ワによる強制風冷方式,銅板パッド方式のス

ラスト軸受など当社の総力を結集して好調に運転を開始した。

中部電力(株)中呂発電所14MVA 450即m発電機は固定子,回

転子ともに直接水冷式コイルで,30MVA相当の試作機より得た工

作技術を活用し製作小である。

づラジル・サンシモン発電所6×283MVA 95即m 発電機は桓li1歌子直

径]4.5m,重量865トン,風転子以外は現地メーカとい5国際分業で

製作小である。

CFC 形4極大容量ACG の完成

1ネルギ有効活用の目的で,各種排熱利用タービン発電機の需要ナ曽大が

子測される。そこで4極空冷ACGシリーズの製作限界確認のため,

定格10MVA,601丑の発電機1台を試作して各種実証試験を行っ

た。同転子構造を,円筒回転界磁形とし, F種絶緑,づラシレス励磁

ガ式を採用した。試作回転子の各部忙応力及び温度計測素子を埋め,

25%オーパスピード試験と負荷試験によって,設副イ直と実測値とを対

比L,朧造について設計基準を整えた。また,発電機完成後,各種

試験を実施し,最適構造,強度剛性,巻線技術の確認・検証を行っ

た。今回の試作検討結果より, CFC形4極ACGの製作限界を機械

的強度の点から,20MVA程度とした。

高圧タービン発電機コイルエンドの沿面コロナ防止法

30kV級発電機に備え,コイル1ンド割珠色緑表面忙シカンカーバイドペイン

2 電 力

ト層を2層設け,絶緑耐力

試験時にぺイントでの消費工

ネ」レギの適正配分を図り

ール発熱艮をへらし日リ川可

能竃圧を上封させる2重シ

ールド形需)面コロナ防止方式

を開発,モデルコイル・実機コ

イルにより性能を確認した。

メ千シコCFE L昭狐. vade 原子力発電所1号機の俳評貞み

750 MVA I.80OTpm 内部冷却タービン発電機
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火力発電所運転員訓練用シミュレータ 納入,所則の効果を発捧している。

今回開西電ブJ(株)向け忙製作Lた、のはこれまでのアナログ方式と異 カナダ・クーテナイ発電所向目 PID ガバナは別地での'11,1整試験を完了

なり,2 台の計算機(《MELCOM》 350-フ,30F)を用いたディジタjレ し,良好な特性で運転忙入っている。

方式であり,その規模,訓練内容共忙我が国最大のものである。そ

の大きな特徴は,1組の装置で貫流ポイラとドラムボイラをワンタ,,チて

則換えるととができるとと,異常状態の模擬が容易にできるとと等

である0 更に 100項目にのぽるマルファンクシ.ンによる辻吊測時ヌ打心操

竹嘖1峅東が可能であり,大形づラントの運転訓練に適した、のとなって
,

いる。
_ー.゛刊ぞ々"ー

ガスタービン発電プラント・制御用パッケージハウス _J-.予一J゜ノ."」ー.*デアノニ●$"1,、

ガスタービン発電づラントは,比鞁的小規模であることか●,設1醗の容

易さ,短納削などガ要求される。とれを満足さ・ぜるために,制御用 1,々ー、ハ

1鷲弓、ニ"'"モガ"'t ゴー"+"゛1ル、 J /1,,ノへ、,ー、、t1ヅ)' 一

電機"_●収納した全天候形制御用パッケージハウスを開発納入し,中近 ,,1-,ノινιJ 、ヨ[ゾ)ノ'ノι大゛、
、、へ J / JC ● y、'"'▲

一 立ーノゞ,゛,、、jy含一"y' J /)ベ ιメ,、ノー,t,芽●づ

東の砂漠地帯の過酷な環境下で運転突績を重ねて加る。 ^J¥、λ」{、,',1 ナ゛ ψ、、、ニ,ν'゛、,

釜卸 ^^.J 、、、J イ1、ー,、、、ルシ

既"゛-1,式、.く 、ーゞ"、'1、、、イゞ' 昏 ^J 、J 、J ι

水力発電プラント用制御装置 ^ゞ、'

琴勇 1
関西電力(桟0 奥多々良木発電所においては,5001Ⅳ高圧同路を鮪 '、'ニ、丁

1臣索化し経済性を得るため,主変圧器の低圧側を2巻線方式として, )ニ'.、 ぎノヘ."フ

三イゞj'
1

轟^琴主変圧器1台忙対し発電電動機を2台接続し,発電確動機回路に火 ゛=ノ、乢厶J

A'.fゴニ;之 側づ'ー゛

交 ご.'圃ι,榔

容量しゃ断器 a8kv,12RA)を使用して発電揚水相切換えを兼ね

た低圧同期方式を採用している。揚水始動特性並びに運転制御特性
"=

はいずれも極めて満足すべき結果を得た。

北海道電力(株)新冠,タイ・シリ十ツト,ベネズ1ラ・グリ各発電所忙電

力系統の安定度改善のため,サイリスタ励磁奘羅に系統安定化装置を 工場出荷,,のガスタービン発電づラント・制御用パッケーづハウス
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原子力発電プラント

関西電力(株)高浜発電所2号機826MW,九州電力(料0玄海発電所

1号機559MW が完成,両者と、国産化を大幅忙推進したづラント

である。凶国電力(株)伊方発電所1号機566MWは現地試験・訓

整中で,本邦最大容量の関西電力(株)大飯発電所1・ 2 牙機 1,175

MW は出荷段階にある。九州電力(株)玄海発電所2、号機559MW

は設計段階にあり,一層の国産化推進を検討中である。

原子炉冷却材ポンプモータ

本機は炉本休,蒸氣発生器などとルーづを村邸女する冷却材ボンづのモ

ータで,従来は輸入されていたが,今回_三菱重工業(株)と共珂して

試作,耐久テストを行い,満足な結果を得た。モータは 4,40okw q尓

呼 6,00OHP),1,180ゆm,開放立禅1かご形でルーづ圧により大きな
.,1、'才、t 入会゛高1

上向スラスト荷重を受ける帖受を持つ。使用条件の特殊性と高速大容

量立形ということで,フライホイール,逆転防止装置,ダづルアクシ.ンスラ

、、二1'1所一'._スト側皮,始動用メイルリフト装置及び側1受用オイルクーラ等が装備され

●、、、、心^4、"ー、、ー'1,小 1、て仏る。放射線が存在するので,特に絶緑材料を吟味している。
、ト、 J J '

慈゛『越新一心
同様の使用条件で新形転換炉原型炉(AIR)「ふげノV」の再循環ボ 'き

ンづ用モータ四50n50kw,890/4如ゆm)を製作,三斐重工業(株)製
^

1-,突11三子

ボンづと組合せテスト中である。 十1'レ▲4「ト""、,」卦^1●^ユシ

1y1晦

原子カプラントの PCCS 轟

最.近の原子力づラントには《M瑚"COM》 350-30F 訓'御機システムが
ι'

つ1〕に股脳され,既に 4システムを出列iし 3システムが製作小である。

姦、冒114との計算機システム設隆の利点は次のとおりである。 ノ、

、

(1)常に運転状態を正確に確認L,安全な運転が行倒呆できる。

(2)異常状態を早捌に発見でき,事故解析が容易である。

ATR 「ふげん」納め 950八50kW再循環ボンづ用モータ(3)原子炉制御保護装置を監視し,炉の安全性を向上できる。

14

ウラン濃縮遠心分離機用ヒステリシスモータ

ウラン濃縮遠心分誹機のモータ(40,000~60,00OTpm)としては仏舸'円

簡形誘導電亘功機か開発されているが,更に高速ヒステリシスモータを1刑

発,速心一拙僻幾に組込んで献験小である。

ヒスデルスモータの回転子、は均質なとステリシス磁性材劇・のりンづて1侍造

が簡単であり,超i高速回転が容易でかつⅢψ川逃松11寺の運転安定性が

良好である。

二斐aι機技報・ V01、 50 ・ NO,1・ 1976
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護したり,小性子・束レベルによって原子炉を運転制御するための装

躍である。関西電力(株)美浜発砥所3 号機に納入し,1川国電ブJ(株)

伊方発電所1号機向けを製作小である。

フルレングス制御棒駆動制御装置

原子炉制御装置及び保護装置から卵動IX弓を受け,フルレングス仰仟卸怜

PWR炉内計装用中性子検出器

九州電力(キ羽玄海発電所1号機に試験的に使用し,q・.性子感度,中

性子照射寿命,熱サイクル牛,性など実用性能を確認良好な結果を得た。

放射線監視装置

発電所内所定区域の空問γ線レヘルを測定する 1リアモニタと,づロセス

系統の配管やダクト内を流れるガスや水の放射線レベルを測定するづ Qt づ口づラムに

_ーーノー゛マ宏71-
従って操作す0セスモニタがあり,関西電プJ(料0美浜発電所3号機に納入, 1川風雍・カ )ー

'?1むぢ二1 、七、
.◆予

¥影
μギ ノノ'●ノ"

(株)伊方発電所1号機向けを製作小である。 三ることにより ',フゞ」ψム' 1、三ノ゛゛、,1-10- ノ゛シ、'9 『J I/"
,゛、之、、>ヨーノー__.,]、ι, 」4"、

^ニ●,゛1/゛,.'、,¥,ー

練子'炉の熱朧放水ロモニタ 、'券,ごゞ券。ι咲白

発電所放水路小の放射能をシンチレーシ.ン検出器によって監視するも 力を制御する 、ー,〕^"

" 1 "=ーー

_砧"蔀,二碇・"'もので,関西ので,約 10qμd/此の感度を右し,九州電力(キ知玄海発電所卜号
イ*"〕十一、王、一ν}〒ι

'弓会喜,吊'瓢1、聖C,{11←ーヲー,'1t÷'三;,翻ン機及び関西電力q朱)芙浜兆電所3 号識川として納入Lた。 確力(株)美浜

よう素・トリチウムサンプリング装置 兆電所3 号機
'■W-'゛"ゞ、,翻が1.、
'*琴1・..鄭避'豆V ,C貸1'■"、野、器面一f●謡畢一■一・ゞ放射性よう索及丁トリチウムを測定するため,楴測読醗辯,略納容器判 に納入し, 1川

気筒,柿助建屋排氣鮪及びガス減喪タンク等から得たサンづル気体か 岡確力q幻伊 '、'"'謡璽,、ゞ琴シ1ご1
方発電折1号ら単休よ 5楽,よう化メチjレ,ドナルム水を抽渠する生凱溢である。 1捌 "ヨ,丁

機向けに;盤作西確力q知芙浜発,印野3 牙機向けにW作小である。

111<、ある。原子炉核計装装置 筆4"゛多゛ ' OUイ

N゛

放射線1毓視盤棟子炉近傍に股けしれた小性子検H_じ辯のf"琴を処叩して染子炉を保

●発電所用大容量変圧器脚那剛1洲削川111111N11肌肌剛1"11肌1朧lm1州Ⅷ1州胤馴11Ⅷ1"111111111棚111111111紬11洲111剛削胤訓朏畑側剛1Ⅲ111川11Ⅷ榔胤辧Ⅷ1馴IW1脚煕幽馴11{1側脚捌W11朏朏1Ⅲ湘糊朏Ⅷ馴締糾N如側総別朏11朏}1

Ⅱ1器の運転状態を忠笑に模擬できる条件で全電流を通電し,i品度_1二40kA級発電主回路接続装置の開発

封.,磁界分布など詳細な測定を行った。この結果,主導体,外被た窕裾機と変庄器t相分敵1リ.線で接続する主1引路長続装機としては,

ど各剖W)温度上打,は許容限度以下であることか確認され,如RA級30kA級ガ最人定格であったが,単昼武芋量 1,00OMVA を超える大

容量発電機の小現により,卯kA級の主圃路緻続奘羅の肝拶官か要求 完電主回路接続装置の開発を完了Lた。

されている。このよ5衣主廼珍附妾続装躍においては,主変圧器など

の主機と村1分誹母線との援続部に工けるⅡ1五の熟千渉,磁界下渉の y

影欝が,ブぐ雁流化とともに顕著とたるので,単に相分際母線単体の 呉'ヰ点¥
'塾

畷
開窕忙とどまらず,主機との披合部を含めた総合的な取組みが必要

である。そとで,主変圧器端子部, N粉航母線,発電機端子部を総 司

合して「発電主恒1路按続装置」とい5観点で大容量化に取組ノVで来

たが,今回,実規模モデル忙よる笑証試験を完了した。

試験装置は,1,20OMVA級変圧器を文1象とした実規模の変Ⅱ1器 1

端子部,相分雛母'線,窕電機端子部,電源変圧器,通風装置で構成

し,試験は,漏えい(洩)磁界忙よる局部過熱文寸策上重要な主変圧器

劣'子部を対象とした災規模モ手ル試験と,相分離恐線及び発電機端

t、

2

プ

子部を含む総合的な検証試験の2段階で実施したが,いずれも実変

2.2 送電

●長距離大容量安定送電技術 11"1川11111削肌削川削11111111Ⅷ11肌111川1111111川川1州肌1111111111剛川Ⅷ1川1川剛川川11"1川1洲肌111111m1Ⅷ1肌Ⅷ1111肌111111Ⅷ111111Ⅷ11"1111111川削肌肌11肌肌俳1111111Ⅲ削川11111111111m1削m11川Ⅷ1川肌

電源の大規模化・遠隔化に伴う送電線の大容量化,長距離化が進む 詞様に油中絶縁した大形タンクに,また,保護装贋はSF6ガス絶縁

につれて基幹系統忙おける安定度向上六す策の適用が推進されている。 タンク内にそれぞれキa納し,コンデンサステーションはあたかもガス絶縁変

当社は既に関西電力(株)大黒部幹線の送電容量向上対策として275 電所のような形となっている。づラシレス超速応励磁システ△は従来サ

kV直列コン手ンサ、設備を製作納入し,また発電機の励磁システムとして イリスタ励磁、方式などで行われていた超速応励磁をづラシレス方式で笑

系統動揺抑制効果のある系統安定化奘置を北海道電プJ(株)新冠発電 現したものであり,頂上電圧を大幅に上げるととと,電流フィードバ

所等に製作納入した。とれらの実繊の_Eに立って50okV基幹系統 ,,ク方式とにより交流励磁機の時定数を等価的忙小さい値と L速1心

の拡大に伴う安定化対策として,50okVガス絶縁方式の直列コンゞン 性を高めたものである。また AVRに補助信号を導入する系統安定

サシステムと大容量タービン発電機のづラシレス超速応励磁システ△を東京 化方式も付加している。

電力(株)と共同で開発した。直列コン手ンサシステムは従来の絶縁架台

によって対地絶縁を行う方式忙代わって,コンデンサ本体は変圧器と

力〒琶 15

f

ソ y◆1

、"'之、Tとぎ主ψ一".1,.

40kA級発電主回路接続装置(変圧器端子部)
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あり,(1),(2),(4)項忙ついては,既に開発を完了している。ブロック系統の電圧・無効電力制御方式

コンビュータによる運用を想定し,処皿の高速化,メモリの貨嫌勺など50okV系統の拡充に伴い,系統事故時の事故波及を防止し,供給

信頼度の向上を図ることが,系統運用面から重要となる。当社は関 について考慮を払った。

高密度電力系統の電圧安定性西電ブJ(株)との共同研究忙より,出故予防制御を考点したづロック系

電源の速隔・大容量化にともな゛受電端に大量の電力用コンデンサが統の電圧・無効電力制御方式の開発を行った。との制御方式の基本

必要となるとともに,一方では都市部供給ケーづル系統の増大,需要的な考え方は,事故除去後の系統に対してAVR運転発電機の無効

地に近い局地火力の予備力化,定力率負荷の増加など電圧不安定と出力増加の速応性に着目し,とれを活用して系統電圧の異常低下を

なる要因が重なり,従来のような電圧調整方式で受電電圧を基準値抑制し,事故波及を防止しようとするものである。そのためには,

に安定に保持できるかどうかが問題となる可能性がある。想定事故に対し,発電機の無効出力が上,下限値に達しないように,

この問題に関し,東京電力(株)と共同で検討し,その概念,発生常'時,制御しておく必要があり,とのアルゴリズムを電圧安全運1剛剖

条件,安定旧拐嚇去などを明らかにした。電力用コンデンサ設践量の噸御と呼ノVでいる。づロック系統の電圧・無効電力制御は,(1)電圧追

大,負荷の一定電力化傾向などが電圧安定性を悪くする要因をなす込み、制御,(2)連系線などの無効電力追込み制御,(3)電圧女全運

用制御,(4)0スミニ制御,からなるが,今回開発したのは(3)項で ととが分かった。

●電力系市充桁り御システム 111111111111111111111111削朏11111川肌肌1111111111剛脚削1111111111川肌1Ⅷ11111脚lm1剛肌1111111111111111Ⅷ11"11"111111111111川111111削削1111111111川11111川川11111肌1111111111川肌1111肌11111削1111肌11"1Ⅷ111111剛1111111"1111111"1削川川111111111111111

なオペレーシ.ンガイドを行っている。(2)発電所の情報Kつ仇ても速方基幹系統用制御装置

監視制御裴置との結合忙より監視及び記録の白動化を行い,情報処基幹系統用制御装置の納入実績は多仏が,昭利四年U冴東北確力

即の迅速化,硫実化Kより制御所運用業務の省力化を図っている。(株)南相馬変電所忙照光配電盤を主体とし,遠ガ監視制御装躍も含

めた新方式の総合制御装置1式を納入,運転状況は良好くある。

特長としては,

(1)275kV側は従来と同じ照光配電盤による選択制御方式。(2)

66kV側は遠制装置を利用し,照光配電盤及び66kV専用建屋から

の直接制御方式。(3)大容量600ポー構内テレコンの採用。等がある。

水力制御所の自動処理システム

ダ△媒咋高度化システムの一環として,ダム用情報伝送装羅と制御用

小形計算機(《MELCOM》350-フ)を,有機的忙組合せた農動処鄭

システムを水系制御所に製作納入L,好調忙か(稼)動中である。

特長としては,

(1)計算機の機能を生かし,種々の情報処理を行φダム運用忙必要

●系統保護りレー

主幹系位相比較キャリヤリレーの高周波対策

最近,軽負荷送電線事故時,故障相以外の健全相に数kH"以下の

過渡的減衰性高周波電流が流れるととが経験され,との周波数が偏

号伝送系と伝送遅延補償回路の周波数応答能力を越えると位相比較

信号の忠実な再現ができなくなり誤動作の可能性が生じる。

伝送遅延補償回路は5RH.まで応答可能なシフトレづスタ方式を使用

しているが,現用の信号伝送系の周波数応答能力はlkル程度であ

るためH揣非電源系統では誤動作の可盲謝生が考えられる。との対策

として,入力にハ'ントパスフィルタを挿入し,直流分と高周波をしゃ断

Ⅲ11川Ⅲ11削1肌1Ⅲ1川1;Ⅲ1Ⅲ11川1Ⅲ1肌111Ⅲ1Ⅲ馴1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ削11111川肌1Ⅲ11Ⅲ1肌11111肌11111川111ⅢⅢ1川Ⅲ11川Ⅲ11洲肌肌11Ⅲ川11Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1111ⅢⅢ1Ⅲ11削1Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1川Ⅲ11Ⅲ11削1Ⅲ{ⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ剛1ⅢⅢ肌ⅢⅢ1川iⅢ1Ⅲ11川Ⅲ11棚1Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ剛削

短絡発電機,模擬送電線によって確認し,実用化の見通しを得た。

させる方式を開発し,200%以上の入力に対して動

作スビードの遅延なく,上記問題を完全に解決した。

との対策を施した位相比較りレーを,関西電プJ(株)

50okV系統用に製作中である。

ディジタルリレーの開発

マイクロづロセッサと光ファイバの出現は,系統保護りレー

の分野で屯ディジタル化を促進させる大きな原卿J力に

なり,制御・副領U・監視を含めた総合ディジタル化へ

、つながるものである。

今回実用化を目標に,とれらの新ハードの各種の

基礎的試作試験を行い,特忙サーづに対する性能を

、」、^、、゛ノ、'/J /

;孟'、、^」.

1晃'

メJ-一闇..,ー゛.丑.穿^'.^

、珍,バゞー

'{ノ゛ノ、、コ

弓ほt■ータ1・,
ご鄭1
'立J, y [

16

水力制御所自動処理システム

,^'

IPχ夕主釜1イ

ーー.

ー'゛τ式='J.」把' ニ;茎、必決1~
亀'子,ヲξ多琴

β

iJ

^、,ト.^リ

゛モ
.^

゛'

UB-4K形高周波対策付位相比較

継電噐

ト
゛豊

極翻麗1
1'馳馳'烹"1

マイクロづロセ.,サ応用ゞイづ夕jいルー

海
)

声

三菱電機技報. V01.50. NO.1.1976

予

罫

~'フゞ'、'

,トY,1Jノノ●、、ノ、く,J'ン゛,、、

二ミ

心
一が

j
 
ン
ぞ
ご
^
へ
气
縫
、
^
^
1
斗

二
■
二
,
メ
一
ι

,
.
ム

>
ψ

ノ
ゞ

ぐ
^
、
、
一
〕
X
^

,
イ
サ
'
゛
、

,
一

●
'
 
j
建

、
ノ
ノ
"
/
 
J
 
/
、
「

工
●
J
」
¥

,
,
ノ

」
へ
゛
ノ
〕
ノ
ヨ
;
声
一
 
t

一
,
ド
ヲ
一
,

,
ノ
ノ
ノ
一
゛
、
 
J
ゞ
>
.
ン
J

゛
叉
之
冬
>
C

ゞ
,
,
、
ー
"

、
ぐ
ミ
＼
ソ
气
1
り
む
三
>
会
今

イ
紺
ヤ
ξ
^
'
、
シ
ン
イ
R
^
"
叉

(

,
念
,
÷

闇
、
,
ノ

ー
ー

嘉
饗

紗羅
勢
三

一
誕

J
 
J
、
/
J

1
河

年
、
、
¥

叫
X

子
,
1
ι
ヤ
,

一
,
三

,
三
忌

ー
」
j
J
 
コ
●
 
1
 
'
,
.
ー
'
 
1
 
三

ー
ゞ
ν
イ
,
ー
ノ
ン
 
J
 
,
七
 
L
 
三

,
"
 
j
 
{
ー
、
i
 
.
゛

、
、
ノ
^
ノ
ノ
"
 
j
暑
二
注
'
 
0

)
、
 
1
毛
L
 
写
'
^
子
 
1
;
J

'
弓
ス
゛
§
■
澤
'
重
武
冒

●
J
 
」

し
、

ξ
、

丘
ご

0
 
、
え

キ
ゞ
メ
、
气
ご

゛
"
ν
ム

、
'

ー
ー
ー
,
ー

考
が
i
1
 
郵

ー
、
{
゛
ー

1
虐
1

1
]
ι
1
ー

ミ
 
J

J
 
ノ
ノ
 
J
 
J
 
、
.
 
J

圭
4
ヤ
?

、

モ
、

、
'
,

1

滞
、
.
一
、

念
゛

叉
器
●
全

ノ
」
ゴ

,
,
ノ
丑
ノ

,
ー
{
昌



~一

、ハR、(都g凱ぐ0§>ぎ0ゆ

゛

U、、「、イ、、ミ、ー、

、" 1剖、゛、ν、

、、、 J " J " J

」'尻
.

叫イ

ム
心

匂
峡、."

C

,証獣煮璽宅,ンぎ品,一出髄運欝加遭、ぐ§寸還鯉盡,>ぎ吊

出腔潔製,"戀ガ共制。U、ρく羅怪択側如思ハR、(和窒謝塗卸潤

運Y■避,一ハ小、嶋.OZ (一週途語潔R玲轡1避古輯(送) R罵催

垂妻=婁妻茎妻妻垂妻妻妻妻妻言=妻妻妻妻毛垂垂垂妻垂亘垂妻妻妻妻妻妻垂言妄言垂言

黒軍秘畷聽製無

畿出剤ンリ誘.貫器ぐ>Σ§一ンぎ吊会凝語課R生埴K(送)R語闘聖

1

、

、

。゛Ny御縛田US扣,暴論屡劃円盆

U系論酬翅K醐為翼,田Uリ、割W↓区足導K窒雲進令Y■田鵬龜

ンぎ吊,杓、Y資田U丸、田↓蕃N禅豁州齋,美U、い呉Y副浄器鐙

冬十ぶ異田U yや製y義測選話R譜ミYg仰、妥巡温Sミ

安ゆ.Φ V-、令R、(論「K醐緬S雫婁Φ y 、ヘミ、'<輪式圃yヌU、R蝉

素題運'郵Y武智田U四遊側越題"轡νρ田運廻漣,、、一

献叢論令湖νい廿一田幻四、製囿y聾K樹鞭提剣、型以鄭令Ⅳ

。゛Sν二加委一y へR 決宜U、二脚製阿旦矧KY■田△、

-t割、ミハー援織、二卯蟹遜Yい廿一田、令R、"<媛翅田、令

R、、<維「6叫式ハR、.(縦一途,だK夫・工卦塗叶ン。除伶やジ尖U、ニ

W皿測Y■田製+U、い如y纈WY謹巡潔置y゛田田ジ川R.「喜塗叶↓

U、冥加ミ、Y課置g叢巡珊純Kンぎ吊 0、コ潔撫匝*田(当§

極Y塾塒゛寸足謡、へ一異Yい田樹KR一喜於N ン、涯、令R、、(枕

驫謝令U 。U陰噐望戈 U゛、喫翼U一魚÷側訓非R際怠,訣深合

鰯盃。゛NY↓谷N鴇側郡Y豐*令ミ¥壽製桜Φ竹.9Y厘誰轍

N

露L

i

R.N

、

气

。姦涙ミ禽K麗糎上(嶋)

。・蛋鄭駆醤皿(こ

。¥製逝語ごR§"器竃霊器週田器逗鑾都

讐§"、S杓÷゛鵬池へR)延戻田鵬黒樹ぜ朧田無鼎(巴

。U、二羅琴令謎遜雪{罫。りミ覇豁堂董量憙耀舶綏越器窒讐剃(巴

,二製涯星>ξ U 二尻念へR ,二器郵U一へR gいー。ど製無亘器廿一¥柵ミ哲誥野ミ噸N (ご

,起、一一1〔一嚇漂馳提縫ミ黙厶〒n 田凸、額会駆川U、榔,除伶、YK.夫嚇澱ヅ睡窯逕ヨ邊越襲睡匝U、

陰国令暹瑞塗随やいぜ彪避>ぎ吊儷器如だ瓢迦礎製Rt門ヲ§嵳撚gミ謬畷幣塑剤ン点買ンぎ吊9裟起ぜ廻窯S

田当矩,,Y翅課 t、Y八ぐ1卞へ塗議式、型鵬出無ぐン乏§一 9U。U、■く暴ミ製令<器§莟(ぐ>Σ訟X

。゛NY鵬出鯏樹霞巡腰潔劃巴安諾田無冨無,へ選N(ぐ>Σ§ご殴鵬出無樹側劃蝉SgY

純K鍛令塗地圏迦四ゞW出球継四旦毛さ吊今鐙語潔、゛赴二§だY■田罵腰蝦y燮越き、笶叩Sν二W導剣U一罵婁,、

陰K令六心小鯉無課,対鵬出無樹合会羅識浬訳堤、麺翁)R鯉婆終糊峯獣く羅R籍喩樂萎珊=足讐涯ν0田劃窯測畷聽出削ンぎ吊

胸蝋冊起桜嘘晦出側>ぎ冨旦罵冊撫R怜醒捷K(揮)R即楓駆 蹄田樹>ぎ吊<>Σ00二照川S罵冊潔奨上樫(繊)R即候慨

垂妻妻妻垂言妻書妻妻婁釜妻妻垂妻妻妻量釜茎妻妻妻垂妻妻毛毛ヨ妻=言言言言妻垂毛言

冊燃 m,N

が
、
'

途
1

。゛Sν■昼霜Kお、

讐謁g堺慧どU区ぐ§艇

ヅQS轟柚、Y泣霽岑§冨黛灣

コ足忍懸(ぐ四ぐ8ご↑U安ーミ一

冨器"並三論出讐無(ε

。締SYい田製塞

令田ーミ、■製匙卿蝉ギ卓ミ梨

金↑U一如暴Yニロニカ9U＼

゛NYヅ■璽迎論(ぐー<ーく)

ンXの.悼電誘誘諾ミ〔怠、(ぐー

く)泣熊§器艶出剤樹(こ

。除SY-、<靈一令

題暫轟゛H§一Y■田器灣竃

酷送駕妥途鯉潔,異迦令暇鄭R淋

'~ゞ
、
゛

§、、、
1
噂k
望

《

'、
゛
、
j4武
蔀
ix

誇捻＼・ξ1 '、'
、、沌、、皐",陰1":
、
、
郵
地
¥
1

ゞシ

ご
、1 、'ー、

四
、

"

才
途
、
匂
,

噛
、
 
J
f

t
l
、
{
、
 
j

+
'

J'榔
叫
州
一
!"如
一
'

、
1^1緊
、
.1、

、
 J(〕
¥J,、
气
 4,)、
1 、

・1・1"ニ",郡}細卜憾賦、゛1驗、
イ
ミ
獣
ゞ
熊
ぜ
ご
、
翻
餐
蝦
N山

'.-1四""、、淵、、
N}'゛、 1口や一<§、含く1,§松N'.
,ψ
'ロ
ー
ゞ
、
人
劃
弛
 J イ
゛
側

、
"浦
倫
、
、

气>

^
i

ちとー

玉松

1

腔

.側
熟
譜
長
、

、
ー
^
繍
辧
遜
芋
畷
^
遜
^
雙

1
 
,
^
小
 
Y
 
、
>
ν
"
.
、
゛

、趣゛島.、'ε'券、畢ごi;L""'勇
予
」
ー
*叫
、
,洗
、
"城
、

)・
'1、
、
;、
剖
一

'
^
^
カ

'
、
、
^

ノ

!1鯛
即
,

'ミ
搬
奪
酬
苗
、

覗
眼
;・
,翻
1
0

晦

眼
璽

、
、
凹
゛
、
"

1
 
北
、
、
ノ
)
、

,
、
ノ
゛
山
,
一
■
叫

闇

!熊
1

、峡鼬
t
 
、

導
金

、,11都、/
1ゞシ、1η智1

,゛S,賊1
〆
ψ
才
;峯
賊
1

、
ミ
、
.、
"工
4』
、
 h 号
"

隙昇、ゞ{

'
癖
翻
醐
'

V略
父
郭
轡
゛

バY、;契yι心ヲ 1バゞj1驚＼リ



● 仇 「 の 辻 X 識 鄭 翌 囲 惑 沈 亘 = 三 三 妻 亘 妻 妻 亘 三 妻 妻 亘 盲 亘 一 亘 旦 亘

廿 ξ C 憩 辻 X C 古 緊 謡 吻 0 0 片 く 油 副 鮪 溢 仂 く ' 田 , で ω 憩 籬 明 郭

長 磐 会 令 入 m ぐ , 爲 ■ 一 愚 艶 0 乏 一 甑 謡 ( 堀 一 瓢 雪 齢 辻 系 陣 P 念凶 ξ 仁 巡 野  d 土 導 郭 奔 L 語 、 味 U X 丁 露 券 δ 峨 即 仙 え 8

ヨ 塾 ミ ) " 謹 > 愁 、 器 誹 S バ 恐 謙 仁 バ 叫 汁 習 三 之 袈 謹 迎 δ 0 . 昆尋 甑 入 " 古 、 丑 一 易 入 器 議 S バ 羊 勲 呼 遜 「 響 址 鷲 § N 、 0 0 0 砂 "

ヨ 伽 言 M 霊 涯 除 醜 湘 舗 熱 0 洋 0潜 塁 郡 0

訴 入 、  E 圭 注 入 苛 S バ 、 辻 寺  n o m 弓 ン 入 勝 W - " く ド § ン へ 8 醸 醐 郭 戸 淡 S 蜷 Σ 入 鴇 0 卦 徴 辱 > ダ 矧 入 避 禽 辻 奇 δ 覇

W - . 包 1  U 、 巡 や 暑 三 ン m  入 露 片 ぐ ] § ン 岑 言 片 ン 部 局 δ 涯 妄 弁 水 譜 8 需 選 ⇔ 酒 敏 卦 謎 貴 薛 訣 N 建 配 ミ 畔 ル 議 挙 ダ 県

郡 酬 滋 尋 § ξ 或 Σ A 、 U 口 斗 浅 談 搭 仁 券 S " ゛ 入 e バ 邸 小 0  卦 苛 >訣 δ ず ル 入 ⇔ ゆ 壁 藩 呼 迎 斗 、 謹 > d 計 0

H 一 器 尋 § 捌 誤 訟 無 誘 鼻 ぐ X - ＼ く 剣 X 晶 ミ δ 武 訊 一 ハ 尋 袈 ハ ル製 乏 黨 辻 ゞ  d 々 罫 鞭 ル し 「 一 " 裳 、 引 ご ( 禁 ) 「 ミ 世 二 §  N 鰹 謎 > e

徴 洲 腎 仁 澤 0ミ " 、 尊 1 瓢 憩 司 入 熟 週 仙 き 熊 糾 奔 ● 愁 、  1 建 愈 灣 璽 一 零 じ

寺 浮 謡 ル d バ 艮 晶 隅 述 禽 聡 映 ミ 0

辻 X 識 鄭 翌 囲 瓣 醐 ( Φ 一 m ) 渕 咲 密 畍 翌 翌 淋 肺 ( > A ゞ ゛ ・ ゞ τ 全 仂 )

卦 謹 鄭 語 一 薫 禪 ( 魚 m ) 牙 小 邑 爵 帝 ル 弐 今 寺 注 1 澪 罷 、 肆 畍 き

バ 畔 バ 苛 ゛ 、 態 # δ n 誘 璽 雪 会 徐 泣 号 遂 三 瓢 獣 O H 、 斗  3

診 > 滞 烹 献 ↓ 小 入 鵬 ゛ バ S 小 0

系 貧 戸 參 0 乏  n 易 立 8 河 え 郵 寿 § r  一 釜 圖 武 と § 牙

亙 ( 、 裂 圖 武 ご 涯 N > , § 遵 卦 遂 竪 ( 河 至 滞 器 壁 湿 嘗 仁 郡 0

内 ミ 一 河 え 立 脊 郡 ゛ 神 神 S 入 森 、 小 尋 孚 鳶 め §  8 塗 貫 黄

弐 § ' 露 δ 制 縞 弓 編 入 ミ 小 腿 立 畔 需 ミ 腿 二  S ( 、 酔

編 県 兆 会 番 瞳 F  、 野 途 黙 、 小 8 § 泌 ヨ 需 ( 一 羅 蕪 愚

忌 一 § 蔀 之 武 鷲 黒 一 驫 需 瓢 烹 、 煮 )  S 網 ' ミ 鷲

ミ n o
N 邑 之 金 仂 汗 兆 ぎ 些 一 ル d バ 三 . ミ 部 嵳 U 汁 ゛ S " 愛

潘 § ( ぎ 忌 系 謙 武 § 琴 謹 > 又 n o

需 1 翫 芽 ぐ  n 易 ' 松 岡 ご . 埒 洋 呼 昇 咲 ご 、  1 津 壁 一 智 顎 鷲 謹 >

广 ミ " 、 需 見 藩 δ 一 元 、 ゞ ゞ ル 仁 バ 真 、 塾 妥 治 亙 》 ご 議 認 三 叉 § 恩

乏  0 易 § § ' 三 小 0  へ ● 全 m  入 真 、 一 三 ぐ 際 ル ぜ § こ 畜 一 δ

、 き 弐 雪 翠 諾 類 讐 讐 兼  9 - C 邑 辻 無 太 辻 バ 5 小 0

n 易 屡 " 8  冨 0 場 辻 " 、 § 之 、 = 0 乏 一 § 5 《 一 q ニ ハ ぐ 建 八 一 獣

忌 仙 蔀 へ 叶 告 " C 、 ● § 爵 当 髪 叶  d バ 8 三 淺 豆 霊 一

小 0

§ 愚 卦 や 々 亘 讐 野 謹 登 露 呼 診 畍 武 バ 璽 璽 S ミ

六 N 尋 器 邑 亙 汁 ル 呼 西 ゛ 汁 羣 霊 悪 讐 ( ミ U ご 、 二  n 尻 ) 一 升 芹

謹 § ( 実 ) 酬 喝 雪 亘 診 δ 零 土 之 ミ U 、 、 」 、 ニ 、  n 昂 ( 一 允 、 ゞ 蝿 遍 署

墜 ) 呼 薜 d §  N 迷 渠 仁 神 シ 罵 入 濁 禽 ご ( 実 ) 烹 涛 ご 畿 局

三 画 q  ル 仁 バ  N 誤 一 ハ ぐ ミ U 、 一 、 三 、  0 易 窪 蚕 ' > 仁 澤 0  へ 苫 入 汁 ● 、

号 t N 誤 オ ぐ ミ U ' 、 ゞ 7  全 m  δ き 1 X 、 惑 一 逃 鳥 仁 澤 0

1
＼ 才 一 J

、

、

、

1

覇 圖 酬 辻 ( 隣 ) 鳥 圧 翻 醐 酬 謹 ざ 賠 斧 ぐ 0 昂

@ 鵬 甬 郭 澄 鵬 迷 謙 = 茎 妻 垂 晝 妻 垂 妻 暑 量 妻 妻 妻 妻 妻 毛 妻 妻 茎 妻 妻 妻 妻 垂 茎 垂 垂 妻 妻 垂 妻 垂 垂 委 妻 垂 垂 暑 妻 = 妻 亘

一 、 0 0 0 -  H 司 、 ' ゞ や Ⅲ  Y  7  Ⅵ  Y N 託 1 、丑 嬰 舗 汁 ( 遊 洲 惹 三 朏 1 談 母 鑾 与

暴 雪 器 捻 の 辻 入 匙 猷 料 陣 一 、 0 0 9  δ 一 ぜ 、 ゞ §  7 小 品 孔 1 櫛 敞 当 鳥の 辻 哩 粛 一 一 Ⅲ 盖 給 0 三 》 等 物 乏 鵬 印 郭

「 紬 忍 六 入 涛 罫 气 門 0  α δ 蹄 醐 薜 、 メ 憩 臘 瓢 郭 卦 ル § 矧 卸 腫 声 ●ヨ 裳 昌 ご ( 隣 ) 、 訊 燕 主 驗 1 議 卦 翻 酬 倒 瀞 巡 邑 批 臘 阿 謡 織 忌 d 澤 シ

禅 庫 髄 入 苛 二 鄭 泳 入 陰 玉 一 小 ず δ ( 、 堤 即 ● 譜 W 址 呼 小 8 叫 県八 8 臘 訊 朝 戸 違 泳 汁 δ 簿 姦 d < 、 熊 器 蓬 醸 階 熟 迎 气 n o

腿 塗 無 ( 鞘 斤 m 仟 廿 辻 ふ 叢 騰 辻 入 " ゛ バ H 鮪 δ N ゛ ( 喜 ) 画 糞 硫、 勧 V ゛ 、 吠 盖 呼 加 ミ 一 一 8 吠 随 入 仁 バ 吠 畔 赴 8 嘉 扮 回 暴 獣 提 鳥 飲

及 ゛ 小 さ S へ ル 、 鴎 薄 ・ 蛋 賎 ・ 熱 回 勢 帋 聾 δ 逞 画 > 冊 哥 四 甫 入武 、 卦 睿 串 主 N 面 山 盖 ( の 面 入 辻 暫 d バ 欝 郡 m ゛ 洋 0  の 辻 墜

煮 硫 ( 叫 小 ず δ ( 邸 小 0  八 δ 朧 両 8 畿 鳥 入 " ● 、 濃 禽 ご ( 美 ) ぎ ゛、 誕 呼 蹴 ゛ a N 入 " ゛ バ 認 矧 陣 汗 疇 悪 山 益 δ 鮪 畍 N 斗 入 バ 曽

讐 禽 三 吾 一 斗 仁 0 0 ご ぐ ) 臘 無 報 ( 鄭 泳 圏 紳 谷 O C  鄭 昇 d ざ N d バ訳 需 艮 〔 粛 薦 登 ゞ  4 鉾 ず ゞ 亀 入 謡 今 缺 芦 バ 5 小 0  叫 神 、 の 盲 S

N 鷲 § 儷 圏 卸 建 臘 瓢 器 δ 鄭 泳 入 系 ダ 、 、 慰 ・ U ¥ 雪 《 N X § 舳 呼卦 容 汗 浴 醸 秒 廿 < 畢 ) 8 汁 入 詮 ⇔ バ テ 辻 、 」 " 嬰 § A 愈 瓢 m 二 、

一 § バ S が 0畿 忌 ミ 瓢 ( 真 喚 恵 川 主 臘 訊 鞭 N 回 戴 H 蓮 訟 呉 畿 鳥 慰 邑 叉 瀞 入 " ゛ バ

へ 8 契 蛭 一 鄭 泳 潜 秒 ル 完 雪 8 弓 入 訊 瓢 締 聖 融 瓢 > d バ 亨 腿 湖郭 鷲 緋 ミ 丹 卸 鴻 ・ 驫 底 ぶ 8 叫 獣 露 m 辻 、 臘 訊 鞠 入 N 0 バ 講 卦

覆 遍 忌 m 禽 、  S 廿 票 尋 儀 姦 鑾 § 、 咲 途 《 長 さ 、 瀬 違 雪 8 姦泳 弐 呼 で 芹 一 が " ゛ 入 錚 ゛ バ 5 小 0

酬

1
゛  J  イ ' ゛ ノ

、 ー ゞ ゞ ＼ ー ー 气 、 、 , j  熊 按 N 、 ー ー ミ " 声 1

1

1 之 ー '

、

秘

、 、 、 ● 1 才 ゞ ゞ 兇 ' ● 謡 ■ ■ § 牙 t

、 、 , ゞ ● 、 § . 典 ● ' 父 一 シ 、 が ー
、 二 じ

、 、 ι 、 , '

器 0 ゞ ぐ n 昂 南 え 耶 慈 濃 剃 除 登 器 謹

川 鷺 索 迦 建 , ぐ 0 - . 師 ?  Z 9  - ・ 邑 の

窯

、

汽 一 へ W

、

、

、 、 ゞ J

, ハ 、 ,

>

1

、

、 "

{ "

毛 迦 ● 一 ¥ 、

"

雫

- m

遵

■

1

、

1 、 、 , ' 、 、 ,

司

器

1

゛ 、

剛

亀
鄭 0 1 又 、 、 裂

t
气
气 ミ ミ
゛

1

W 縫

ゞ

{
1

一 、 ゞ ー

、 、 , " ー 、  J

1

1

.
迅

が

11令
・、
、

、
←
織
、
4

y

冷
入

1、
鄭
゛
§

.§
1

■対
'ゞ
゛、

式
゛
途
'

紗



擁係数は,床面の精度により 1~3八,000 忙なる。日兼者空気を欝、点

-40゜C のクリーンエア忙して消ソ争な酉ず管によって各工場内へ似給する

と巴により,空支U肖費量少なく,粉じんの発生を防止し,かっ工男

の空調条件を乱すととはない。

被搬送物に振動・衝撃を与えるととなく,小さなけん引力で安全

に,かつ安定した方法で搬送でき,保守管凹!か容易であらゆる搬送

面での応用が期待される。

ガス絶緑変圧器

人口の密集する市街地に設置される受電設備は,安全性が重視され,

特に1坊災面で電気機器の不燃化が広く1吽ばれてーる。変圧噐の不燃

化には,従来,シリコン樹脂を含浸LたH種乾式変圧器や難燃性合成

油を用いた不燃性油入変圧器が用いられてぃたが,変圧器の絶縁擶

造から使用電圧・容量に限界があった。 SF。ガス絶緑変圧器は,60

kV以上の特高受電用変圧器として製作されたもので,SF。ガスの不

燃性'非爆発性及び無謹・安全という優れた特性を生かした不燃性

変圧噐である。 SF0ガス絶縁変圧器の特長は,

a)安全性が高い 物理的にも化学的ICも安定た SI、ガスを

曾江・!した不燃性変圧器であり,火災・爆発の心晒ιは全くな゛。

(2)保守が簡便である 完全密對構造であるため,湿気・ご

みによって変圧器小身が汚損されることがなく,変圧器内部を保守

鳶.検する必要がない。また, SF。ガスの取扱いは,極めて治浄で簡

ダ

では不十分で三次元磁界解析が必要で当社では表面戒流7を用゛る積

分方程式法として分割は鉄休表面のみでよい完全三次元磁界解析づ

0グラムを開発Lた。一方,油流に関しては,局所的な油流速を検討

する目的で測定部に微細な発熱体を配置し,パルス電流によって油流

にパルス的密度変化を与え,シュリーレン装置とストロポとの組合せによ

つて可視化Lた。また変圧噐各部の油流分布を求めるづ口づラムを開

発した。とれらの解析結果を確認するために写真に示す1,00OMVA

級変圧器のν2相分の温度上昇解析モデルを製作し,各部の温度上

男,・漏れ磁界・うず(渦)電流・油流分布・油流速を測定する素子を

約2,000点取付{ナ,ヒートラン状態で直接i則定を行った。との結果に

緻密な解析と分析とを加えて基礎設計忙生かしている。

一方,変圧:二がフィールドに出た後,予知できなかった現象に辿j匙

して熨常が生じた場合には,これを早捌に発見して事故を米然忙1坊

止する必要がある。そこで,以前よりガス分析による変圧器の内部

,珍断技術を確立してきたがそのーつとして,現地の変圧器に直結L

て自動運転される,実験室と同程皮の精度をもつ変圧噐油小溶解ガ

ス自動分析装置を開発Lた。特忙拍出器は新しい原理に基づくもの

を開発して装浩している。立た,大容量器の短絡強皮関係Kつぃて

は,モデル試験・材料強度試験を小心にして1界折・確認をして゛る。

以上の厭かにも,油・紙・けい(畦)業鋼板等の材料に関する研究や,

部品忙関する研究などを強力に進めて基礎技術の確立を幅広く地道

に続けている。便である。

(3)騒畜・が小

さい・・・・・・・・・没111三

器小身で発生す

る騒音は変圧器

タンクでしゃ音さ

れ,比゛麹均騒音

の小さな変圧器

になる。

(4)様量であ

油入変る

圧器と比べると,

油が SF。ガスに

変った分だけ変

圧器重量は嵯く

'ギ

SF6ガス絶緑変圧噐

艇譜上

ナ
、'当←

V

ず

'',

、ー

.゛ ノ"、ごゞ.釜t、心'三ず,二共,4シ 4子1芽§二.,1 ,
/

なり,全裴可搬

式の場合や現地

組立の困難な場所への搬入か容易である。

このように,ガス絶縁変庄器は,市街地

に適した受電用変圧器である。

大容量変圧器の技術開発

変圧器が大容量化するにつれて,ますま

す高度の信頼性が要求される。との要求

に答えるべく,特に近年は開発体制を強

化し,基礎技術の砿立を着実に進めてぃ

る。また,検証試験器として 1,100~1,2卯

MVA級を3台製作し,良好な試験結果

を得て実変圧器の製竹UC移行してぃる。

大容量器では,特に漏れ磁来による局

部過梨功二問題となるが,とれを詳細に検

討するには従来の二次元及び轍対称解析

2,電

ノ竃

ー^

.、、

'=゛

急

嘉

ブ゜

1"=

'晃^

"^

It、,、

^^

6分割特別三相 320MVA,275kV変圧器

1IJ

、"i琴'

島
?

ぐ1

,

膨

運

"'

¥

,キ

^

ニキー,

,心、

姦

如

"毛

主

点

ン゛

'1

曝ヂ

^

4

.'

、ー..

'^

ミ'ゑj1イ§ゞ1手、ン14

一会謬藷勢智製夕→

力

'=i

^

'詔撫靴魁

1,ooot 1アクリショントランスボータ 1C よる搬送情況

温度上昇解析モ手ル

'ξ

ノ"J兇」、

一冉畦

釜瓢

琴 't .

'

ξ

.'¥

威

/

二急、レ'毛

リ1

.:1;'iゞブtl

¥,

'゛

19

ーー

ぎ

謬

1契

f
1
.
る
ミ
里
1
十
1
ー
ー
t
1

讐

察
奨

>
重
}
;
゛
」
<
'
 
f

〆
ー
、
」

ご
、
>
゛

、
影
,

,
盲
1
冨

!
/
 
J
J
一
、

き
,
,
、
コ
シ
ノ

ー
゛

、
一
π
嘉

一
'
ー
.

,
 
1
 
傘
慈

ぎ

"
シ
三
,
」
.

1

都、"

,
'
.

ι
、
J
 
,
ノ
」
ノ

姦
1
茨
券

一
'
"

弔
、
J

点

ー
ハ
ニ

イ
¥

゛y

y
/
'

.、

ミ
ノ
ミ

一

ノ
く
、
^
'
^
、
今
宝
七
、
"
ラ
^
.
ー
^

ニ
,
ご
、
一
キ
,
ハ
一
,
発
^

1
一
溝
1
艇
ヅ
 
i
L
'
'
ミ
七

一
^
^
4
 
ン
、
ー
、
气
苦

一
、
"
琴
Υ
.
光
三
ゞ
(

'
、
^
'
N
●
一
1

ノ
キ
・
、
゛
t
^

'
、
芋
虐

'
;
亀
慈
1

、
卓

冬
,
ー
ゞ
゛
'
、
'
一
'
ノ
ι
 
j
 
/

、
一
ゴ
、
'
主
一
"

;
、
ノ
七
.
ゞ
一
、
、

ハ
y
ゞ
尋

、
'
、
ノ

、
一
一
,
,

'
叉
ナ

ど
『
,

ノ

1
〒
气

¥
,
ー

一
兆
む
弐
、
、
ウ
ノ

1
 
f
七
一

'
,
工
墜
'
.
[
一
二
一

、
一
ノ
ー
一

、
一
;
'
推
、
,
一
二

削
"
二
■
一
,
、
、
ゞ
心
ミ
ν

、
<
'
ー
'
、
、

'
^
%
ニ
^
〆
^

)
」

"
 
4

■

1

一
喜
1
"
ー
ゞ

,
一

リ
N
、
ゞ
1
参

、

纏
姦

一
一
一
鱗
風
一
'
ゞ

f
鐙
製

●
一
二

1
 
一
.
ノ
气
イ
ー

^
ノ
心
」
 
J
 
{
 
J
 
、
'
 
J

ー
シ

一
、
、
、
野

叉
 
J
 
1

ダ
夏
,
琴
欝

、
、

一
,メ
ノ
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断とも忙2サイクル以下のガス吹付2重圧力式のものを開発した0 限ます主す大容量遠隔化する傾向忙ある送電の系統安定度向上対策の

所シワクトルは,3771'A の放電竃流に而ザ〕大地とはガス絶緑した一環として,東京電力(株)との共同研究により,新しい方式の大容

ものを開発した。量直列コンデンサ及びその保護装置の開発を行い,良好な結果を得て

コンデンサステーシ.ンは,直並列にした単位コンデンサ 6台と,保護装実用化への見通しを得るととができた。

置1台とよりなる群を3~12群直列に楢成し,接続部や付属開閉装高信頼度,火容量,小形の直列コンデンサとして基本仕様は次のと

置は, V、ずれもガス絶縁方式で計画している。おりである。

最高系統電圧550kv,送電線負荷電流 12,00OA,最大事故電流50

kA,事故除去時問(主保護で) 4サイクル,絶緑強は度商用周波840

kv,雷インパルス 1,80okv,開閉インパルスにookv,耐震強度 0.3G

共振3サイクル時安全率2。 ＼

コンデンサの対地絶緑方式は,耐震,而H行損及び据付面積の点力'入

多数のヨンゞンサケースを接地タンク内忙収納し,油とづレスポードパリャで

絶緑を確保するものにした。写真はとの単.位コンデンサの試作品を示

す。定格は電圧 5.81kv,電流 3.85kA,容量は 22.4MVAである。

保護装置は,コンデンガに並列に,限所トワクトルと直列に接続した

保護ギ、ツづを入れ,保護ギ七,,づに並列に高速度バイバススィッチを設

ける方式とし,設置面積,据付の省力化たどを考慮して SF0ガス絶

縁忙し,とれら機器を同一の接地タンク内K収納した。写真は試作

した保護装置(コンデンサ 1群1相分)を示す。

コンデンサの過電圧は, CT 2次電流によって大地電位部から検出し,

ギャ,,づトリガへの放電指令も CT を介して大地電位部から与えるブj式

の制御奘置を開発した。保護ギャッづには,ド〕ガ付 SF0ガスギャッづを

開発し,放電電流 377kA (放電電圧 57.5kv) 20 回においても消耗

の少ない良好な特性を示した。高速度バイパススィッチは,投入・しゃ

亀辛斤升多ノーヒュース'しゃ断器肌1111111111111111111111111肌111111111111111州1111111111111111111111111111111111111!1111111111111m111111111111Ⅲ肌Ⅲ1111111111馴Ⅲ1Ⅷ肌11111肌11!11111111111111111肌11111川111111111111Ⅷ{111Ⅲ111!11111111111111111肌111}11111111111111111111脚1111111111肌1111111111肌11111111{1柳

新形電動操作装置三菱電子式ノーヒューズしゃ断器《MELNIC》

新形電動操作装買は,ポー1レねじによって電動機の回転運動を直線運低圧配電系統の過電流保護方式忙おいても,給電の連続性を確保す

動に変換してノーヒューズしゃ断器のとってを操作しているので,操るために選択しゃ断保護方式が強く要求されてきており,この目的

作時間が0.2秒以下,操作時問のばらっきは0.04秒以下と局速かっに最適な主回路しゃ断噐として1974年度電設土業展において建設

安定した動作を行うので同期投入{て適している。外形、シンづルで小大臣賞を受賞した《MELNIC》ジjーズを新発売した。

形化されるとともに動作の信頼度、向上しており,操作回路が自己《MELNIC》シリーズは, NFE 800 形・ 1200 形・ 2000形からなり,

保持式になっているので確実な操作ができる0引外し素子を半導体化したことによって次のような優れた特長を備

えている。
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(D 定格電流が広範囲忙可変できる。

(2) eヅクァゾナ電流値及び動作時問が調整可能な煙隈時引外し特

性を為している。

(3)焼時 eツクァッづ霊流値が固定であるので,選択しゃ断領域が

変わらない。

(4)引外し特性を磁添忍できるテスー揣子が付いている。

(5)洗報回路のシーケンスチェックができるトリッづポタン付き0

NF I00・HA 形

NFI00-1仏形は, NF ]00-E形と同じ外形寸法で, NF I00-H 形よ

り大き V、 AC 460 V 50 kA, AC 220 v lookA(Asym)の高しゃ断

性能を有しており,かつ限流性能が良いので,カスケードしゃ断に最

適な小形であり,高性能なノーヒューズしゃ断器である。

また,シーケンスチェヅクができるトリヅづポタンや端子台付き付属装置

か標準などで使いやすさを追求した新製品である。
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NFI00-HA形ノーヒューズしゃ断器

《MELNIC》
NFE 800 形
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近年,燃料価格及び買電単_価の上男.{Cと、なって,エネルギ管氾1!システ レータインタフェースにおいて, CR1など"那"機嵜;が豐r高。

ムに対する要求も一段ときめ細かさが求められてきている。エネルギ

生産における最適化と有効利用を目的としたとのシステムは,今まで

の実横をもとにハードゥエア/ソフトゥエア,々にモづユール化したため,適

用にあたって各種のモジュール選択により経済的に構成できるように

なった。主な機松包モジュール

(1)づロセスの入カデータ,管泌1情報の 0ギンクと讐報モニタ

(2)蒸気,電気生産最適化:効率監視,最適混焼*,空燃比制御,

最適負荷配分(空放発電,バイパス送気を含む)

(3)エネ1レギ有効利用.ゞマンド1斯卸,受電力率制御

(4)エマゼンシ.電気,蒸気系送択負荷しゃ断

特長

(1)モづユール化により小燭模から大規悦まで各種仕様に容易に文、1

処でき,機能の拡張性に富む。

(2) 1ネルギ平Ⅲ牙づロセスとのコーディ才一1、が可能。

(3)効率負荷4寺性など最適化モづユールに必要な恬報の史矧が容易。

(4)速方の盤,づ口tス入n_1ブJ1て対して,りモートづ8tスモジュール,オペ 1ネ1レ十'管則システム,・レ央11斯卸奘胤

@電鉄変電所用集中遠方監も旦市U御装置訓脚1111111Ⅲ1111削肌{1111肌削畍川1剛朏11111削川馴脚畊1削川11111則1川1!1111剛11111肌剛馴辧11洲川剛川肌111111111111111淋肌!1111肌Ⅲ1川Ⅷ1川1111111111湘11111{i11!脚1111111111洲11111Ⅷ1

電鉄用変電所においては,遠方監視制御装置は仙の業界に先がけて 装置により集巾制御を笑施して゛るが,将来の計岬機制御をぢ隠し

遵入され,現在では中央制御所より運転員の丁唖功操作による集中述 て今回《MELDAC》一卯四杉述力監視制御装置を新設変電所用及び既

方監視制御が行われているのが現状である。 設ルー形速方監視制御装羅の代替用として納入した。との装置の

しかし近年,制御用計算機の発展につれ,現在運転員の操咋で行 特長は次のとおりである。

つてφる日常の定形的業務をすべて制御用計算機で行わせるべく速 (1) 1C化されたサイクリックカ式の奘置

方監視制御奘置と制御用計算機を結合させたシステムが今後増加する (2)計算機との結合が容易

傾向にあると考えられる。したがってとのシステムに使用される述ガ (3)被制御所共置は現在は上 1方式の奘靴であるが,将来上 N

監視制御装置は計算機との接続が容易にできる装置である必要があ 方式の被制御所装置として使用できる

(4)計算機が遵入されるまでは現在の専用処即斐隙と接統ができる。

小田急電鉄(株)では昭利43年に多段多重式りレー形速方監視制御 .0

●^三Pj羊1昼属(1朱)ノ＼jコ:]二j昜系内め自動負イ可調璽妾嘗麦τ亘Ⅲ1111Ⅲ川1朏11111111111111Ⅲ11111川11"111111川1111川11111111111Ⅲ111111川1111川肌削川11111111111ⅧⅢ1111Ⅲ肌Ⅲ1舳1Ⅲ11Ⅷ剛肌1Ⅲ11ⅢⅢ111ⅢⅢ111馴洲1111111111肱仙1則剛n

昭和48年度の第1発電所に引続き,第2発電所7×5,80okW ラ,イー

ゼルづラントを完成し,昭和50年4月営業運転に入った。運転員の負

担を軽減し,総発電量を自動制御するための自動負荷調整装置を製

作納入した。

との装陞は次の機能から構成されている。
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(D 特定負荷の必要電力を検出し,それに!心じた発電電力を供給

するための特定負荷電力追従制御。

(2)工場内事故等忙よる大容量負荷の解列によって買電へ逆送電

となった場合,逆送電力を零とするよう自動制御する買電最低補償

制御(自動運転中のみ)。

(3)各発電機の運転状態によって,分担量を設定する出力設定制

御。従来よりディーゼル発電機問のみの負荷分担奘置は,多数納入さ

れているが,発電機問の分担比率を荊整する、のであるため忙,今

回のような常時買電と並列運転するづラントには採用できなかった。

との共置では必要な総発電量を基準として捉え,各発電機に発電電

力の絶対量として配分するととにより,工場内負荷変動あるいは幻

線周波数変動に対しても安定した発電制御が可能となっている。

また浩H言頼性の保持と,小形化のために一部を除いてすべてIC

化されており,保守を容易とするようナJントカードは各回路ビとに配

列されている。
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@日本道路公団中央自動車道・恵那山トンネル納め電気品

国内高速道路網計画として長大道路トンネル計画も多くなる傾向にあ

るが,その試金石と、φうべき日木道路公団小央自到Π互道恵那1_1_1ト

ンネルの電気設備の多くを受注納入した。当初設計交通量は1,000台

/h となってφるが,とれを超える前に Aライン(現在のトンネルは

Bラインと称,、る)を並行して掘る予定に赴っており,拡張性のある

システムを納入していろ。将来を合め量的にも,質的にも世界一級の

設備であり,今後のトンネルi劉焔設計ヘ一方向を与えたととの意覇は

少なくない。
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企長 8.5km のトンネル両坑口にて異系統 77kV 1回線ずつを受電

し,各15,000上VAの変圧器で22kVに降圧し各換気所へ両系統の

電力を配電している。トンネル内照明・防災用電源・通信用電源など

重要な負荷へは恵那山東坑口の 3,oookvAのディーゼル発電機にて買

電停電時の電力を供給する。トンネル内ヲF常照明の瞬瓣H亭電保証用に

CVCF を各換気所に納入した。フ7kV 系にはガス Lや断噐を,22

kV系機器は地下換気所の狄φスペースのためにすべて真空しゃ断器

キュービクルを納入した。浦圧系は真空しゃ断器収納メタルクラ,,ド,低

,ーゞt '

艮、

'卓

.4

恵那山東特高受電設備令景

(フ7RV々2kv,15,oookvA 変圧器)
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圧はすべてコン1、ロールセンタでまとめている。

!、ンネル換気用電動機始動時の電圧変動・始動条件への制

約・確源の火容量化・運転経費の増大むどの問題をすべて

解決すべく CS形サイリスタモータを納入L,好,棚C営業運転

に入っている。

述方監視制御装置はルネル設備管理に使用されて久しい

が,恵剛Ⅲ1トンネルに納入したものは《MELDAC》-500形で,

飯田小央制御所の制御用計算機《MELCOM》350-30FⅡ

とデータの授受を行う新しいシステムである。中央には系統

表水盤と CRT を設け,副1料裳停_止時に備えバックァ,づシステ

ムを併せ納入している。
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3,00ORVA非常用発電機設備(恵那山東坑口換気所設置)
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恵那山斜坑(送風機1,215kW 2台,制鳳機 1,1聞kW 2台)
地下換気所換気設備全景
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3.産業用電機品と言七則

昭和50年度は不況の影等を受け,設備投資を主要な柱としている

産業用電機品は数量的には振るわなかったが,公害対策設備,水処

理設備など社会的要請に答える開発を積極的忙行い,また電力分野

への半導体技術応用,制御の電子化を一層推進した。WF年度の特徴

ある新技術開発及び生産には次のようなものがある。

(1)産業界全般として低調の中忙あって鉄鋼関係は動きが活発で

国内向け,輸出向けに新技術を導入したシステム,機器を多数製作納

入した。特に新日本製鉄(株)八1潘製鉄所納め訟MW電動闘炉づ07

に採用されたサイリスタによる低周波始動方式は営業運転機としてⅢ:

界最初の、ので,今後火容量電動機の始膨仂'式の主流になるものと

して注目されている。

(2)公害防止関連部門には特に力を入れ,男比羽悦硫脱硝用電機品,

送風機などを多数納入した。特にオゾナイザーはづラウン・ポベリ社(スィ

ス)に対ナるオゾン染色排水処理忙関する技術供与契約を始め新しい

ガ'ン脱臭処理方式の実用化,単機出力30kg小の大形高周波ガ'ナ

3.1 産業プラント用電機品

●新日本製鉄(株)八幡製鉄所納め電動高炉ブロワ用電機品 肌1ⅢⅢ111川Ⅲ111Ⅲ1肌1ⅢⅢ111枇ⅢⅢ1Ⅲ11111Ⅲ1肌Ⅲ11111Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ肌削1ⅢⅢ111ⅢⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ肌肌Ⅲ11肌Ⅲ111ⅢⅢⅢ削11Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢⅢⅢ{ⅢⅢ111

新日本製鉄(株ンU僑製鉄所忙納入した戸畑新1号高炉用訟MW高

炉づ口ワ電機品は従来の専用MGによる低周波始動に代わって商圧

サイリスタによる低周波始動方式を採用し,7月からか(称0動に入っ

てφる。近年サイリスタによる低周波始動は揚水発電所,高炉づ口ワ

始動用に多く計画されているが,大形機で実稼動に入ったのはとれ

が世界最初である。始動用サイリスタ装置はⅡkVの交流電力を直流

に変換する順変換器と直流電力を電動機の回転数に応じた周波数の

電力に変換する逆変換器より構成されており,逆変換器は電動機轍

端に取付けた分配器により制御され,いわゆる無整流子電動機とし

て始動するものである。

従来のMG方式に比較しサイリスタ始動方式は静止器で構成され基

礎,据付,保守点検が容易,加速及びせん俳の速制御が良好,過速

度の心配がな込等の特長をもっている。主機の定格は次のとおり。

主電動機.同期電動機,52入1訊7,11kv,60氏,2P

力率0.9,水素冷却, MG励磁方式

イザーの開発など数たの成果を挙げるととができた。

(3)高度の生産性と優れた作業性を兼備し,かつ難溶接材料に、

俸力を発揮する C0ジワトづラズマ溶接装置も研究段階から実用化段

階へ踏み込ノVだ。また,小電所論頁域でのアークの硬直性を確保し溶

接部分の冶金学的性質の改善に効果的なメルパルス溶接装置を製吊'ヒ

ナるなど溶接に関する1好救ある新製品を世に送り出すととができた0

(4)半導体1心用共羅は大容量化,多様化する傾向にあり,とれに

答えてFT-100OA平形サイリフ、タ素子を使用した大容量電解用整流装

般,サイリスタレオナード奘靴の断シリーズを完成した。

(5)冬産業づラントの複雛化,ブd杉化に作いづラントの冑動化,商

信頼性化がますます要求されるようになり,システムの規模に応じて

シーケンサ《MELSEC》,コントローラ《MELMIC》,コンeユータ《MELCOM》

を単独あるいは組合せて利用した自動制御,計測,データ処理システ

ムが多数採用された。

11艇^Ⅲ1脚^^鯛即照Um則粒棚馴Ⅷ卿1棚剛地U峨蜘ι四臨馴岡煎ⅢⅢⅢⅧⅢ^卿刈Ⅲ脚1脚n風卿1Ⅲ照皿闘11鬮肌山1ⅢⅧⅢ1剖皿皿^●ブラジル向け厚板圧延プラント

づラジルの工業化の進展は目覚ましく,大形船舶の建造も行われて恥

る。との分野では石川島播磨重工業(株)の進出企業ISHIBRASの

名は広く知られており,同国造船業の先端を担って仏る。造船業の

発達は広幅厚板の需要を産み,同国鉄鋼第2次拡張計画の一環とし

てUSIMINAS,COSIPA両社が厚板圧延ミルを新設し,当社は両ミ

ルの電気品を製作納入した。両ミ1レの主要諸元は次のとおりである。

USIMINAS社向け

4,100.血 4Higb 仕上ミル(粗ミルは将来設置)ミル

精整冷却床 2面,ク0ツづシャー 1基

サイドシャー 1基,分割シャー 1基(シャーゲーづ方式)

COSIPA社向け

ル 4,10omm 4-High 粗ミル(仕上ミ1レは将来設賢)

精整 USIMINAS社向けと大略同一

サイリスタ装羅,10 MW,11kv,60 H.,三相,1,00O A

フロン沸川引令却風冷式,30分定格,1アー△1面

また新日本製鉄(株)大分製鉄所には,昭荊146年の 1,2号機忙続き,

3号高炉づ口ワ電機品を納入した。今回納入の主電動機は,郭MW,

11kv,601玉,,2P,力率0.72,全閉内冷,づラシレスであり,界磁

は熱延,厚板よりの信号でVAR制御を行っている。

.
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新日本製鉄(株)八1幡製鉄所納め高炉づ口ワ用聡MW同期電動機

^

両ミ1レ巴、その駆動制御装置は高能率,高信頼仲,保守性に十分な

者慮を払゛,共通して次の特長を屯っている。

(1)電算機利用の自動制御・データ伝送システ△

《MEI"CONI》350-5F 電算機を利用し,ミルの圧下位置制御を始め

とし,精整設備の肖動制御を行っている。同時に将来づロセス制御計

算機への接続が配慮されている。またづロセス制御計算機,生産管理

計算機が遵入されるまでの過渡的機能として圧延番号伝送表示シス

テム,検査・出荷管理指示用ナjンタシステムの中央処理部としての測面

を有している。

(2)シーケンサの全面採用

信頼性,保守性の見地からシーケンス制御は自動運転・手動運転を通

じて全面的にシーケンサ《MELSEC》310 を使用し,同時に将来の設

備拡張を容易にし,かつ停機時問を最小にするべく配慮されている0
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●日本鋼管(株)経由トルコ・エレリー製鉄所向け高炉用電機品 Ⅲ11川肌Ⅲ11川肌ⅢⅢⅢⅢⅢ肌1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ川Ⅲ1ⅢⅢ川Ⅲ11肌Ⅲ11肌Ⅲ11Ⅲ11剛削馴削11Ⅲ肌1Ⅲ1帥Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ11川川Ⅲ1111Ⅲ

との設備は,出銑量2,80ot/日を目標とした溶鋼製造づラントであ

り,原淵切り出し,装入及び熟風炉などの各設備から構成されてい

る。当社として,初のブU珍高炉設備の輸出づラントであり,13.8kv

受配電設備から各設備の総括制御装置及び高低圧電動機など電機設

備1式を設計製作納入した。

この電機設備の特長は下記のとおり。

(1)スキリづ巻きにはワードレオナード制御方式を採用し,万一の機器

故1*に対しても十分なバックァヅづを者J愈している。

(2)総括制御奘羅として,ピンポードカ式ユニバーサル無按゛、式シーケ

ンス制御奘質《MELMAC》-100 を採則。

圃重兪出鉄金岡圧延プラント電機『Rの完成剛脚1ⅢⅢⅧ剛棚m畍111N1鯛肌肌似Ⅷ脚削1剛削脚則肌脚馴洲班馴郷111Ⅷ1側Ⅷ肌Ⅷ1馴棚Ⅷ1Ⅷ1削削111111111111111111Ⅷ11111111棚1111肌脚削11111W1航1111Ⅷ111111Ⅲ11Ⅲ削ⅧⅢⅢ

近年の海夕惨%珂希要の増大を背県として,当社の鉄鋼づラント輸出も,

との数年来,極めて月覚主しいものがある。との典型例として, 最

近,当社が完成相次いで納入した BRAZIL・ USIMINAS,及び

COSIPA 向けづレートミル,更にまた,韓国・ POSC0 向けのホヅトスト

リッづミル増強用設備について,その一端を紹介,、る。

(1)電動機

USIMINAS向け

主電動機 2-4,50okw,40/100ゆm 速度制御

DSS/RSS 3-2妬/410kw,390/780/1,120ゆm 速度制御

COSIPA向け

主電動機 速度制御2-6,00O HP,40/10o rpln

圧力電動機 速度制御2-250/620 HP,435/1,080/1,400 ゆm

DSS 2-275/550 HP,390/780/1,080 rpm 速皮制御

POSC0向け

1-310 kw,400/に00,pm 電流制御コイラー

(2)自動化設備右表による。

とれらの冉動化設備には,1C自動盤,シーケンサ《MEISEC》, DDC

計算機M5F等々,最新の制御用H爪,が耶使されているが,なか

でもシャーΦSS/RSS)の主幹捌御には,上記3種の制御装纏が,巧

(3)現場設置機器につ込ては,高炉設備の周囲条件を考慮して,

極力無接点化を計り,また防じん(塵)防水構造を強化した。

(4)装入装置の自動運転忙は,二つのカウンタとシーケンシャルブj式

を組合せ効率のよい全自動運転が可能な,最新の制御方式を採用。

また手動運転回路と自動運転回路の2重系とし,自動運転回路故障

時でも手動運転が可能。

(5)熱風炉に関しては,千動運転,半自動運転及び全内動運転に

よる弁切換えが可能。

(6)停紕吽におφても,力1伏沈の職樹及び丁'獅捗拡が可俳。

き

妙,有機的に結合されており,システム全休としての商伝頼度,柔軟

性及び,保守の容易性を突現した高能力の設備となっている。

(3)特徴

とれらの設備の剖・画,設剖14粲しては,もちろん新鋭設備としてふ

さわしい新技術を採用して込るが,先方輪出国の気象条件,労働条

件等のもとで,特{て,信頼度,保守性の面での配慮を十分忙行い,

づラント全体としてハ'ランスのとれたものとなるよら考慮したととを

付記したい。

@最近の鉄銅プラント用制御技術の成果と進歩 脚Ⅲ11Ⅲ11馴湘1Ⅲ1棚馴削川剛Ⅲ11削肌ⅢⅢ11{1肌1ⅢⅢⅢ岫1Ⅲ削Ⅲ1ⅢⅢ脚肌Ⅲ11州川ⅢⅢⅢ削削111ⅢⅢ肌1ⅢⅢⅢ11Ⅲ朏訓111ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ11ⅢⅢ剛11Ⅲ1Ⅲ1川

ホットストリップミル制御技術の革新と増強

ホ,汁ミルの制御技術は,圧延材が熱問のため数値的解析が極めて蝋

しφ。しかしこのたび仕上圧延機の速度制御, AGC,ルーパ,ダウンコ

イラに DDC を適用するため忙仕上圧延機群の圧延時のダイナミックシ

ヨユレーシ,ンを完成した。また仕上直流電動機及びホットランテーづルの

交流電動機による耶動忙ついても解析を続けており,ホットランテーづル

の交流電動機化及び800番圧延補機のパーマネント極化も可能となり,

ホ,,トストリッづミルの電機制御技術を一新した。

プロセスラインにおけるループカー制御方式

近午,1冉j速化,、るづロセスラインにおいて,ルーづ力一は,入側,出側コ

イルハンドリンづに必要なストリッづ量を蓄積するだけでなく,中央処理

セクションに対して張力変動を最小ICする制御が要求される。中央セ

クションに最大張力変動を与えるのは,ルーづ力一の始動停止時であり,

との時にコイルカーの慣性補償,機械損補償をタイミングよく与えるこ

とく,伴決できる。すなわち速度制御と電流制御を併用した制御方式

忙切換えて制r邱をしている。

ーノ
USIMINAS

輸出づラントの自動化設備例

IC

0ミル主韓制御

0シフ主幹制御

COSIPA

フ'レ

ノし

由

OR0Ⅱ」ng NO.乱三示薊御

Oshlpping YaTd モ占示制御
フ'レー

POSCO くシτ1 イ

永ソトストリソフ

ミノし」凹強

動

0ミル主幹制御

OAGC

0シア主幹制御

OR01"ng NO.ま示糾御

10S輔Pping Yard 厶可、制御
ラー主忰刷御

盤

11 台 M-5F
10APC 約】5

言t 鉾

0シ十一主韓制御

CR0ⅡingNO.放示

Oprinter system

3

電子制御技術の成果と進歩

圧延,づロセスうインの設備の高速化,大形化にともない制御の高級化,

複雑化が急速K展開されたが,とれは新制御方式の確立及びとれを

具体的に実現する新捌御装鬮の実用化に負うところが火きい。その

ーつとしてDDCの適用範囲の拡大

と DDC用コン10ーラの適用がある。

麺"1
DDC コントロー3 としてはミニコンレベル

より小規模なづログラマづルな機器

11仁コ檎11'、,1・ゴ1,・■
{《、MELMIC》,《MELSEC》-31のを多

く適用した。このような小規模なづ

1、1■1■1・1
.1 「、1ジ 1締盲イ・1"、1'

口づラマづル機器でシステムを桜,成すると

1、1、11謡11
システムの信頼性も向上する。とれは

最近のマイクロづロセッサを応用した機器

でシステムアッづする傾向と全く一致す

るものである。また電気室問,ある

いは電気室とライン運転用操作盤冏

の制御信号用ケーづルの線心数を減少

《MELMIC》コント0ールパネルする信号伝送システムを開発した。

機

産業用電機品巴計測
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シーケソサ
《MELSEC》

4 台《MELSEC》

ご綜括制御

(全ライン)

C圧短趣度痴動,役冗

10APC 約 20ノレーブ
10'00 1

4 台《MELSEC》

嶺疏岡上

:
、

1
多

レノ
:
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佃金失金岡フ゜ラント{こおける言十浜11,データタ&王里装{置刑111肌ⅧlmⅢⅧ1肌11Ⅲ剛剛肌m11冊削1Ⅲ1Ⅷ脚剛仰Ⅲ11肌肌11ⅢⅢⅢⅢ肌脚削川11肌肌則胤11Ⅷ1肌Ⅲ111Ⅲ1削1Ⅲ1肌11Ⅷ肌剛肌1111洲{1Ⅲ1仰肌肌剛Ⅲ

ある。とのための標淮的な奘羅として制御用計算機《MELCOM》熱棒断面積計

350-7 を使用して分光分析剤・3台,けい光X線分析引1台の出力を線材又は棒鋼ミ1レにおいて圧延中の赤熱怜鋼締勺1,000゜C)の寸渦則

約200本の検出線により変換し,高炉,が諦吉,転炉,連鉾,分塊工定装置巴して,従来光学投影法による外経寸法測定が行われてきた

場へ通信回線経由で分析値を伝送するシステムを開発した。送信前にが,との奘降は断画積そのものを測定する方式で,新日本製鉄(株)

CRT に一度分析値を表示し,分析室の操作員の硫認をとることもとの共同研究で完成し,フィールドテフ、1、により良好な結果が確認され

でき,誤ったデータの伝送が生じないようなシステムである。との装た。この装置は商刷波検出コイル,検1_1_干部,測定部より擶成され,コイ

匙の導入により分析処理か商速化され,しかもオンラインで制御川計ルのインダクタンスが,作鋼断画積に比例するととをi則定原理としたも

ので,キューリ点(約800゜C)以上のず」談U凖鋼に1沢りず,非磁判三の導 算機にデータを入れろととが可能忙なった。

心性体であれぱよく広範鬮の川途か吉えられる。

超音波探傷データの処理装置

川叔鋼阪をはじめ鉄見U川1.の内部又は表1河の欠陥を認織する奘溜と

して超斉波探ル升辯が用いられている。内動式■千動式があるか,向

四片劉牙システ△が採用される機会が多くi拓速,火量に発生するデータ

処郡に制御用計算機《MELCOM》350シリーズを辿用し,被試験易

の欠陥のづりン1、,合格/不合幣の判定等を行うよう Kして゛る。

分析処理装置

剣艇失や鋼刀巾に含まれる力ーボ'ン,シリコン,りノV,マンガンといった元索

の鼠を分析するのに分光分析計,けい光X線分析計などがよく使川

されている。しかし,とれらの分析計の川力はアナロづ量であるため,

熱俸断面積計の検出コイル及び検出部ディづ夕1レ値に変換して各分析依頼元へ迅速に伝j圭する装置が必要πで

働厚本反自重力才丁亥11機 m肌1馴肌川郷訓肌仰師11脚肌棚剛11側1Ⅷm肌lm肌川佃肌側川111川1肌肌Ⅷ肌側側捌脚1Ⅷ州肌1ⅧⅧ1削朏Ⅷ1肌肌111111肌lm114111111111111肌削肌11肌11訓川肌脚馴11111脚川11111肌1川1ⅧⅧ貼lm

既に中村神戸製綱所加古川製・鉄所及び川崎製鉄ψわ水島製鉄所へ厚板精整ラインにおける宙動化奘1巌のーつとして開発され,数年前

合計10台納入し,好評を得ているほか,現在目ポ鋼管(株)爾島製から突用に似されている重す゛住垂)式厚恢肉動打刻機に代わる新製

鉄所向けとして3台を製作中である。,フ'として, ZH田工了ハンマ式打刻{幾を完成した。

とれは,呼1友の成品に社章,船級諭会検印,仮番など20 けた紺j)

程度ワ刻印をコンピュータの指令Kより殉到川りIC進字詑〆に打刻する

斐澄で,打亥心能1侍として将桁ごとに設けられた案内パイづとその小

を往復するハンマを有し, L噺浦空気によりハンマを加速し, i司速状態

く咳11印忙衝突させるととにより所定の打亥1νJを得る憾か,全桁を数

個ワグルーづに分け,それぞれにわずかな11寺冏差を設けて衝突させる

独特D方式か採用されている。

従来刀重睡式では,電量物である電錘を全桁・'j〒に落下させてい

たため,打剣時に 120~125dB にも逢する火きい衝峡斉が発生し,

付近刀作業nK対し著るしい不決感をりぇるは'かりで驫く,民家に

近い工場では5断竒公害刀問題にも発屡し始めていた。

1アハンマ式は,この騒音低減を月的として開発されたもので,打

刻娠駆の根本的変更及び前記分割打剣の採用により,同一打刻条件

、
叉
§

厚板宙動打刻機において 15~20dB の低減が突現した。

命鉄金岡プロセスラインの言十算機術U御システム肌1111Ⅷ1川1"11m1川岫111111111肌肌111111111111111川111111Ⅷ肌11111111111則lm1111111"11111111111111111111川11111川11111肌1111111Ⅷ訓1111肌1111111111肌肌肌111111111川川11111川11111川Ⅷ1地

テムの中心となる。トラヅ牛ングのための入力情報の溶接点検出器から最近づロセスラインへの計算機の導入が活発化しつつぁるが,当社が納

の割込信号と,パルス発生器からの高速パルス信号をソフトゥエアで有入したシステムの一例を紹介する。

機的に処理し,信号のバックァ,づの機能も実行される。新日本製鉄(株)君津製鉄所に納入した《MELCOM》350-7 計算

機制御システムは,上位計算機とのデータリンク及び連続亜鉛めっきラ づロセスうインの計堺機制御システムは,上述の連続亜鉛めっきライン

のほか連続酸洗ライン,連続焼鈍ライン等に使用され,今後計算機のインの才ンライン制御を行っており,自動化,省力化に著しく貢献し

ている。システ△の概略機能は次のとおりである。 導入が最も期待される分野のーつである。

(1)上位訓'算機(1BM-37のとのデータリンク及びその恬報処理,(2)

1オ*1・・ロ,ゞト・製品のトラッキンづ.(3)心雛棚丸勾板温制御,(4)而鉛付

介1量制御,(5)技術データロギンづ,(6)オ弌レーションガイド

_1:記のうちづ0セスライン固有のものは(2)項で,トラヅキンづがとのシス

才ゞ
〆

、ノ

J今,、
占'

゛晶ι→羊'燮一"ーーー^

ノ妥゛く ^,、、
.'

ξ、瓢ミy会轟、
ノノ^

4.^"

"、

゛

;リ4

き、メトξ、,

三菱電機技報. V01.50 ' NO.1.1976

X

26

='゛゛

'玉1姦し'、

1ミ1壽1゛、
、、よ.'マ熨11,r

,声

'婁美声1響弓,X

-4挙工

一徐;一七▲
牙i七イJI゛*、!

¥'

瓢謬

」、宴二゛'、ε、^'
yウ宅、^

轡ゞ くニノ"ι,、、

宙

^

婆

倉XI

゛3'

'二注イ.

jシr、●工三

、ξ'

、、

゛

宅

一畢

器ヤ'序瓔翻弐、ー

条

一
ゞ

蔓二
加

一
ム
.灣

、
'
y
ず
ゞ

述
モ
}
π
,
ー

二

＼
往
、
、

凄

築



@青森市1旦所向け套る直用こう(恒)温j毎フKイ共系合装置脚脚削削11111削肌剛1{11111111肌11111川削川11111馴削削11111肌肌11111m11削川11111肌11111川Ⅷ1111111111馴1削洲111111柳1ⅢⅢ1111111洲肌11111Ⅲ111111肌111111側111

1倒際的な200カイリ経済水域股定への傾斜,深刻化しつっある公筈に して所定測皮の海水を養舶柚へ供給する。各養抽徽をエアレーションす

よる海洋汚染など我が国の重要な生活基盤である淋業を取り巻く環 ることもできるようになっている。写真は養殖水柚とヒートボンづづラ

境は今までにない厳しいものとなりっつぁる。長期的には捕る漁業 インクーラを示す。

から栽培する渙業への転換は必至となりつつぁる。このたび青森市

海藻類採苗場ではワ刀メ,ニンづなどの養励を行う最新銃の養抽設備

を遵入し,当社がそD加X出毎水供給装隈を納入した。

『柚米苗場では従火,海水の温度はデルグユニットで1乍った冷水を入

れ閥接的に制御しており,所定刀海水温度を得るのに悶胤があった。

との装際では海水温皮を直接制御するので時問遅れが少なく容易に

所要D温度か得られる。また各水そう(M)の温度は1力所で奨中管

理する。原海水は250mの沖合から採取し, V、つたノV除砂柚へ導き,

史に炉過樒吃通して地下の海水槽へ入れる。その一部をヒー}、ポンづ

の熟源として使用し,一部を菁熱州へ導く。ヒートボンづとぎ蕪吋"と

の泓」で海水を循環させ,浸季は冷海水を,冬季は澁海水を帯熱Mに

蓄える。帯熱槽の海水と地、ド海水愽からの海水を自動制御弁で況合

3.2 制御装置機器

命隔膜電解用大容量整流装置'11岫脚11川脚脚瓣脚職棚削脚鵬嶋脚肌柳馴馴肌11肌朏朏脚脚1脇加脚肌脚肌川川欄叫脚馴川1肌脚馴11川川川1111舳

水銀公害防止の一環として塩水確解の水銀法か制箱映法への転換が (6)平形サイリスタの締付けは竺1社独特のスタ,ク構造く、1スタ,ク9

述産省の指導のもとに,第1次期限(設備の 2/3)50年9月末で強 索子まで取付けられ,素子の交換はスタ,ク11・ψιの締付ポルト 1木を

力に推進され,当社もとのための確解用整流装置を多数 G杓40万 ゆるめるだけで鮪単に笑施できる。

kw)製作納入した。とれらは,ダイオードタイづとサイリスタタイづが半た

であるが,4寺忙後者に対してはF1100け形大電流平形サイリスタ酔ξ子

を使用した水冷式整流装際を開発した。このサイリスタ整所諾&は次の

ようた1寺長をもっている。

(1)仙用索子個数が人柵にi戒少しイ,辨煩性を向1上た。

(2)この結果 11断(約 3,30ommψ品)片向仙¥丁で備kA,仙j側保

守で婦0上A の製作も可能である。

(3)循環水冷方式を採用して力りイオン交換器によって水抓抗を

IMΩイm以上に保1寺し,使ΠΠ辺モ 1,00OV DC 以上に対して、施

触D問題がない。

(4)整流噐内遵体も水冷され盤内温座_上ケ/.か岻い。

(5)並列索子問の確流パランス対策としてバランシングリアクタを使Ⅱ、1

'却

'"'1ξξUゞ!11'

^'゛

し,アンバランス率を 20%以内におさえてぃる。 水冷式大電沈サイリスタ整流器

@サイリスタレオナード装直棄斤シリース'削11111Ⅲ1ⅢⅢ肌1Ⅲ1川11111肌11111111削11川1朏削朏Ⅲ1洲川11111湘Ⅷ1川馴洲削削剛削肌棚湘剛川1Ⅲ1剛馴削川劇Ⅲi1俳1朏111剛棚Ⅲ肌脚棚11111馴馴川削馴削舳

火容量サや圦タレオナード發靴の第1号+幾を 1961年に完成以来,1966

●智 兵嵳卓

条泌

1霊

ー゛,,'.

角ト
リ

年にはF15船A形素子を使用した現標準シリーズを完成した。この

伊上共作したサイリスタレオナード装1賀は 4,300 台,容量にして約 135万

kW である。とれらの菁積した技術と新技何,jを採用し FT I00OA

形大逃流平形素子を使用した新シリーズを完成した。新シリーズの1寺

長は次のとおりである。

(1) i島允定格近圧は 230V から 1,2印V 主でとし,1,20OV 商圧

喧流モータ用確源として使用可饒。

( 2 )ノゞ容最平形業、f F11000 形, 1耐Ⅱ1800~'1,00O V の採j"によ

り据村両積の減少を訓'つた。

(3)装濯はスタ,ク構造を採用L,保守点検は容易である。

(4)制御矧路部は 2重シールドとし,ノイズ忙対する特性を向上し

信頼性の向上を剤'つた。

ー"゛ーーーー
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@  0 < 0 「 岡 河 マ X 沖 卜 亘 一 = 言 一 冒 妻 一 亘 = 妻 垂 亘 妻 妻 垂 亘 一 = 言 三 言 垂 = 一 妻 = 一 垂 妻 妻 妻 言

( こ 暴 雪 淺 ミ 寺 令 . 遍 重 立ミ 汗 愚 6 < 9 、 尋 注 熨 " 「 索 片 夫 」 ル 5 ゛ 尋 § 隠 塾 ハ " 占 、 羊

際 辻 堰 δ 鄭 圏 賑 、 騒 髪 入 業 迂 m き 、  N 燕 夫 、 汁 峨 輝 夫 叫 き が ー ゞ 、 . 、

今 峨 卸 δ ぐ 今 δ 誤 巡 長 メ ぜ バ S 水 0  習 会 浜 ● 菰 昇 入 叫 ず 8 ル

d 八 弃 、 灣 邑 ず ミ ぶ が 0

令 ) 遂 1 姦 地 ( 郭 ) 謹 δ 司 X ぎ 0 乏 ン 十 ゆ X 誤 乏 ン 令 含 子 ミ 一 )

廿 ゛ ⇔  U U 凡 P 1 ゞ § D  護 N や バ 趣 盆 δ δ く 9 野 《 ● ◆ 、 赴 ボ

趣 ぎ ● 倉 郡 黙 、 属 ミ 叉 A ・ 邸 心 0

( N ) 暴 成 濤 締 即 謹 δ = X 邑 に く ン

喜 腿 禽 噂 ぎ 鑾 遜 昼 最 氏 爵 贈 爾 ▲ 轡 一 ン 畿 醗 兎 黙 建 姦 さ ゛

拙 入 酷 藩 卦 悪 貢 纛 益 藩 淺 膿 兇 研 二 小 卸 一 訟 建 ご 配 薄 貰 ぱ ( 郡 が 0
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●大容量かご升3=相i秀導電重力機の極数変換機 1肱1川1111肌11川1111111111川1川川剛11Ⅷ1111削111肌11111脚11111川11111Ⅷ1朏棚11111川肌川1胤側肌剛棚削削111肌"1削川11111川肌川棚肌剛1川Ⅷ11111削1柳11111肌1"皿

火きい GD2負荷を始動するかごJ玖誘遵電動機は,始勇"剖引転予に

発生ナる熱量が大きく,始動1時の温皮上昇を抑えるためにのみ確動

機の体格が決められることがある。この始動吽の発生熟量を抑える

ため,極数変換方式の電動識を採用するのが有利な場合がある。

例えば,8八6極のような商速と低速の極数比が上2の極数変換

機の場合,順序始動を行えば始動特に刈転子に発*する熱量は8極

の単速度機の始動時{て比べて,約半分になる。したがって負荷の

GD'が確動機の出力に比べて非常に大きい場合忙は,単速度機よ

り極数変換機にしたほうが電動機の体略が小さくなる。

最近,公害防止のための集塵,排煙脱航あるいは脱硝用ファン等

は,風量に比べて風圧が非常に高いため,娜動磁動機の出力忙対し

て負荷の GD'が非常に大きなものが増加してきており,それ忙従

い,極数変換電動機の使用も増加する傾向にある。

昨年,新日本製鉄(株)大分製鉄所に納入した集塵づ0ワⅡ、1の 5,oookw/650kW 8極/16極誘導電動機

●本ヂβ最大容量 60o kvV 局圧7K中モートル朋嶋lm川lm剛Ⅷ仙lm111111肌11"1削111111111111111削lm1剛川lm111Ⅷm肌脚脚朏11W11111111111川肌剛1川11111111111111111111川11111川Ⅷ1肌111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ111111111削川1"1削1111削川川1山

三饗商圧水11・.モートルは昭和 40年製作朋始以来100台以上納入され 発によってユーザの要求K符えていきたい。

ており,いずれも極めて女定した述転を続けている。との災箱の上

にこのたび本邦最大容量の60okW商圧水巾モートルを製作し,岐_中

県開窕企業局東濃用水道*業所落合取水場に納入した。

との水「・1・.モートルは河」Ⅲ杉側1、ド形式 60o kw,6極,3β0OV,60

11",全長3.6m,外径76口n,重亀5.8t のものである。この水小モ

ートルの牛野救は次のようである。(1)絶縁は定詐ある1寺殊合成ゴム刷

と特殊合成枯則行眉によるポイドレス絶縁で,コイル焼捌坊止りレーjUの

サーミスタを内戚して゛る。(2)内部上J水は冷却, i例治忙必蟇で, i1壯

度上ケ1'による上J水の膨脹はモートル上部に接絖したへ,ゞドタンクにより

行う。封水謝えい(洩)はへヅドタンク内の水位計により検出する。(3)

ボンづのスラスト荷重 lt と口ータ重量 1.8t 訂'2.81 を支えるスラスド岫

受は推力柑受作動特性解析づログラムにより計算,設計し良好な結果

を得た0 (4)ボンづとステータ・ 0ータ問磁気吸引力によるラづアル荷重

を受ける部分は実縫ある特殊占銅を削いた。(5)回転帖振動解析づ

0グラムにより危険速度,たわみ,段付部染.・1リ'力驫どを計算し,安

全性の商い報般削を行った。

将来はこの2倍程度の容量のモートルの編要が老えられ,地迦な開

5,000/650

RW 8/16

極 6,60OV

60HZ 全閉

内冷形かご

形誘動電動

機は,極数

変換の竃動

機としては,

記録的なも

のである。
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60ORNV 大形水中モートル

● 8,30o kvV 女全増防爆升3 ブラシレス同期電動機 11111川1111111111Ⅷ1111ⅧⅧ1111111111肌11川肌11川111111111111111111111111肌1Ⅷ川刑1朏剛1111馴訓脚川脚肌lm1削111111剛11111棚11Ⅲ1肌川肌川11111川削川脚州欄

最近,化学づラント向けに多数の安全増防爆形づラシレス同期確動機を

-i-

ー、'

忠・

メ

納入しているが,三菱油化(株)[川日市工場{C,コンづレリサ邸動用と

して製竹痢夕入した 8,30okw,6,60OV,謁極づラシレス 1司期電動機は,

安全j削坊煤形づラシレス励磁としては国内最大容量である。

この電動機は,外被形式を全剛管他力通風形とし, F働色緑を採

用し,作業環境の改善,保守の低減をはかるとともに悟頼性を向上

させてφる0 づラシレス回路には,斗仲,噺与のパルスシンを使用した回

路とし,始動特性の改善,効率の向_上をはかってぃる。

また,との電動機忙は,コンづレッサが両側IC辿結されるため側1強

度にっいて十分な検討を行うとともに,収M岳飛による篭動機コンづレ

ツサのⅧ受損傷を防止するため,轍電流の発生を押さえるよう設計

し,カッナルづ部での軸竃流しゃ断のための絶縁を不要とした。

交流励磁機,回転整流器は内装形としたが,据付を容易にするた

め,交流励磁機固定子は,2分割構造としてぃる。

>
,、ー

.^

→'エ、

六

畢

3,産業川這機"辻計側

一艇

マ

V

ーミ

〕、

オ

ιξ、、,ー

甑

Jξノメ

一

乏二

ニナニ

'尹一ゴー'
■j

、N

1、;

災

^

ゞ1
4

点Y '.'゛釜,',』^÷

ー、゛ノぐψ、÷ノノ1凡'

ー"、

"J'、ノ

y

ー、

、Y 、コ」'

N

ノ子1゛ノ

'、

ゞ

^'

ジ

'

J y、J、.ノ、ー、ノ{Y,、゛、

ノオ1Y八弓し毛ふ、イ註'之

>S、blJ1三 、/jl・安イづノX'
五轟4で、'ム

/M

1",'

メ゛^

'^

、t/'JI、、ノ

29

8,30okW同期電動機の回転子

j'、ぐψ

'、ノー、

t-、ー
1ミ1 ミ一

ごえ、容f

.
JJ

券'

、'ごξ

X
゛,.

,J4 '- N ゛

'ベメ

ノ'

舮.qーノ'弌{

¥J Jノゴ
ヤ

ごど

ン'
ノ.'y

ハ'、イ"、イ亢y,〒4,ー, Y、モ゛"
/1,〕4/"゛,,>"゛ンノ

ι之J

、L

'
;
4
張

、
4
御
ル
t
ι
ノ
ノ
、

'
,
、
ν
、
、
ノ
凡
'

ご
一
W
、
一
气
、
学

主

y
 
二
二
●
W
メ
武
、
一
1
二
心
や
~
◆
^
タ

,
、
一
ン
デ
"
酪
誕
、
ゞ
督
ハ
、
、
、
点
^
ン
'
冬
ゞ
^
'
嶢
^
'
'
一

メ
^
ー
ゞ
、
气
讐
1
三
武
"
"
玉
,
^
t
t
努
が
§
"
;
筆
゛
^
一
ず

シ
、
ご
J
,
 
4
 
叉
弍
^
遜
ν
j
ぜ
'
、
、
、
^
゛
ー
ン
河
一
'
■
^
^
 
f
 
七

二
L
 
'
サ
シ
ー
会
ー
ン
ニ
{
ヲ
一
一
一
終
i
誕
1
尋
'
,

>
)
ゞ
{
一
●
ミ
"
二
t

J
J

-
4
ジ
喫
"
七
今
Y
J設

/
j
 
、
、
凡
、
、
 
J
'
J

1
 
一
"
メ
ウ
く
,
y
1

゛
之
ノ
'
一
゛
ノ
'
、
J
 
"
ト
ノ
'
,
ノ
ぜ
、

7

ノ
、

拶
Υ
一

ン
τ
゛
弍

工
一

七
 
L
 
-
ー
ー
,
゛
ノ
、
ι
 
f
 
ハ
声
'
ゞ
〆
製

ー
、
小
'
ψ

ノ
一
き
、

ン
,
人
 
N
一
●
 
Y
 
'
、

ン
y
y
 
-

〆
ノ
、

ミ
別
气
,
、
'
、
'

券
、
.
燮
ξ
●

、一

、
.

、
~

級

ー
シ
ー

呉
多
'
'
゛
'

L
踊
二

i

J
 
●
,

き
輩
含

d
;

J
'
.X

、
'
、

灸
、J

、

叉

点

"
Y

J
 
ゴ
、
、

,
ψ
宅

＼

J
一
」
、
十
}
ノ
"
子
,

、

゛
メ

,
.

ゼ

ニ
,
宅
、
'

宇
气
,
皐
蔦
'

;
ー
'
.
'
基

、
.
η
＼
'
蹄

一
＼
、
"
沸

'
三

』
9
i
 
乢
 
1
運

、
ー

'
胤
、
、

゛

一

一

ル

リ
一参

、
エ
ノ
W
づ
"
ペ
ル
、

4
メ

ノ
ゞ
、

羊
、
ι

イふ
二

一
、
ノ

く
ノ
、
U

?
"
ノ
゛

六
~
'

U
y
、
ノ
,
ψ

、
'

J
 
J
 
'

ノ

ι
、
,

゛
ノ
イ
イ

、
し
'N
小

レ

゛

ψ
、ノ

t
サ
心

ノ
{

一
凡
J
J
、
ノ

,
、
ノ

一
ン

ー
ナ

一
¥

メ二
え
t
ー
ム
i
久
二

ご

へ
、

.
ヘ
ノ

一
¥
,

Y
く
ノ

ノ
、



● ^ ^ 那 一 ^ 》 S  こ " 司 州 1 匂 勗 油 妄 垂 妻 妻 妻 亘 垂 妻 垂 妻 妻 垂 妻 妻 毛 毛 釜 妻 垂 妻 垂 妻 妻 垂 妻 垂 美 妻 妻 垂 垂 垂 妻 量 量 妻 妻 垂 妻 毛 一 垂

汁 辻 1 墜 油 X  ゛ ぐ 、 Ⅵ へ  Y  、 や ゞ ゞ 叩 Y , Y  Ⅲ  Y 油 = Ⅱ 司 州 1 、一 謡 島 醐 謹 、 § 珊 謡 謹 邑 黒 詠 還 瓢 N d バ 、 」 " ユ ー め

へ 8 鷲 醐 薜 齢 1  津 燕 登 訣 δ 喜  y - 、 ・ ゞ 7  愁 、 畔 慧 入 辰 隅 瓢 ごδ 艮 謬 叉 山 ゛ ミ S 小 0  曠 # 《 式 塗 酬 週 Ⅳ N ず 入 1 津 H 幾 ヨ N d

N  d バ 、 一 、 U 刈 州 1 ゞ 入 " 一 蚤 魯 燃 出 ↓ 小 驚 辻 鱗 惑 隱 番 入 釜 一 小バ δ 一 可 州 1 ゞ 艮 油 入 醜 五 ダ 燮 令 米 " ● 黙 N < ● 黒 畿 翌 謙 入 " ●

ず 8 《 部 小 O  N δ 贈 波 弄 訣 光 δ 碧 訊  W ぜ . ミ t 一 叉 ( 団 隠 N 卦 ゛ バ擶 油 六 8 醐 剛 溜 S 《 映 、 門 0  小 α ( 、 迎 師 奬 兪 譜 > d 璽 脚 舳 3 バ 5

5 璽 恵 爆 風  Y ゛ ミ 、 8 、 ● 粛 避 郡 辻 函 入 薦 e ダ 琴 一 合 忌水 艮 遜 国 入 ゛ 叫 婆 恢 入 譜 》 一 が 0

ヨ ニ ジ ゞ U  δ 際 罵 司 、 ゞ y  > 写 匙 δ 黙 轡 錚 k " 三 黙 入 d バ 涯 哨 氣皿 蝉 冊 風 湘 叫 郷 瓣 醐

釜 入 臓 員 「 t 八 S 小 0  へ 8 欝 § 畿 賜 誤 御 弄 覗 融 8 ル 苛 ゛ 、へ δ 朧 醐 鄭 冊 愚 冊 父 1 汁 谷 § 登 瀞 登 N d バ 響 仙 ミ n ず 8 < 、 行

謹 > 畿 一 ( 美 ) 圖 之 艦 壽 醐 酸 田 ( 隣 ) > メ U A 需 ぐ 脚 1ニ ー ゞ 呉 忍 迩 憲 入 冊 熟 墜 、 舳 配 、 嘗 、 竺 窟 熱 憲 雛 舳 r 壁 釜

、 」 U 州 1 櫛 一 登 再 Ⅲ 益 の 禽 伽 0 = " の 8 ぐ  W 献 謹 鄭 一 、 会 0 オ ぐ ン ( U U ゛寄 " 《 、 邸 小 0

賊 醐 8 額 建 ル 嘉 暴 ヰ 戴 奔 ~ す ル 苛 ● 《 長 小 0

熊 建 令 ) ゆ ~ 姦 牙 賠 瓢 暴 ) 即 合 即 画 墜 入 " 小 訓 途 偶 六 0

( N ) 煮 一 真 行 獣 1 槍 8 暴 迎 獣 邪 ( 醐 闘 壁 慧 尋 ) 0 ( W ) 蔀 醐 メ

醍 喜 舳 避 懲 憲 8 需 呉 0 ( ご 器 卸 δ 麻 欝 ど マ ー 十 鴬 磁 0 ( 閉 ) 寵 一

姦 瓢 8 醐 照 声 窟 0

ヰ 戴 ( 一 ) 贈 殿 脚 加 伽 0 ヨ 0 ( W ) 壁 瀞 磯 河 岩 1 岩 三 三 寺 0 ( W ) 秒 冊

矧 紳 § 0 打 0  公 ) 即 誌 辻  g 8 0 姦 0  ( 3 圖 随 峨 卸  W 、 物 參

片 ぐ ン 0 一 」 H ↓ 州 1 ゞ 洲 郡 矧 ( 曇 玲 一 釜

塞 " ゛ U ↓ 州 1 巴W . N  ヨ ヨ

● 司 司 へ  Y  口 ー 、 ヤ ^ I z m 刀 9 ^ 垂 妻 妻 妻 妻 妻 垂 量 量 妻 量 妻 妻 茎 垂 毛 垂 妻 妻 妻 垂 垂 毛 妻 垂 妻 妻 妻 妻 釜 妻 量 妻 妻 垂 茎 毛 垂 垂 妻 妻 垂 亘

Y 寸 口 1 寺 § 麻 黙 卦 禽 声 墜 郊 g § 展 醐 河 声 墜 入 逮 油 、 小 醍

曼 黙 《 長 水 0  粛 葬 ξ 郡 針 一 小 酬 鑾 惑 N  ぜ バ 昇 司 ・ ゛ 、 州 1 檎 辻 僅 小

y  河 灣 § 鶴 、 逢 樹 論 5 0  Y 寸 口 1 寺 薜 屈 N 禽 回 濫 醍 連 惑 ( 邸

C 風 瓢 報 蒸 δ 蒸 冷 § 謝 酬 災 融 業 油 d ご 桝 、 逢 暢 戯 汁 貫 入 回 廿 、 汁

叫 斗 § 茄 酢 § 論 ゛ さ 声 宮 畔 呼 黒 琳 又 n 0  叫 汁 ぎ 窟 黛 砥 N d

《 子 身 ゞ 叉 酎 詔 薄 す 下 檎 融 河 油 d 、 凱 髪 両 熱 A ' 湊 巡 げ 風 登

藤 8 回 貞 鄭 演 那 厩 八 き 套 ( 呼 小 0

Y 寸 口 1 寺 8 姦 即 奔 § " ゛ ( 邸 小 0 ( 一 ) 凹 恵 回 甜 A 、 磯 河 禽 要

y § 昔 ヨ ー 0 . 三 選 昌  N 禽 ざ 《 艮 識 囲 入 N ) 回 濁 岡 趣 惑 錚 8 ( 磯 藩 臘

U ヰ 入 " 水 辻 憐

到 晃 禽 輸 峨 紳

薜 § 一 六 ぐ ン 泣

邑
励 1 津 戴 一 遡 姦 卸

汁 一 、 器 0 三 ヨ  y

、 」 、 ゛ 7 ◆ 訓 卸 今 誇

昌 ヨ 戴 何  0 . 仙 1

趣 鰯 驫 、 ( W ) 唖 丁 呑 水 醐 湊 識 圏 八 禽 瓢 泌 誤 入 ご 回 ミ 武 ー ル (

回 瓢 醐 趣 惑 入 斗 入 バ ゛ 醐 佃 卦 S 、 ( m ) 建 譜 禽 盖 ぎ 窟 呼 m ゛ 8 ( ぎ 墜

悪 禽 念 " 皿 田 入 醐 入 小 、 ( 3 回 貫 漣 河 雛 薜 一 0 ・ 甜 河 入 ご 回 貴 源

U ミ ぐ 口 1 寺 酬 豊 藤 N  才 ン ー ゞ

河 衛 斗 1 辻 ザ ー 、 玉 一 墜 ( 嚇 重 套 § D 注 遜 笹 入 卦 水 、 ( m ) 辻 ゛ §  A .

● ゞ 司 A  Y X  プ ぐ 勺 。 《 「 一 Z m  仂 ↓ 0 で 》 妻 垂 妻 妻 妻 垂 妻 垂 妻 妻 垂 妻 量 妻 毛 妻 毛 妻 量 亘 妻 垂 毛 妻 茎 妻 毛 妻 妻 垂 妻 量 垂 妻 茎 妻 毛 毛 妻 垂 毛 妻 妻

醐 爾 員 国 、 ( A ) 繊 寅 錚 証 A ● 水 0

尾 丈 、 1 又 薜 添 照 d 神 笹 益 岡 藏 サ テ ヰ A 一 可 ( 号 、 く 晶 8 凍 詔 藩

議 甑 武 小 ゛ 8 ( 誘 ぜ 一 、 1 X ル 懲 建 δ 々 金 際 謹 酬 入 画 艮 一 小 並

宮 贈 破 ( 邸 が 0  輔 風 薜 異 叉 」 1 又 階 郭 ↓ 0

鴎 辻 兪 逃 巡 寺 惑 真  H 宗 惑 瓢 吠 禽 鼎 瓣 油 慈 薄 入 良 無 谷 磁 治 運 除

需 徴 謎 、 か 語 翌 瓢 ル d バ  Y A 品 プ 、 ゛ 辻 ・ 叉 」 1 X  階 竪 削 d 洋 0  禽 醐 蕩

ざ 湊 巡 瓢 醐 " 入 算 禽 磁 兇 ざ 姦 湊 、  g さ ( 甑 ) 那 肅 興 螺 畷 、 宣 叢 卦

化 . 浅 鎚 圏 仙 芦 之 一 、 α き テ δ N 燕 夫 一 小 調 矧 入 獣 艮 ↓ 小 神 ご ゆ 那 磯

藩 岡 翌 淫 亘 套 朧 砥 サ 舞 水 異 ぜ ゛ 1 N  澄 油 岡 趣 惑 際 設 委 套

黛 砥 《 § 小 易 ぜ 、 」 1 父 ル 尾 ぜ 一 、 1 北 δ Φ 剃 燮 一 徴 悪 轡 、 α き テ 議

豁 d バ ¥ A § 7 、 ゞ 、 ・ 叉 」 1 X  ル  e 汁 O  S  、 き ゛ 醐 慧 藤 圧 辻 0 ・ N 1 ↓ ・ 卸

一 為 入 途 醗 二 き 讐 沖 バ S 小 0

司 ご 一 」 1 辻 斗 心 禽 ゞ 姦 δ 際 轡 臘 滞 岡 鑾 惑 N 、 A 斗 則 ・ 込 U 、 て ー + 畔 譜 畍

武 バ 苛 ● 、 小 S 尋 建 算 、 ( 一 ) ぐ 岩 1 一 曹 δ 鹸 困 ( 越 磯 添 皿 田 入 愁

訣 八 一 訓 談 河 8 禽 砥 漕 ミ 謹 テ 苫 小 、 ( N ) 訓 甑 無 蚕 卿 、 ( W ) 罵 磯

尋 8 粛 趣 ミ 禽 δ バ ナ 公 ) 醐 蒸 辻 て ー ゛ ● ( 惑 献 脹 叫 ( 邸 小 0

器 瑳 ー ル 薜 酎 醐 磯 貢 尋 弄 岡 趣 藤 敞 岡 輸 > 回 洗 慈 誹 「 庫 醐 弓 片

尋 奔 遂 窟 贈 砥 入 § ヨ 纛 ヰ A ξ 、 融 油 S 膳 卦 詔 警 ぶ 避 畔 醐 醐 (

三  8 涼 詔 薄 議 爵 、 需 二 き A 、 、 小 δ 姦 奔 ( 一 ) 陛 油 轟 響 惑

除 小 合 艸 壁 § 水 0 ( M ) 三 一 δ 罵 隱 斗 ( 冒 ゛ 羣 凹 ) 、 ( W ) 醸 瓢 沫

辻 剛 斗 U y 注 蝿 迦 A 、 邸 水 0

b 回 崩 獣 げ 神 δ 薜

0 . 心 ● . ↓ m 、 一 . 卸 、 ω 、

の 露  8 父 際 献 ( 邸

小 0  磯 河 建 咲 禽 毒 8

辻 ゞ 寺 玉 墜 鷲 郵 N

d バ 吠 嵩 鳳 瓣 賤 欝

聾 燮 F  嘩 ご 兪 惑 鞭

え 8 凹 襟 ぎ 皇 建

咲 禽 霞 誰 窟 入 艮 < 龜

江 仙 き 小 へ 即 涯 鵡

d バ S 水 0

重

停

タ
1
庫

盧

> 寺 y 艇
一 1

、 . ' 一

、
墓

踏 '

轡

' 一 号

キ .

、 一 一 L  ,

ー 、 、 , 叉

ト 訊 、 1  j ^ ゛ 」 、  J ー ハ ＼ ゛ 1 0 、 " ,

、 ) , 、 、 、 ゞ 、 ＼
淑

N

ω 0

ー } 陛 、
'

武 y

" ^ , り } ゛ 入  1  、 ー ＼ ー 、 A  、 〕 ＼ N し 、

§ , 、 ¥ 二 一 、 ＼ ＼ . ゞ 一 ; 、 入 、 ゞ "

一 、 イ ゛ 、 、

Y 才 1 、 異 忠 ー ル 8 闘 圖 」 麻 N 一 三 墜 鸞 殿

泌 桜 配 淫 建 ・ ぐ 0 - . 響 ・  Z O

」 ■ " イ イ " )

.

i 、

、 、

一 心

>
一
y "
イ 气

ー リ

ル 、 ハ ,

ノ イ

j  」 一

{
、
J

゛ 一

h  , ゛

J
、
J
、
'
、
"
」

、 "

、 、 一 ,
■ 」

イ 、

"

ー ー ー

゛ ; 、 , )

い

一 ・ 一 ゛ ↓ の

' 、 、 、 、

ン ＼ 一 、

> "

,
い 辻

、 、 ユ

' 、 /  J  >

X 心

」 、

ー ー ー

¥ 、 、

や

い
'
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が円形状になっているがとれに対応できる国産初のミシンて、ある。

このミシンの特長は,(1)縫糸が2本の2重環縫で心糸が入りポタン

この抵ど技術の先端を行く穴かがり用工業用ミシン2機種を開発し

た。

BH630形ねむりボタン穴かがりミシン

シνフ,子伊明艮,寝衣類のねむりホタン穴かがり用として国産で初め

ての単環縫目形式を採用し,ニ,介,ジャージ等の伸縮性に富んだ素材

にも対応でき,縫製効率を向上させるものである。とのミシンの特

長は,(1)縫糸1本で1穴平均3砂と速い,(2)縫製物の位置決め

以外は完全自動,(3)針折れ,糸助れに対し1舜時停止可,(4)穴か

がり長さ 6.4~35mm 自由選択可,かがり糸数変更容易,(5)毎分

3,200剣'の高速運転,などである。

BH670 形はと目ボタン穴かがりミシン

スーツ,ε;ヤケット,づレザー,冬種コー1、,スラヅクス,学生j服,作業衣など

大きな裴餉性を備えたポ'タンブくを'途製する。とれらのポ'タン穴は片側 BH670形工業用ミシン

3.4 生産機器
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旋盤系《MELDAS》

焼盤用としてのM-5100は納入台数500台を突破したが,その後継

機種として低価格,高性能の M-510OA及び M-510OC の 2機種を

新しく開発した。

CNC 《MELDAS》

ミニコン内蔵の本格的 CNC (コンeユータ数値制街D である M-6000 は

工作機用数値制御奘置《MELDAS》はこの1年周に著しく充笑した。

最近の注月すべき技術的動向として従来数量的に圧倒的であったズ

ーづンルーづ制御方式からクローズドルーづ制御方式へ転換が行われつつぁ

るが,長年クローズドルーづ一筋で技術を培ってきた当社は,豊富なノ

ウノ杓の蓄積忙より信頼性の高い数値制御装1翌を供給してユーザより

好評を得ている。

もうーつの技術的傾向として従来高速モータをギャ減速Lて耶動

していたが,最近制御性改善のため直流電動機直結駆動の互イレクト

ドライづ方式が採用されつつぁり,電動機技術を活用し極めて安定し

た性能を有する HDEータ・サーポシステムを実用化した。次にシリーズ別

に概説する。

フライス系《MELDAS》

強電盤,機械操作盤k内蔵可能なM-200OMの量産化を突施した。

との機種は対象機械に合わせて専用の描成とし,従来にな込コスト・

バフ才ーマンスが得られ,安価な NCマシンの普及に役立っている。

μ一CPU によるパターンサイクルを内蔵できるタレットパンチづレス専用の

M-200OP を完成した。また従来の M一如0OA, M-500OA を集約,

モデルチェンづした M-500OAM を登場させた。とれはメモリサイクル,特

別固定サイクル機能の付加が可能であり,後述のμシーケンサを内蔵で

穴を補強している,下

糸用ポピン不要で高能

率,(2)縫製物の位置

決め以外は完全自動,

(3)トラづルに対する瞬

問停止可,(4)穴かが

り長さ 6.4~35 mm 自

山選択可,かがり糸数

変更容男力(5)毎分

1,600 金1',などである。
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CNC 《MELDAS》ー
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ワイヤカット放1圃川工機は抜型製作などK広く使われるが,大形化を望

む需要家の声に答え D訊て一50形に続き DWC-100 を開発した。写

真はその機械本体である。主な仕様は最大工作物寸法600幅X500

奥行XI00高,最大工作物重量 3001熔,門形構造により高精度,高

剛性であり,高精度サーボ制御忙より土3μの高精度加工が可能で

ある。電源はスィッチング形トランジスタ電源により狭いパルス幅,高い

電流ビーク値,高い放電周波数のパルス電流を供給して高度の加工性

能が得られ,また常K極問状態を検出しワイヤ切れにつながる定常

アークの発生を防止する方式をとっている。

制御装置として最新技術によるCNC (コンビュータ数値制街D 方式

を用い,テーづルの送り制御の抵か,ワイヤ送り,加工液仙俳合,電源入

切などを自動で行うととができる。また加工中に併行して自動づ0

3.産業用電機品巴計測
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昨午度数十台の販売実績がある。工作機械

用以外にも工作機周辺機能の制御,ガス切

断機,づレイバックマシンなどに広く用途を持ち,

今後はマルチデータディスづレーなど周辺裴貿の

充突により新分野への適用が可能である。

μシーケンサ

1チヅづCPU,1Cメモリを基本に膳成した汎

用づログラマづルシーケンスコン1、ローラを開発した。

とれは工作機の強電盤に使われていたりレ

ーシーケンサに置き代わるもので入力 128点,

出力娼点,メモリ 1RW の規模を持ち,複

雑なシーケンス用としてシステムの信頼性,柔

軟性,価絡の面で大きなメリヅトを発揮す

、'

別熊随森i"

'f ',

ノ゛ーノ

瓢'淫寺

.

J、

典毒、倉

づラミンづ MEDI-APT によ

作成中に X-Y づ口.,タによ

り NC テーづの図形チェック

を行うことができる。との

CNC は2台までの加工機

を同時に制御できる。制御

装過としてはとの外に CN

C の簡易形,群制御用の

DNC など1罵広い応用品●

準備Lている。
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●局周 j皮ノくノレス TIG }容1妾^ 111111Ⅲ11111"1削脚剛11肌肌1"11111111111111肌11111111Ⅷ11111111111111111肌IU11Ⅲ11111111111111111111111111!1111111川11111脚111!111111111{1馴川11111剛"11111111111!1肌111111Ⅲ111111111i1川11111刑1Ⅲ1川脚11111111111!11Ⅲ1111Ⅲ1111111111川111111川11111"111111""」

この溶接機は我が国最初の高周波パルスTIG溶接機であり 1.~25

kH.の商周波で従来にない大きなパルス波i高値のパルス電流を発生し

アークを浩リ司波振動させて 1、1G溶接を行う。

高周波パルスTIG溶接法は従来の直流アーク溶接法に比し次のよ

うな特徴を有する。(1)アークの電磁的 eンチ効果が増大し,小電流

領域で屯硬直性の良い安定したアークが得られる,(2)アーク灰力の

超音波振動によりi容融池がかくはノVされ,溶接組織が冶金学的忙改

善され,湯流れ性向上,良好なピード外観を得るととができる,(3)

溶接電流が高精度に制御されるので溶接部の",質が向 kし高い偏頼

性のある溶接法の雁立が可能である。

との溶接機の製耐,化に当たっては次のような特長を持たせている。

(1)三k篭所訓訴卸に商速度スィリチンづトランジスタを採用し1心芥性がJ1デ常

に良い,(2)闘周波スィ四チンづ時に発生するエネ1レギやサージ電圧の

処理に当社独自の同生力'式を採用し効率,でき上がり寸法等におい

● C 02 ソフトプラズマ j容;妾機 1111111111111岫m111111肌脚11111剛川1111111111111Ⅷ111111111111"1肌11仙1111111111肌削11111111111"111"11m1111111111111111111111111111111州111111111111111州11111訓11111Ⅷ肌111111111111111Ⅷ1Ⅷ1111111111111"111m1111Ⅷ1111111111111111剛Ⅷ川肌111111111m1111111W

リーニンづ効果),しり肉眺溶援(凌溶込み、,厩材'と溶培金属のなじみCO.ソフ1、づラズマ溶接法は当社の発明Kなる、ので,本誌咋午1 弓研

のよさ),(5)ア1レミニウ△,銅A金の溶接(逝極性アークのクリーニンづ究編忙紹介したが,このたび製品化開発を終わり発売に至クた。

効果),などに右効に禾川打できる。との機構は TIG 溶接法のスパッタがほとノVど山ないという長所と,

MIG溶接法の高溶着速度,商能率を兼ね備えた新溶接法で,シール

31き'弓

喪

て略段の改善を行った,(3)トラン

ジスタスィ四チをダづ}しにし,湃接ケ

ーづルが」{くなってもパルスが鈍ら

ないよ 5]_:夫した。

特忙従来不可能とされていたス

テンレス,アルミニウム合金,介金鋼,

チタン等の挑溶接金属の沌板,精谷1

部品などの湃接忙付町IJを発詞iする。

今同科品化した電源は 5 ~100<

の、の 1機稙,トーチ2機郁である。

ドガスにCO0ガスを混合使用して美脆なビードが得られ応用分野が非

常に広い溶接法である。その特徴は,(1)スパッタの発生が極めて少

なく長時問連続溶接が可能,(2) MIG に匹敵する高溶着強度が裾

られしかも溶着速度を任意K選定可能,(3)ビード形状を目的忙1心じ

制御可能,(4)i容接ヒュームの発生量が少ない,などである。

CO.ソフトづラズマ溶接機はとれらの特徴を発揮できるよう種々の配

慮を行った。すなわち,(1)溶接条件を常に設定値K保てる,(2)

自動溶接シーケンス制御回路を電源本体に内蔵,(3)溶接条件設定は

ディジタル方式,(4)溶接トーチは逆極性(電極側④)で使用できる,

などの長所を備えている。

との溶接機の主な用途,分野としては(1)ビードの余盛研削に工

数を要している溶接物(余盛量の制御),(2) TIGの商能率化を要 C0ヨソフトづラズマ溶接C09 ソフトづラズマ i容接

電源本体する分野(高溶着度),(3)表面処理鋼板の溶接(逆極性アークのク トーチ

●^容^言秀^カロ熱式ノくイフ゜ヒータ 111削n1111ⅢⅢⅢ11111川111Ⅲ1111削1111111111111111Ⅲ11Ⅲ1111{111111111111ⅢⅢ111111111111肌1111111111111111m111111111111111111Ⅷ1111111111Ⅷ111削削11111111111捌11"111111111111Ⅷ肌11111肌11111肌11111川11111削Ⅲ1111111111111111111111111肌11111111111111m

るよう制御し,温度管即限界を外れた場Aは辨轍が川されるように金属加熱のための重油炉,ガス炉忙代わって作業環境の改善,生産

性の向上,省力化の容易な誘導加熱装置が広く使われるようになり している。

つつぁる。当社ではとのたび記録的大容量の誘遵加熟式パイづヒータ

を埋作した。とのパイづヒータはパイづ圧延前の加熱用に使用されるも

^
轟

^゛゛^^

'、、
'牝

一心

、

のである。

,誘導加熱装置の電源となる高周波インバータは最近モ手}レチェンジを行

い,1kl・b,3kH.1こついて 100~1,50okW までのシリーズ化を完成

しており,今回のパイづヒータでは国内最大級の lkH.,1,50okW機

3 台と 3k1し,80okW機1台を組合せて加熟機容量5,30okW とい

う'世界最大級のものとなった。このインバータは変換効率 93%を越

える高効率サイリスタ式高周波インパータであり,1,50okW においても

サイリスタ並列数3と少なく,装羅としての信頼性が極めて高い。

誘導加熱コイルは 1.2m 長のユニ'汁 8個より構成され,加1熱コイル

全長は従来のガス炉の約ν7 に短縮している。

制御方式は,パイづ送り速度の変動に応じて自動的に電圧調整を行

い,また商温計により滞温域の温度検出を行い,所要況度に近付け

嘉1'号,雰X 'イ

でメ}レパルスシ 100 形高周波パルス
TIG溶接奘衞サ岳原本体

^ ^

.'此
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3.5 環境保全設備・機器

●大阪Π守磯島ボンフ゜場系内め棄斤i幕フK用電機舌コロ川肌1Ⅲ11m1川Ⅲ111m11Ⅷ111111Ⅲ11削1Ⅲ1脚11111111111111州11111111111111川11111川1Ⅲ111111川11111川肌11Ⅲ11111川11111川1111111111川1111111川W11辧11瓣111ⅢⅢ1111111m11"11111ⅧⅢ111Ⅲ11肌削削削

とのボンづ場は淀川より取水した水を判望"了1水場に送るためのもの

で77RV特品受電設備,取水ボンづ設備,導水ボンづ設備がある。

新導水ボンづの設殿により,村野浄水場への送水量が71,ooom兆
から 151,ooom'小に倍増した。芳鱒水ポンづ設備ではサーポメモリに

よって流量(0~80,ooomⅥ0 を設定し,ボンづ台数制御及びi允最・・'
定制御を行ら。

納入電機,Y.には,かご形誘導磁動機(1UⅣ印lh 7,00ORW 20

極,ゞ11形,2 台),変H滞二(二相 601・し竹 kv/11kv/3.15kV 22,000/

22,00【リ10,0【川 RVA 2 台三111 601・b 3.3 kv/210 V 50o kvA 台 ,

単相 60 H.3、3 RV/210-1妬V 20o kvA 1 台) WH 形メタルクシ,1;

(14画), FS形パワーセンタ(2 向),ポンづ肝許見制祖1継(14面)などが
ある。

●神奈川県内広域水道企業団伊勢原浄水場向け電機品 1Ⅲ1肌1ⅢⅢⅢ削ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ肌Ⅲ11肌脚川1Ⅲ朋川ⅢⅢⅢⅢⅢ川ⅢⅢ醐ⅢⅢ訓Ⅲ11ⅢⅢⅢ11Ⅲ1111捌則肌削削1Ⅲ脚1Ⅲm朋則馴削肌"Ⅲ肌肌π脚

との浄水場は昭和51年4 河に運転を開始し,完成時には220,000 との設備の制御の特色は小央計算機からのDDC制御で,計算機

mV日の配水能力をもち,神奈川県内の各都市の配水場へ自然流下 故1箪の場合は現場にて単独運転を行う。当社が納入した設備は,取

にて水を供給する。原水は酒匂川より4台X聞okW立側1斜流ボンづ 水ボンづ設備1式並びに沈澱池・炉過池の電機品 q劉乍雛・コン1、ロー

(全揚程56・6m,揚水量51mvmin)にて取水する。フロ,,ク形成池 ルヒンタ1式)である。表洗・逆洗ポンづ設備及び薬注設備も製作「・1^で

及ひヲ心磯池は各4池あり,沈澱は傾斜板方式をとって敷地の縮小を ある。

計っている。炉過池は 16池あり,炉過速度は 120m/H である。ま

た浄水池は如,0山m.の容量をもってぃる。

●者β市ごみ焼却工場向け電機品川1111111111川1リ11川1川111川1"1111111111111111111m11111111111川111川Ⅷ1川1川川11"1削川11111削111111111111111川11111肌11111"111111111111111111m1削肌川1川削11111111111111111111削1"111111111"{肌11111剛朏111m1111111111m111111川{11111Ⅷ

東京都清掃局葛飾清掃工場向け 横浜市環境事業局南戸塚工場向け

ビみ焼剣功EブJは単基容量如01、ン/Πの炉3基を冷'ナるに00トン/H ごみ焼却能力は単基容量では東洋一の500トンノΠを3基有する

の大形都市ごみ焼却場である。タービン発電機により,日本では数少 1,500トン畑の大形都市ごみ焼却場である。主要電氣設備としては,

ない逆送電を行う予定であり,余熟は,地域暖房などに用いる。主 ガスしゃ断器を用いた特高2回線受電で,逆送電可能友設備とたっ

要電気設備としては,ガスしゃ断器を用いた特商受電で,常時タービ て仏る。炉用ファンには静止セル白スを用い,回転調整ができる。

ン発電機と並列運転を行う。また,大電流しゃ断のために,当社独 その他に,発電設備や百数十面のコント0ールセンタや高圧千ユーeクルが

自の「永久ヒューズ装買」を大1鳩に用い、電気室の近代化をはかって ある。

いる0 その夕七C ディーゼル多街K設備やJ1剰亭電電源装羅,コントロールセンタ

などがある。

PJ DM ・

DM

P2

P3
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●事ぢ貫用火力発電再斤向{ナ判1煙j兇る充装置用電機古コロ 111{1111111111m111111Ⅲ11111i1則11Ⅲ111111削川肌削舳11111削肌111111111111111111111111111111剛11"1洲111111剛川1111111111川li1111111則洲肌州1111111111川川1111111111朏11111111111Ⅲ肌111111肺{"U

昭和50年度に納入又は運転開始した事業用火力発電所向け排煙脱 制御盤,インタaヅグルー継が含まれ,その内容もBTG盤に匹敵する

硫づ3ントは 7づラントで,近来にない活況を呈した。とれらの特色 ものとなっている。排煙脱硫裴買は発電づラントの中に化学づラント

としてあげられることは,排ガス処理能力の拡大,更には全容量脱 が混在した形となるため,1,2 のづラントでは制御盤を機能ビとに

硫のづラントが増加したことであり,現在運転中の北陸電力(株)福井 分割し,運転操作並びに監視の面で便利な方式を採用された。とれ

1号の 105万Nmvh,試運転中の中部電力(株)三田尾鷲1,2号 は制御盤を電気系統,脱硫系統,晶析系統等の操作系統ビとの縦割

の240万Nmvh の燭模はいずれ、現時点では我が国最大級のもの りと,警報部,系統表示部,計装部,補機操作部の機能ビとの横割

である0 またづラントの規模の増大とともに,運転方式,自動化方式 りを組合せたづ0,,クパネjレを採用したものである。とれ忙より運転操

の面でも電力会社としてのパターンが確立されっつぁり,内 4づラント 作の面だけでなく,配線の標準化による試験,試運転時の省力化,

では相当の自重川ヒ,速隔操作方式が採用されている。そのため当社 分1訓作業が可能で作業性向上,短納期化などが期待できる。

納入の電機品、受繊用機器,開閉裴置,電動機だけでなく中央計裴
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● 導 陣 冶 墹 油 泳 回 慈 妻 妻 妻 妻 妻 妻 妻 垂 垂 毛 茎 茎 垂 垂 垂 量 妻 妻 妻 垂 量 妻 垂 妻 妻 妻 妻 妻 妻 垂 妻 垂 茎 = 委 妻 亘 亘 妻 妻 妻 量 毛 茎 妻 垂 讐 茎 妻

( 一 ) 業 翻 醍 叉 一 、  N 如 凱 A ゛ 迎導 陣 忌 瓢 鸞 両 淺 滞 油 兪 邑 熱 厩 入 ン ゛ 、 豐 瓣 迎 S 削 醍 翼 蟹 副 狐

ス 凸 器 冨 副 類 > - y 倉 ヨ ぐ ヨ 三> N 滕 辻 窓 泳 卿 藤 茎 > 映 ミ n 0  α き Φ S 泳 曳 應 δ 汁 長 奔 贈 、 > δ

誇 0 ヨ ヨ ン 心 一 谷 。 δ ド 合 三 六 名  0 ヤ 留 一 や苓 沙 遜 N e バ 寓 謹 映 き バ 5 髭 { 、 謝 劇 一 温 N d バ ゛ 燧 山 謹 > ぜ 神 0  誤
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先午末頻発したオイルタンカーや地上石油基地からの油流出専故の対策

のーつとして 50年7月運輸省令によりとれらの船舶,地上設備K

オイルフェンスの設置が義務づけられた。当社は省令の性能基雄を満足

する固形式オイルフェンス 2機種(MF-20S-3, MF-30S-3)を開発,

運愉省型式承認を取得した。

このオイルフェンスは水面上で油をせき止める発池体フロートをゴ△

布でくるんだフ0ート部と.水面下で潮流による油の流出をせき止め

るゴム布とおもりのスカート部,張力を伝えるべルト,隣のオイルフェン

スと接続する接続部よりなり,作業性をよくするため取手を取付け

ること、できるようになっている。とのオイルフとンスは構造簡単,取

扱い容易,価格か安いなどの特長を有し,オイルタンカー*故に対する

緊急用として,石油基地常設用として,あるいは漁場などに浸入す

るビみ類を防ぐためのフェンスとしてなど広汎な用途に使用できる。

なお,この外に当社は格納時は気体を抜き使用時にボンべあるい

3.6 計 j則

●電二子ιボカ、り(秤)式直}流電気動力言十脚Ⅷ1111111m1川削馴lm1111111111111111川11111川1"11川馴11111剛1111削川1川川111111"1111111剛削N1肌川1{111州胤棚削11111柳削1111111111川111111{11111111"111辧肌11111川馴削1"11{1"1111111111111111111111111111111111Ⅲ

従来の動プ婚・トは固定子が揺動する構造となっており,この固定子に

働く反力を秤により測定して動ブJ桝'の"レクを測定してぃた。との

方式では固定子の揺動構造が複雑となり高価で保守、煩雑であった。

一般に直流機のトルクはその電圧又電流ι速度Nから計算K

より求めるととができるが,との場合鉄損などがありとれらを補正

しなけれぱ精腔よくトルクを求めるととができない。電気動力計の

秤の指示と同等の高い精度を得るためにこの装貿では次式を使用し

てし、る。

はづロアで気体を圧入する膨脹式オイルフェンス,強度及び而J久性を増

すため全体をゴム成形したつい立式オイルフェンスなども併せて製作販

売している。

リ◆一ーーリーへ、ルーーーー0、隼゛"'゛ー"ーーー
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上

式中, Kは定数, aVは端子電圧補正項でづラシ電圧等がある。ま

た"rはトルク補正項で鉄損,風損などが入って込る。上式をアナロ

●石油自動分析装置(ND5801/ND5802) Ⅲ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ川11Ⅲ醋1ⅢⅢⅢⅢ1刑1ⅢⅢⅢ肌川ι山削削11Ⅲ削脚川削則削挑削11Ⅲ1Ⅲ1川1Ⅲ朋11Ⅲ肌ⅢⅢⅢ川11mlm柳脚ⅢⅢⅢⅢ則削肌鵬脚1Ⅲlm川lmⅢ開柳加

との装置は放射線の透過や散乱を利用して,石油の密度,発熱量及

び硫黄含有率をオンラインで測定するものである。用途としては,電

力会社や石油メーカでの石油分析の自動化や,公害監視用として用

いられる。との装置の特徴は,従来の同種の測定噐で問題となって

いた石油の構成元素の組成比の違い忙よる測定誤差を完全に補正し

たことである。また,石油中の重金属によって硫黄含有率の測定値

が多月に出るととも問題となっていたが,この点を改良し,使用者

の要望に即した高精度なものとなっている。なお,との装置は東北

電力(株)との共同研究によって開発したものであり,フィールドテスト

に成功し,東北電力に納入の予定である。

仕様

(1)測定範囲

硫黄含有率.0~5Wt%

密度 0.6~1.1 g/cm3

発熱量 9,000~12,0001(caV1屯

(2)精度(統計誤差)

硫黄含有率:0.olwt%

固形式オイルフェンスの展張状況

づ副'卸し誤差1%以下でトルクを測定することが可能となった。と

の装置の動力計は揺動轍受及び秤が不要となり通常の直流機と同じ

構造で保守が容易で安価となる。更にアナ0づ計算を行っているので

トルク信号はその1心答が非常に早いものが得られ,変化の激しいパタ

ーンで運転する場合(例えば幽動車エンづンの排ガス試験用パターン等)

トルクのシミュレーション精度を従来のものの約 10倍に上げるととが可

f地となった。

との装置は,自動車エンジンの各種而1久試験,クうツチづレー千等の負

荷急変試験,エンづン製造ラインの品質判定用等に最も適したもので

ある。

なお将来,更にトルク割測精度を上げるため手イジタル計算方式の

開発を予定している。

J

石油自動分析装置

3 産業用電機"●計測

密度:

発熱量

(3)時定数

ND5801

30 S

ND5802

10O S

(4)耐圧力

(試料

セル)

ND5801

20kg/cm2

ND 5802:

10kg/cmn

(5)防爆方式

耐圧防爆;

d2G3

0.oolg/cln3
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兆電用,工場熱源用ポイラなどの発生源における SO0, NOX の測定

器の需要は電気事業法及び地方行政忙よる設践養務化,指導などに

より急増している。本噐はこのこーズに文"占して日本工業蜆格忙規

定された紫外線吸収法を応用した製品であるが,他の原理の測定器

に比べて次の特長を肩している。 a)1台でSO0 と NOX を同時

に連続測定でき,しかも N0 と NO。を個別に同時測定できる,

(2)共存ガスの十渉が非常忙少なく,突用上無視できる,(3)市馴勿

理的な測定法であり.精度,保守性及び運転経済性忙優れる,(4)

ガス採取系が簡便で,安定性がよい。

現在,各地方自治体においては大気汚染発生源テレメータ監視シス

テムの導入か活発に行われているが,当社では S0旦, NOK, CH,排

万ス温度,燃料流量計測ができる標準化設計を完了し,名古屋市,

千葉県などの監視システム用センサ巴して納入災禎を伸ばしつつぁる。

また低濃度測定忙お仏ても高精度であることを認められ,悦硫脱舶

装胤用にも使われつつある。

SA-302形煙道ガス測定器

●マイクロ j皮レータ'式クレーン僅j突防止装置 1肌111111111111111111111111111111111111111111111111111111111"1111111111肌肌1111111肌111111111111111111川111111111111111肌111!11111111111111111111脚11111肌1剛11111削肌111111111111111111111t1111111111111111111111!1111"1肌削1仙

2台以上のクレーンを同一慨道上に運転している場合のクレーン同志

の衝突は産業安全上からも設備の損傷の面からも極めて危険であり,

従来からとの種出故の防止用として多くの方式のクレーン衝突防止奘

踏が開発,実用化されてきた。当社でも超音波方式の、のを多数納 ,ξ

叉
入してきた実鎖があるが,との版どマイク0 波レーダ式クレーン衝突1坊

゛"i・ノン)イメ
、ご1'j、 ゞ11りξ X三女ヲ.ι止裴置を新たに開発したので紹介する。

ンゞ

この衝突防止装置は Xバンドのマイクロ波を附いており,相于側ク

レーンへ向かって発射した電波が反射してくるまでの時間によって

クレーン問の距雛を測定する。バラクタ而1羽形ガン発振器を送信と口ー

力1レ発振に兼用し,受信にはフランづ形ミキサを採用し装置全体をコン

パクト化している。

との方式の衝突防止装買は従来の光,音などを用゛た製品忙比較

雨,ほとりなどの周囲環して,(1)検仕促巨離が長い,(2)光,
ニ{ 1二

E{,

境忙影縛されナ信頼性が高゛,(3ル巨雜設定が容男力(4)クレーンヘ

の取付けが容易,などの特長があり,大形,高速クレーン用としての

今後の補要が期待されている。
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4.通信と電子応用機器

通信機器及び電子応用機噐は産業用電子機器の主要な構成機種であ

る。産業用電子機器は安定成長下の日本の将来の産業構造の中で,

知識集約化産業の一方の旗頭として大いに嘱望されている分野であ

り,とれ忙たずさわる当社としては,その期待忙沿うべく一層の努

力を払っていかねばならないと感じている。

通信機器の技術指向方向は

(1)新しい電子部品,特に半導体素子の開発,改良に伴う機器の

小形化,高信頼化。

(2)電子・機械結合技術の一層の改善。

(3)通信方式,制御面へのディリタル技術の応用。

(4)システム化

等に集約される。

4.1 通信機器

●スウェーテ'ン向け新升3 自重力車無詔良電言舌装置 1柳1Ⅷ11111111川111111111111111川11111川肌1ⅧⅧ11ⅧⅢ11蹴Ⅲ111111則朋即肌朋肌削1111mⅢ肌脚剛肌Ⅷ川削1馴川如lm11川川側仙Ⅲ1肌1脚川肌脚11Ⅷ11111馴州肌m

スウェーデンでは叫杯1146年秋力'力全1目のいずれの基牙所にある移動体 更が容易にできる。

(自動冲:・剛抽n・扱帯を含む)からでもー・般電話加入者との冏で電 であり,また本機の主要性能は次のとおりである。

話がかけられる,仏わゆる公衆移動無線屯話システムが笑用化されて a)使用周波数帯送信 452~妬5Mlb

おり,竺1社はその移動用無線機を獣界に先がけて形式検定に合格さ 受信 4儒~4備Mn.

4,1章に収録した 9件はこの(1)~(3)項の技術方向に合致す

る新製品技術である。(4)項のシステム化については第 6 編に通信

システムを 2~3紹介している。各種の応用分野がある中でNロケット

の成功でようやく本格化しつつぁる宇宙開発事業について,当社の

との分野の成果の主なものを特にまとめて 4.2章に集録した。今

後ますますこの分野の技術を研さんして圈内国外の要求に答えて行

きたい。

電子応用機噐の技術指向方向も大体前記した通信機器の場合と同

様である。ただし基礎技術分野が更に多く,応用される分野も更に

広がるので一層きめ細かい対1心をして,発展させていきたいとぢぇ

ている。4.3章に4件を収録したが他編にも多く糾介されているの

で参照願いたい。

せ,既に多量の愉川を行ってきたが, 11冉不1150年から更に小形の商

聖愉郡凧線機FM-35DW-A形を開発し,販光を開始した。

本機の特長は,

(1)ディづタル周波数シンセサイザノj式による多j司波チ七ンネル WJ換えが

可能である。

(2) CCIR勧告に準拠した送択呼出装羅を小形化L内蔵した。

(3)すべての呼出しチャンネルは,自動チャンネル掃引方式により,

待受時,常に監視できる。

(4)構造は,かぎ付ワンヌ,チづラグィン方式で,車城・携帯の実装変
スウェーデン向け新形自動車無線共置
(FM-35D 12-A形)

●簡易△M 多重装置削脚川洲11111川州馴洲11洲111肌11111川肌i1111川Ⅷ1肌11111川削1111剛川削川1加1脚削州削11"柳11W削川1111脚1{畍11川削洲剛削1朏111{ⅧⅢ11111111111"1洲剛削削馴川1辧剛剛1111剛肌削11"1肌1Ⅲ削削胤洲11111

近年都市の繁雑化,ビル,艦船その他0ガ厄設の複雑化するに件い,

通信及び制御回線増の工事を行うと巴が困難になってきた。二社て

は既設の線路を使加雑音に強く経済的な△M多重装置を開発し,ケ

ーづル増設工*なしに回線増の要求にとたえることに成功した。

との装隙は雑音に強く中継問隔も長く取れ,既設線路の仙用が可

能であり,また打合せ並びに監視回線は重信回線を使用しているの

で,経済的に回線増を可能にし,小形化,儒頼性の向上を計った屯

のである。主な諸元は次のとおり。

変奇司 圧伸△M (HYB-1(})

10ch基本碵上げ20小多重皮

伝送; バイボーう痴〔11峰墜 3,8 R川(10 d,,432 K1ゾ0,2.フ

km (20 d.,864 Kb/') 0,65 mm 竹j1人」ケーづル

電源電圧: DC 48V 又は AC I0OV

使用温度範囲:-10~+50゜C

寸法.重量:如 Ch 用 2,300×520× 235(室仏D,10 d.用 1,300

X600×355 住"り,小継装鬮 1,025×390×355

35 kg

(2) Jヤンネ」レ数

99 DUPLEX

チャンネル

(3)送信出力

公稍辻2W

じ1)寸法及び重量

180WX20ODX52H

2.6 kg

4 通佰ど荘狗,古川機器
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● PCM 化高速.高精度波形イ云送装置ⅧⅧ11辧111111剛剛11111Ⅷ11111111111111111Ⅷ11111肌11"11肌11111111剛11111削削1111111111削1111111111川111111111111Ⅷ1111111111111111m111川11111"11訓111111111111111州11111Ⅷ肌11N11"1州1111111111肌1111111111川11111削11111Ⅷ

屋内装置 AC 2kv送電線保護装置は,最近の超高圧化動向により,高速・高精度が要

求されている。とれ忙ともない高速・高精度波形伝送が必要となり,

とのたび"PCM化された高速波形伝送装置"を開発したので紹介

する。

との装置は,8量のアナログ波形を 12ビット量子化のディジタル量に

変換して,時分割送受信する。伝送路として銅ケーづル又はLED方

式による光ファイパケーづ1レを使用して,2如KWS 又は 480Kb/S で伝

送する。

概略仕様は下記のとおりである。

(1)伝送方式 サイクリック伝送

(2)符号検定方式 HLDC準拠のCRC方式

(3)伝送速度 2如又は 480 KWS

(4) A-D変換 変換速度 50部以内

変換出力純2進12ビヅト

屋外装置 Aclokv,AC 2kv,1分冏供側(5)電気的強度 PCM化高速,高精度波形伝送奘置

●たたみ込み巡回符号方式符号変換器Ⅷ111Ⅷ1111川Ⅷ1肌削1Ⅷ11111川削1111111111川11111川Ⅷ1肌11111則1Ⅲ11Ⅷ朏脚削川則川肌肌肌1柳朏1Ⅷ肌肌11柳m1脚肌脚1側削1柳肌開Ⅷ側1仰11111棚肌朏棚肌如11肌朋11如

従来から実用化してきた符号変換器の誤り制御方式のーつとして擬 100%検出2及び奇数ビットランダムエラー
( 4 ) 誤"剣_Ⅱ

1-5.5 × 10o xpel巡回符号力式がある。との方式は伝送効率が高く,サイクリック常時 4 ピ,りトランダム1ラー
能力

伝送方式ではその高い誤り制御能力を発揮するととができる反面, 100%検Ⅱ'16 じ,り卜以、ドのバースエラー

eツ1、効率[21工/33(1十工)]×100%(即 伝送ワード数)ボーリング方式に適用する場合には,誤同期見逃しの点で難点がある ( 5 )

ため,比較的良質な回線に限ってだけ使用してきた。

ととで紹介するたたみ込み巡回符号方式は,隣接する巡回

(の伝送路

ξ何ケーづル又は光ファイバケ

ーフル

ティづタル形保護裴置の一環

として,装置構成,伝送路,

伝送符号方式等に留意し,

高信頼度・高速度・商精度

を追求している。

符号間にたたみ込みをかけたものであり,同期パターンを併用

するととで,高い伝送効率と優れた誤り制御能力を維持した

まま,その同期特性を著しく改善した、のである。

主な特性は次のとおりである。

(1)誤り制御方式:づロックたたみ込み巡回符号[特性多項

式は G(X)=(1+X) a十X9+X羽と

同期パターンの併用方式

1分問
、,r

〆

(2)符号構成及びワード構成:添付図のとおり

(3)同期特性

倹"→

十1~+6eツトの同期,'れ 100%訂正

十7~+9,-1~-10ビットの同期ずれ

100%検出

十10又は一11ビット以上の同期ずれ

6 × 10-8 Pe

@データウエー装置 MDW、1 m11則111Ⅷ11111m111111111111111肌111111川肌1111111111111Ⅷ111111削1111ⅧⅧ川1Ⅷ111111111111"1111111111111Ⅷ1111川111111"111111111111川1ⅧⅧ1111111n111Ⅷ111111111川1111111111111川11i11削11111111m削111川11111削111111111111111i111111111馴lmlmm111111111

一芋
,ー"

壽、

鹽棚繍

ず

MDW-L形データウエー装靴は,《MELCOM》350制御用訓1料幾忙接

続される構内用高速ゞータ伝送装置として開発されたものであって,

計卸機に接続する MS (Mast改 Station)と構内各所忙測避される

SS (sub sta60n)巴,とれらの冏を接続する 1又は2本の同訓1ケー

づ}レによって構成され,これによって従来は構内各所から直接計算

機に引か九ていたケーづル本数を減少させ、かつ,システムの構成にフ

レキシビリティを持たせるものである。

MDW-1 は,特に PCCS 用として七'慮されたもので,その特,長

は下記のとおりである。

(1)基本伝送速腔が,1.5メカ'ε,,ト/秒と高速であり,かつ SS側

にバ,,ファメモリを持って,との高速性を十分に1仁かし,ている。

(2) MS 巴最大15 の SS 問の同轍ケーづルの接続ブj法が,ルーづ状,

放射状,カスケード状など任意の配線経路をとれる。

4
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00
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符号揣成

W4

(3) MS, SS 及びケーづルが

2重化可能である。

(の伝送異常に刈するチェ

ツク及び異舗、発生に対する処

鍍が強化されていて,集巾監

視,チェ四クが可能である。

( 5) SS から更にフヌ,1のケ

ーづルによって最大8個の端

末發胤に1妾続し,ディジタル入

出力を制御する PB-BUS を

用意している。

1 3

符号構成及びワード構成
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●固体化ラジオ放送機 m^1脚1Ⅷ肌脚1削削111Ⅷ糊11111脚1111111Ⅷ111脚1肌1肌岫剛川1Ⅷ1川朏11111111川1川川削則棚訓Ⅷ川11111川脚朏脚mⅧ1肌馴肌剛111脚111111川舳11脚11脚脚11皿仙

世界的な中波再編成及び省資源化動向忙よる電子管の製造中止は,

固体化大電力放送機の出現と,その電波の有効利用技術を求めてφ

る。当社ではとれらの要請に答え,固体化電力増幅による中波ラジ

オ放送機と祠一周波数放送用シンセサイザ,及び遅延補正装羅を完成し

た。

との中波ラづオ放送機は高速スィッチンづ1ランジスタを使用したパルス

変調万式によるものであり,とれは従来の変闘方式と異なる全く新

しい方式である。との方式によればトランづスタを理想的なスィッチと

して使用できるので極めて電力効率がよいばかりでなく,今までの

よらに大きな変嗣 1、ランスとか変調チョークコイルをいっさい使用した

いので極めて小形・軽量化が可能となる。試作した放送機は lkw

まで全固体化しており,冠力効率70%を得,5号ラック1架に実装

している。また問題となる耐価'特性忙ついても種々対策を施し,ア

ンテナ直撃詣で]ookv,50kA 主でyι常のたいととを実験で確認 L,

L V、乙。

また,小波杵縮成の状況の小で当然普及が・]二想される詞一周波数

放送に対しても,新しい方式によるシン"イザ及び遅延補正装置を 全固体化 lkWラリオ放送機

●マタ'ガスカル向ιナ気象レータ' 11"11削11111脚剛11111m11棚肌1111111111朏川1削111i11削洲肌削肌11111馴洲剛111朏11削削削川11111肌111i111111}'1111M削岫1川胤削棚川11111胤捌剛1111湘ⅧIH1馴捌脚削桝11"111111n11111111馴11111馴1洲川

マゴガスカル島に設置され,台風,雨等の観測に大きな威力を発揮す

るものと期待される。

=1社より WMO (woea Mot0の'010gk址 0即mb'aⅡon)に文N,/>

までにかjづ1毎向け 6台,千ユーハ'向け 3 台を納入Lているが,引き

続き, WM0 よりマダガスカル向け 3台を受注,納入した。既に 1号

機は首都タナナリづで,運用を開始Lてぃる。

とのレーダの特色としては,(1)完全なりモートコン1、ロールブj式を採

用し,空中線及び送受信機室と観測室が約30om程秘偶してぃるが,

完全に観測室からすべてのコントロールが可能である。(2)また従来

アナ0グ方式で角疫表示をしていたが,今回完全にディづタル化され,

稍座、{段と向上L,(黙」.も容易になってφる。(3)更にレーダ基

地で観測した画像を数十km誹れた飛行場で観測できるよら衣電話

回線によるテレトランスミ,シ.ンシステムや,(4)4"定の方位のみ集中的

に観測できる AZIMUIH SECIOR の機能も備えてぃる。(5)固

体化も,更に一段と進み,レーダの画像を表示する方法として従来,

機械系を含んだフメローアッづサーポ系を使用していたが,完全に固体

化され,信頼性屯一段と高まった。とのレーダはとのよらな機能を

開発し,良質な放送電波サービスへの

技術革新を続けてⅥる。

マダガスカル・レーダサイトイ首都タナナリづ)
備えた,最新形の気象レーダであり,アプ功大陸の東南に位置する 空中線(士)及び送受信機室(下の建物,据刊井り

命 2,70o ch 伝送用 11 GHZ 帯カセグレンアンテナ肌肌1111111111111111削削削111111"1111111肌11111肌111111Ⅷ肌川1111111111朏1洲11洲11剛11"Ⅲ11洲川剛111111111111111削川削川1111m111111111111洲lm11削{削11111肌"11Ⅷ肌

'撫
●泳

ゴ或,

日本1引言心話公社のⅡG王b帯2,70och伝送の地上マイクロ波中継方

式用カセグレンアンテナを製作した。主反射鏡直径は 1.8m,3,3m及び

4m のものの3種があり,形式は円錐ホーン給電鏡面修整形である。

これらは特に交差偏波識別度特性と入力VSWR特性の改善を図っ

たもので,周波数 10.フ~11.7G1しにおいて前者は 35dB 以士のも

のが得られており,後者は 1.8m では 1,055 以下,3.3m及び 4m

では 1.04以下の、のが得られている。
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●宇宙開発分里予における、1青'報処理システムⅢ1111111川11111川1111111111川11"111"111111削11111川11111川111川11111111削111111111111111川1111川1111111Ⅷ111川Ⅷ1111111111111111111削11111111111111111111削肌11111ⅢⅢ111川1111111111削11mW1Ⅷ11川川1111Ⅲ

最近宇宙開発分野で,種々の情報処脛システムが開発され実用化され ロケヅト,レーダ,誘導用計算機で閉ルーづを形成し,ロケットの飛しょ

ている。当社も,との分里予でいくつかの受注,製作実績を有してφ うを実時間制御し,所定の軌道に誘導する。地上局諸設備と計算機

るが,とこでは,これらの内典型的なもの 3システ△を挙げ紹介する。 とは,一体となった設計思想のもとに設計製作されており,特に,

人工衛星チェックァウトシステム 高信頼性,高速演算処理が要求されるシステムである。

人工衛星試験室において,種々の環境を突現し,そのもとで人工衛 人工衛星管制自動化システム

星の機能性能を正確かつ効率よく検査するシステムである。衛星デー 軌道K投入された人工衛星の運用,管制を支援すろ。地上局諸設備

タの受信,処郡,コマンド送信制御,とう(1芥)減機桝;の動作解析を施 の自動設定,操1乍を含む前処理の後,衛吊データの処理,コマンド送

L結果を出カナる。 信制御を行う。複雑太作業の自動化によろ省力化,運用の信頼性向

人工衛星搭載ロケットの誘導用計算機 上をH的としたものである。

●電1離層観浜1律i星;フライトタイフ゜ 1 号機 il"雌1111111湘Ⅲ1剛馴肌11"胤11111削11賊"1削肌1111削肌11{11洲11111"1刈111111肌削1淋脚洲馴1"11肌1"11111111111脚柳削馴劇脚Ⅲ11m111111肌剛剛11111朏肌肌刈11"11111111111川Ⅷ

心年度宇宙開発打業団より受注した電籬層観測衛星(1SS)フラ什タ 世界分布を定'常的忙観測し,その結果を短波通信の効率的運用に必

イづ 2機のうち,51年1,2村期忙打上げ予定の 1号機が完成し, 要左電波子報などに利用するととを伺的としてφる。とのため,

咋年9月納入した。との衛星は,種子島宇宙センターから,宇宙開発 ISS は,地上局の可視範囲は、ちろノV,可視範囲外の観測ゞータも

嘔業団が開発したNDケッ1、により,傾斜角70゜,高度約1,oookmの 搭載すろテーづレコーダに記録し,可視城において,そのデータを地上

円帆道に技入される。1SS は,繊波により電凱層の岫界周波数等の 局に伝送する機倉Eをよ丁っている。

働イ蔚星搭載用整形ビームアンテナ熱キ蒼造モデル 11111111脚"111"11111111111111111111削川1111111川111111111111川11111111111削削1馴11111111111111111111111111"111111川111111111111111Ⅷ111111川Ⅷ川lm111111111111111川111111111111111111111111111111111111111111111111ι

とのアンテナは通信衛星搭載用アンテナの笑用化を目差して日本電係 ポ牛シ秘層板を使用した構造,内部ホ ノ〆ーー'

確話公社横須賀電気通信研究所のビ指遵のもとに開発されたもので ーンはアルミニウム合金を使用した構

ある。開発の目的は衛星搭載用アンテナの実用化に関する基本的な技 造とした。との了ンテナの外観を写真

術の確立にあり,構造・熱・熱わい(弱解析の実験的確認,構造・ に示す。

熱設計法の確立,製造法の確立及び実用化のための問題点のは(把) との開発を通じて得られた成果は

握ど昇決策の明確化を課題とした。 今後の術星搭赦用アンテナの笑用化開

このアンテナは開口径約lmの4,6,20,30Glb帯共用の整形ビー 発に大きく寄与する、のである。

ムホーンリフレクタアンテナで,反射鏡,反射鏡支持部,外部ホーン及び内

部ホーンから構成されて仇る。電気的には 4,6Glh帯で日本全士

を綬い,20,30G1セ、帯で日本の主要地域を稜う整形Eームをもっ。

機械的には衛星搭載用として要求される環境条件を老慮した構造・ ノ,、

"、ー_ニ_、、=_X邸一匡'
熱設創'の結果,反射鏡はグラファイト/エポ千シ表皮とアルミニウムハニカム

衛星搭載用整形ピームア
コアのサンドイッチ織造,反射鏡支1寺部及び外部ホーンはづラファイト/1 ンテナ烹IW待造モ手ル

4.3 電子応用機器

●汎用シーケンス制御・監視システム《M趾MIC》 PAC、2 11111則川11Ⅲ肌1Ⅲ1川削11111肌州1111ⅢⅢ11Ⅲ削川11Ⅲ11Ⅲ削11111Ⅲ1111111削Ⅲ11肌Ⅲ11剛111Ⅲ111削Ⅲ11肌Ⅲ11Ⅲ馴1111ⅢⅢ111Ⅲ111111ⅢⅢⅢⅢ{11Ⅲ1Ⅲ{1

幽動車生産ラインなどの例にみられるように,制御規模の巨大化, 点数2,048点,出力点数1,024点づ0グラムメモリ 8 K語で,命令体形

複消釘ヒに件仏,りレーやアクチュ1ータ類の数も膨大となり,それに件 、従来からの現場りレー技術がフルに生かせるようになっている。

い故障発生のひんぜ動皮も冶K,かつ故障復旧に費やす時問も長く なおとのシステムは日産自動車株式会社との共同研究により生まれた

なる等によりか(株)動率の低下という問題が生じてきた。一方信頼 もので,第20回大河内貸'(昭和48年度)を受賞した。

性の向上,小形・はん(汎)用性を月差した,いわゆるづ0グラムロづツ
'牲"1゛ヲ¥.

エ=一突'十制せ゛、田 パー

クコントローラが市場に多く発表されたが,とれらの制御共置はソフトゥ

エア,操作性,保全性とφう面で現場作業者の異和感をぬぐい去る ゞ

翻ことができずその普及が遅れているのが現状である。

このような趨勢を背景に,シーケンス制御装置のもつ各種利点をす 汽

べて生かしながら,ソフトゥエア・操作性・保全性については現場作業 毒
^

者の意見を十分に反映させた画期的なシーケンス制御・監視システム

導噂t《MELMIC》 PAC-2を開発し,現在すでに数システムが生産ラインの 或影'ゞ1轟ン'椴 jξ→;ゞ',毛ユン
遷

◆t4畿ヲ制御・監視用として隊動してφる。
゛"嘉学女五

このシステムは,(1)制御奘置,(2)づψ'ラム装羅,(3)故障検知

装置とから構成され,ハート'ウ1アとしては既に市場実績の多い《ME

LMIC》技引iを母体としている。このシステムの最大処理能ブJは入力

ヲ

《MELMIC》 PA02 実装図
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●自走式小形自動探傷装置 U11Ⅷ11"削Ⅷ肌Ⅷ11111川Ⅷ則川11111脚1111削Ⅷ1111剛1Ⅷ削川州1111111111""111"川"m削則m111111Ⅷ1Ⅷ川Ⅷ1111肌111111111111111111111111州11111m11川1111111111111111111111111111Ⅷ11111Ⅷ11111Ⅷ111111111m111川脚ⅧⅧⅧ舳

径.5m以上,表面温度:80゜C以下,探傷速度.1~3m/分,この装置は船舶用鋼板や庄力容器用鋼板,貯蔵タンクなどの溶接部

探傷範囲.板厚の約2ル以上,欠陥表示.如mm ビと記録●熱ぺンを自動的に超音波探傷ナるために開発された自走式探傷へ,,ドを持

式ゲートアナログ出力及び Aスコーづアナログ出力。つ小形自動探傷装置で,50年春忙中国X線(株)に納入した。この装

置の特長は可とう(燒)性レールをワンタッチ着脱式磁石により溶接ビ

ードに平行に容易に敷設でき,小形軽量な探傷へッドを取付け,狭あ

い(艦)な場所でも探傷可能であり,特に上向き下向き探傷が可能で

かつ傾斜や岫率のある探佛面にも適用できるととである。また欠陥

の位般をレー」レに取付U'可f指な欠陥位赴表元U辯により・一定問隔ごと

にランづ表万てL言己憶できる。

装置は FD210 形探傷器,チャンマルセレクタ,2d1ぺンレコーダ, 1県{/11

継,水そう(槽), AVR,走行へ四ド,欠陥表示器付ガイドレール,水密

式斜角探触子などカヰ升苗成される。今回開発した主なものは走行へ

四ドと欠陥表示器付ガイドレールであるが,上向き下向き両用,狄1益な

場所での使用をぢ1愈し,取扱いや設定向で便利なよう小形嵯量,機

構的バランス等特別な工火を行っている。今岡納入した屯のの主な件

肉走式小形店動探傷装羅能を次に示す。被検材.1亨さ 10~ιo mm,修{斜.30゜最火,Ⅲ1率・半

●音声通報装置,胤W肌11川1"11Ⅱ111Ⅱ1Ⅲ11111Ⅱ1Ⅲ{1111Ⅲ11Ⅱ111ⅡⅢⅡⅡ1111111111Ⅱ川削11111棚削111111Ⅱ{ⅢⅢⅧ削川11111111111Ⅱ11川11111Ⅱ1ⅡⅢ1ⅡⅡⅢⅡmⅢⅡⅡⅢⅢ111剛削川111111W11111肌Ⅷ11111川11Ⅱ1111ⅢⅡ11Ⅲ11Ⅲ11111111Ⅱ1111Ⅱ1ⅢⅢ1Ⅱ1111Ⅱ1111!1111111111111111Ⅱ111111111Ⅲ1ⅢⅡⅡⅢ1111111川川1111111Ⅱ

岡様な通報奘機として U2インチ幅 8トラヅクのエンドレス而、1気テーづ工場内づうント類の,牧障窕生と拓川!iに,音戸でその故1璋内容と処圖を

を使用し,指定されたチャンネルだけて完令なメ,,セーづを冉生通報寸山動的にアづウンスするために暁拶6した VAS-290 形音テH趙級装置は,

る研"珀用の VAS-10OEN形及びコンビュータにより制御され, R文,故障発生場所及び内容にスⅡ占して1」_1力されるコンeユータかbのコード

化信号をデコード t,1インチ幅16卜うツクの 1ンドレス磁気テーづ上に

記録された 60 語のメ.りセージフレーズ群を多チャンネル磁気へッドにより

選択再生して完全なメヅセーづとして編集するもので,テーづデッ十 20

台余を使用してヌⅡ占するメッセーづフレーズをピ,,クァ,,づし,全長約 16

秒のメ,,セーづを約 3,000種類アナウンスするととができる。

との装置は故障内容の通報以外に生産情報の通報,各種案内アナ

VAS-290形音声通報奘置テーづデヅキウンス等多くの用途が見込まれる。

●辛斤方式無イ亭電電源装置訓川1111川削1刑川州11111川川Ⅷ111111川11111川川1111111{1111111川削1Ⅷ111111111111m棚Ⅷ111111111111111111111111111m11111111削11"11111111111川111111111111111川1111111"111111川111111111州11111州肌11111削川肌1肌川1111111111仙1馴肌!"11111俳111U

量化(従来の約40%)が実現でき,電力利用効率の高仇到!想的な無最近の 1ネルギ危機を反映Lて省エネルギ電源の要求が強くなってき

停電電源装置の笑現が可能となる。写真は 3kV八無停電篭源装靴ている。無停電電源装置においてこの要求を満たすためには,個別

について従来方式と新方式の外観比絞を示す。機器の改良だけでは限度があり,システム全体に目を向けた改良が必

要である。この治眼のもとに順逆両用変換器を開発した。

順逆両用変換器とは,インバータの持つ電力

1 、A,^リ1",

、 A-ー、气
、.ー"".、"、.'」"ー、ー゛ミ.^ー.^^ヘー

＼

」可' 0 /T
ー,、'、塁"','ぐ◇ゞ"ノξ

、,,、1 ,L"一三"
Aく、,ゞi l.゛三',
,で.Υ七*,"、Nゑ

・'心,ー¥ー'呈^ゞ
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ご

名

インバータ

^.ニゞ弐六ナ「單、,、,学「゛エ

燭

J 、ノ」^↓

jJI 、J

気゛ゞ、、イ',、,グ゛、1,、,,"

の可逆性に着目し,従来のインバータをそのま

ま用仇てその入出力いずれの方向忙も制御で

きるようにした、の,ナなわちインバータと浮

動充電用整流器の機能を同時に兼ね備えた電

力変換器である。

との変換器を用φた無停電電源装置の動作

シーケンスの概略は次のとおりである。定常時

は商用電源を交流負荷に直送しながらとの変

換器を浮動充電器としてパッテリを充電し,商

用電源が停冠するとこの変換噐は自動的にイ

ンバータ忙切換わり,交流負荷に無暁断で電力

を供給しつづけ,商用電源が復帰すると自動

的に無解断でもとの定常状態に復滞する。

この変換器を用込ると,浮動充電用整流器

が不要となるため,従来に比べて大幅な電力

節減絲勺如%節減),設備価格低減,小形軽

占.'、区

叉レ

゛,芝声

短文の組合せによりメ

'りセージの編集をffい酉「{

の発着アナウンスなどに

使用する VAS-]0OEK

形等も稼動し始めた。

j '姦急

●抄■'券・,゛剖'、秘4七 y、、トψソ" 1yぷ

f二,1、、、、、
.ー^^'

C・'弓芽毛lyミニ'九)、,

整流器
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( a )

じ

瀬逆両用変換器

従来方式の無停電電源装置
(交流出力3kvA)

月

5ヤ耳= ゛J

"

(b)新方式無停電電源装置
RECTIVERTER使用の

場合(交流出力 3kvA)

無停電電源装置の従来方式と新方式の外観比較
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嘉 5.電子計算機と電子部品

小形電子訓'算機の分野においては四年発表した700に引続き《ME、

LCOM-COSMO》500及び300 をシリーズに加え,小形の分野では49

年発表の《MELCOM》80/31 に引き続き 80n1を出した。これによ

り昨今ますます多ブj面にご愛用込ただ込てφるミニコン《MEICOM》

70 とともに当社の新LineuP を低ぽ完成したわけで,本年はその

内容充実に一層の努力を重ねるとともに次代の計算機開発の基礎固
めを行っていきたい。

以上の本体とともに各種j司辺装鑛,ソフ1、ウ1ア等にもいろいろな新

鼎品,新技術を生み出したがその一端を併せて紹介した。

5.1 電子計算機と周辺機器

●《MELCOM'COSM O》シリース'乍目'子"言十算機朏1111削1朏剛Ⅷ11111111削帥川削111{111111川M11川11111馴州柳削柳洲剛開肌削11"}1Ⅲ1削洲111111棚111111111湘削馴削川11111川1111Ⅲ11刑削糊"11馴朏111111111111111111馴

《MELCOM-COSMO》シリーズは通産省の補助金を得て開発した最 モデル500

新銃のはノV(UD用電子計算機であり,モデル 900,700,500,300 の 4 モデル500 はシリーズの小位機種として開窕され,火形機が、つてぃる

機種から構成されており,大形から小形までの範囲をもれなくカバ 大容量ファイル,商速演算機能,多重処理機能などを機能的におとさ

している0 このシリーズは情報処理システムをサづシステムへ分散し, ず中形機の規模にまとめあげている。ローカルバッチ処理,りモートパッチ
サづシステムを共同利用することによる信頼性とか(稼)動性の向上と 処理,トランザクシ"ン処醒,りアルタイム処理を伝川寺に多重処郡できる汎

負荷の平均化を目ざナマルチシェア(Multi-S1狐詫)をシリーズ企体の設 用性を笑現して加る。また高効率伝送ソブ式によるデータコミュニケーショ

計思想として仇る0 計'算機はオンラインシステムからコンじユータ 1ツトワー ンと浩i速大容量ファイル奘置によるゞータベースを強イヒしてぃる。 LSI

クへ発展しっつぁりマ/レJシェアはとれらの要求に1心じるものである。 の多用とマイクロづログラムによる予防保守自動診断を徹底してぃる。
以下各モデルの特長を述べる。 更に,搬入,設置面積,温度確源条件を寛容にして導入,設鐘を容
モデルフ00 易にしている。

モゞルフ00はシリーズの上位中枢機種として広範な処理機能と高度の信 モデル 300

頼性を有している0 機能面ではバッチ処理,会話形式のタイムシェアリ モ釣レ300は高い性能と拡張性をもった小形計算機である。大容量の

ンづ処理,オンライン手ータベースの即時アクセスと更新を可能とするトラ 主記憶装置,10から50メガパイトの大容量ディスク,高性能の入出力

ンザクション処理,センサペースのクリティカル,りアルタイム処理,各種のコン チャンネ1レを接続でき,特に本体内蔵形の単回線通信制御装置と外部

ピュータネットワークを可能とするりモート処理を同時に並行して実行で 接続形の多回線通信制御装置忙より,オンライン機能が抜群に強化さ

きるオペレーティンづシステムを使用できる。またLS1の大幅な採用と最 れている。

新のマイクロづψ'ラムカ式と信頼性向上のための技術を駆使すること

により大幅にコストパフ才ーマンスと信頼性が向上してぃる。

43

マイクロづロセヅサは第2'世代に入り実用化の時期に1至したとφえる

が本編ではそのソフトゥエアと手パッグマシンにっいて触れた。応用例に

ついては他編で随所に紹介されてφるので参照いただきたー。半導

体索子と集積回路については数多くの候補項目があったが,とこで

は毎年新技術を多く出し,50年、特色ある新製品応用製品を生み出

したサイリスタと,高周波高出力分野に特徴をもつトランジスタに重点

をおき,その他ハイづり,^ド1C,マイクロ波半導体を力Πえて紹介した。

Z>後はこれらの発展はもちろノV,マイクロづロセリサ,り二卞IC,更には

超LS1の開発等に対処ナるべく努力していく所存である。

"ゞ'、^、◆一,,'ーー"、。"、01-、ー,ー,','*,、,,'ー'

炎1嘉乳弓,綴、",tlt111、fレ

'、.● 1ヤー1盆"'ず^'
'契/」,1,.'゛武ノメ'/jメ斗、ノニー

ーー'智'りノシー

5 電子計算機と篤子部品
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●《M ELCO M》 80 シリース'JI、升多冒司二子・言十算;幾削111111111肌1111111111111111111111"1111111111111111111111111削肌11111肌川11111削朏11111111111Ⅲ娜111111肌11111111Ⅷ1"11N1肌11Ⅲ1111"1川胤Ⅲ1削脚11{11Ⅷ1馴111{州11111削11111肌1Ⅲ1111{11111111Ⅲln

《MELCOM》 80 シリーズ/モデル 31超小形電子計算機では,国産第1位の突縫をもっ《MELC0八D 80
《MELCOM》80シリーズの最上位機種としく畔仟1」●年9門発表,昭シリーズに既存の《MELCOM》 86/88 に加えて,新た忙モデルH,

和50年5月から出荷を開始した。従来機種及びモデル11からのレベモデル31を発表,昭和50年5月から出荷を開始Lた。新しいモ手ル

ルア,づを考慮したモデル31は,とれら顧客の二ーズに十分答え,新規はハードゥエア,ソフトゥエアとも従来機に上ヒべて格段とコストパフォーマンス

ユーザはもとより,既存《MELCOM》80シリーズユーザで多数使用されに優れ,超小形市場での競合が一段と激化ナる中で,更にそのシェ

てぃる。モデル11と訓ーズで開発した「づ口づレス」言語の効果は子想ア拡大を期待し得る新鋭システムである。既に各方面で多数使用され,

以上で,対象業務Kより多少の進いはあるが,60~70本/人・月の高い評価を得ている。両モデルの概要を紹介する。

づ口づラム作成という尖績を上げ,今後の拡販に一層その威力を発揮《MELCOM》 80 シリーズ/モデル 11

ナるものと期待される。最近は CRT など各随端末と結ぶオンラインとれまく・4,000台以上の販売実績をもつ《MELCOM》 80 シリーズの

システム指向が多いので,とれらの機能掘冉長,性能向上を計'るための最新鋭機として,昭和50年5月東京ビジネスショー及び米国の NCC

開発を進めてゃる。ショーで同時発表以来,圧倒的な好評を得て既に各ブj面で多数使用さ

れてφる。

モデル11は従来機随の使いやすさ,導入のしやすさ,フj能性など

を継承しつつ,とれに最新の素子及び技術を用ψてハー"エア,ソフ

トゥエアをより高性能で多様性あるものとしている。

(1)マ}レチ小ルグを合むダイレクト入力による即時処蝉

(2)上b皎的小蜆模な一1舌処理

(3)小規模なトータル処郡

(4)ターミナルコンぜユータ

など広範なシステムに適用できる。特に従来機忙ない画則的な機能と

して',大容量ディスクファイ1レ(10MB)を 2 台のモデル 11からアクセス可

能なクロスコー」レ機構,3種の基木入ブル栞体を任意忙選択し得るモづユ

ラー構造及びコンソー}レナルタの 30字/砂と120字/秒の送択仕様な

どである。加えてづ口づう厶作成の省力化をねらいとした簡易言語

「づ口づレス」,会話形に使用できるアヒンづラの開発により小形機の決定

《MELCOM》 80シリーズ/モ手ル U (フレ十シづル手イスクシステム)版にふさわしいシステムとなった。

●メモリ装置 11111剛肌11刈1111111111N1肌1111111"111111肌1Ⅷ肌1111111111111111111111"111111馴11!111朏1"肌1111111Ⅲ11111訓1肌111111111洲1肌剛朏IN1肌削11111111111111{1111{1"11"11馴{111111111N11馴11111淋11N肌剛111111"11川1!111{"11肌削1111111111肌1胤1111111111ⅧⅧ1Ⅷ1舳1111111111111111111111"1111111Ⅷ

低廉なパヅクが買われて中形機を始め,事務用小形機, コンぜユー電子計算機の歴史は,そのメモリ装置の開発とその効率的運用方式

タの分野へも広く進出している工ースである。発展の歴史そのものであるとさえ言われる。

超高性能磁気ディスク用素子の開発メモリ装置は最近大規模集積回路素子の遵入により,高速化・大容

ガうスモー}レドによるオールフェライト長寿命フレキシづルディスク用へ・りド量化が著しφ「内部メモリ」,と1酎意容量的に経済性よくとれをバックァ

ヘッドの開発により,ヘヅド並び{C フレ十シづルゞイスクの寿命を飛躍的k,ワづし,ハードゥエアとしては磁気ディスクをその主流とする「ファイルメ

延ぱし,減磁効果も少なく,分仰"指も高φへ,ゞドの製品化忙成功しモリ」の二つK大別できる。

最近の進歩はこれら装置の単位面積ないしは単位容積当たりの記 た。

憶容量,すなわち礁己憶密度」を向上するととKより,システ△が保

有できる紀憶容量を着実に延ぱしてきてφる。

当社における新たな進歩の例捻次のようである。

大容量ICメモリ装置の開発

1チッづ4Kビ,,トの LS1素子を用いて総容!辻128Kバ什のメモリシステ
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ムを開発した。高仏信頼性を硴保するための斗;子のスクリーニング技術,

奘擶ソ)i珍断ノj式1て数々の新しいヨニ犬がなされている。

高性能磁気ディスク装置の製品化

従来の M836 形に比べ,トラック搦投を抵ぽ2倍の 370トラック/インチ

に向上して,つぎに示す二つの新機種を開発Lた。

1

憐 燕

M2837 は IBM器36一Ⅱ相当の 12枚形ディスクパ四クを装着するもの

である。 M2850 はこれを経済性よく小形化したもので5枚形の1寺
ノ

殊パ,ワクを装元;する 1二ークな右のである。優れたコストパフメーマンスと
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●《MELCOM》 70 ミ

《MELCOM》70ミニコンピュータは昭府147年忙窕売いらい4年伺を迎

え,安定したハードゥエア性能と高恬頼性,またますます充実かつ豊

富なソフトゥエア群とにより着々と実頴を重ねつつぁる。更にミニコン

応用がビづネス分野へ広がりつつぁる傾向を索早くとらえ井司努処理用

着'語として大形謝'算機のCOBOLに匹敵L,ミニコンの手幌さを十分

に活用できる上位言語としてBPL(B郡in0隔PN舵闘ing L田唱U昭.)

を開発し,豊富な周辺端末機剛北あわせ明日への飛躍を着突なもの

としてφる。以下に代表的なミニコン応用例を小心に最近の開発成果

を報告する。

三菱石油(株)納めデータステーシ.ン

全国17力所に散在する油そう(槽)所,石油基地に設貿された《ME・

LCOM》70データステーションと東京本社忙設置されている B-6700ホス

トコンビュータをD 1回線で接続し,日常業務情報のりアルタイム交換を

行ってφる。 B-6700 との今回の接続により1回産機・外国機の全機

コンビュータ 1"1111111刑1"1111111剛洲削削州肌11肌11脚11"1胤1111111111川川11111肌111111111肌11111削川11111肌111111111111{11肌1洲11脚"111111蹴111Ⅷ11剛1Ⅲ111111111111111111111111111111111111111則州1則11111糊m111111肌劇1馴

● 6680通信制御処理装置(コミュニケーシ"ンプロセッサ) 1Ⅲ1肌川削岫1Ⅲ1肌11Ⅲ肌川1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢ川ⅢⅢⅢ1馴川肌11111剛Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ剛Ⅲ11脚剛川111111Ⅲ1削1Ⅲ1ⅢⅢ1111Ⅲ1ⅢⅧⅡ

通信制御処娜の高度化,大規模化に件い,ホスト計算機とは独立に通

信制御処理を行い,ホスト計算機をその本来の処理忙専念させること,

及び,端末/回線構成の変更忙際し,オンラインで使用しているホスト

計算機づ0グラムの修正を最小限にとどめることなどを倒的として,

通信制御処理装置の導入が,脚光を浴びつつぁる。この6680通信

1制御処理装置は,上記の昌的に沿って,《MELCOM-COSMO》シリ

ーズの一瑞北して開発されたものである。通信制御処理装貿は,

コンビュータをべースに,各種の通偏制御処醐に柔蚊に適応できる多重

逓信制御装置を組合せて構成されている。これKより,制御予順,

伝送コード,伝送速度等の変更を,ハードゥエアの変更なく,ソフトゥエア

のみで設定可能巴なっていることが大きな特徴である。また,通イ'_;

制御処理装置専用のソフトゥエアーCNM (コヨユニケーションネットワークマネー

ジャ)も併せ開窕されてⅥる。この CNM とホスト計算機のインタフェ

ースとして,端末制御手1順に依存しない標準的コマンド辯が設けられ

ており,ホストづログラ△の簡単化,標準化か図られている。この 6680

通信制御処哩装置は,フロントエンドとして,またりモートコンセントレータ

として,複雑かつ大境椣な通岱制御処到!に幅広く適用さ北つつぁ

る。

種についての接続経験を得たことになる。

某販社納めマルチビリングシステム

ピ,ネス応用の一典型としてのマルチビリンづシステムを某販社{C納入し

た。端末として新ピリング端末を採用し,ピリング用 OS として開発さ

れた BPOS を基本としBPL言語により帳票発行を行っている。

通商産業省納めRBS70システム

M3妬カラーCRTディスづレー装置を会話形端末とするりモートバッチシス

テムを納入した。ホスト計算機は NEAC2200シリーズである。当社と

しては《MELCOM-COSMO》,1BMシリーズ等に引き続仏てのRBS

ーフ0 システムとなった。

内外電気(株)納めビル管理システム

ピル管理の一元化構想に基づくシステ△の処理装置として《MEL・

COM》70 を納入した。ビル管理の自動化は群f代のすう勢であり,

この分野における《MELCOM》70 の活對肋"引待されて仏る。

●ディスプレー装置 1111剛馴辧11111111'1肌朏削娜Ⅲ剛網11111洲1剛馴11"1剛111111NIH111削川11111肌11111剛削111111111剛湘馴111111"11削肌111"11111111111111111111棚1}111川削1朏11111川削肌1"1111111剛1削11"11Ⅷ肌Ⅲ11111ⅧⅧlm1Ⅲ朏削剛111111111111111馴Ⅷ1ⅧⅧ

各種ディスづレーラインアッづの拡充とディスづレー端末のインテリジェンド化

に対応した新製品の開発を行った。主要内容は

U)パネJげイスづレーの製品化と系列化

(2)大容量表示(3,200文字・ 7色カラー)プイスづレー

(3)高性能漢字ディスづレー

(4)インデJジェント手イスづレー

(5)各種ディスづレーの共通技iホル L,てi貳男Vh去,マイクロづ0ヒヅサ 1對

連のソフトゥエア肝仔ξツールの確立

(1)のM2306/M器06T パネルディスづレーは従来の CRT ディスづレー

に比べて極めて薄形,小形,軽量,表示文字が大き q咋明くかつチ

ラツ千がない,ワオーマ,"シート付加で固定項目の見出し表示が可能な

どの点で顧客の好評を博している。

更に伝送インタフェースに従来のボーリンづブj式の様かフリーランニンク

力式の Tタイづも加え系列化を副・つた。
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(2)のM2397 はづロセス制御の分野で有効利用されている M3鮖の

上位機種として,20形カラーCRT上に文字Ⅱ4種,固定図形63種,

任意図形320種までを80字X40行の形式で表示可能である。オづシ

ヨンとして重ね合わせ表示,倍サイズ表示,トレンドグラフ表示が可能で

ある。

(3)のM23聞は固定画面の1人」蔵,フォーマ,汁チェ,,ク,豊富な画面編集

機能を備えたインテリリェン1◆楊末で,漢字表示は浩iつ・打蠏能カラー CRI

上に 1文字30×15ドッ1、と高品質で表示でき,漢字入力は発光ダイオ

ド巴ライトペンを用φた操作効率のよいテーづルルックァッづ方式である。

(4)のM2350 はマイクロづ0セヅサを核にフレキシづルディスクを基本{て組み

込んだインテリジェント手イスづレーである。 M345 の諸機能をフルに生か

したうえオフラインデータづール,固定画面の保持,オペレータガイダンス表示,

インづツトチェックが可能である。

45

ぞー一僅牙サず

6680通信制御処理装置

二

!
志
」
ー
ノ
ー
ー
ξ
才
 
1

、
、
,
、
^
j
、

゛
、
努
曝卸

ー
、
}
ニ

畷
"
膨

.
'

.
'
疑

寺
4
 
ガ
づ

'
■
●
、

謬
む
一

二ミ

支
ヲ

主
'
,



●言十算機1怠合言窒言十自重カイヒシステム 1111111111m{1k111"111111湘11111111111{111削Ⅲ1剛制馴馴朏1111i1111肌肌Ⅷ1{1"削剛叫鬨肌Ⅲ剛11111淋1"11馴1111削削Ⅲ1馴洲11111削燃繊11"111111削肌111淋111朏IN1州馴11"11111111111川肌削川1111111"1

ものである。計御.機などの人燭模論郡装胤の災装設計,熱設計及び関連する製造

・検査データの作成は,計算機を駆使した自動設計忙より行われる。

当社の電子計算機《COSMO》は,図忙示す設計データベース(EDMS)

を核とする総合自動化システ△により,開発・設計咋業が実施されて

いる。 EDMS は汎用データベース技術を1心用 Lて,各種の多様な自

動設計づログラムを情報システム化し,各ステリづ冏のインタフェース,

タの一1舌管幽!を行う、ので業界忙先がけて開窕された。

このシステムは、従来に比して月動設計の効率が叡{昂Cなることが

モ手ルフ00 等一Cの災JU で確認されたが,また計・算機の LS1化による装

置と集禎回路の各設計問の円滑なインタフェースの要詰等,将来のイン

パクトにも EDMS ファイ1レの増設により容易に対1心;できる。

現在,上記システムに数値計算法による熱解析づログラムの援菊訓金討

'1・.である。熟解析づログラムは確・f計算機の熱的環境条件,構成部品

の回路条件及び実装条件を入力として,各部■の熱環境を遵き,格

子分割法により熱郷"斤を行う、のである。各格子は,格子温皮を T',

格子発熟量を oi,絡子問の伝導,対流及びふく(幅鴻・1の3伝熱要

素忙よる熱コンダクタンスを Cijとすれば,々'=TiΣCリーΣ CりTjな
J

る熱平衡式が成立し,との方程式を鰄K ことにより各部品温度が求

められる。との解析f法は,一般鼈子機器の熱設計にも利用できる

@データベース管理システム 1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11俳Ⅲ11削11111ⅢⅢ1Ⅲ瓣Ⅲ1Ⅲ!1Ⅲ111淵111Ⅲ11Ⅲ1111111Ⅲ11ⅢⅢ11ⅢⅢ1111Ⅲ1Ⅲ1削Ⅲ1Ⅲ111川11ⅢⅢ11川ⅢⅢ1ⅢⅢ11Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ1!ⅢⅢⅢ1Ⅲ11111Ⅲ111州1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ1111ⅢⅢ111川棚馴Ⅲ11川11Ⅲ1Ⅲ1刑11Ⅲ肌1Ⅲ111Ⅲ肌

データ

ゞータベースは,ータをその値だけでなくその愆味をあわせ保1寺して自

立しているととろにその本質がある。そのことが単にデータの値だ

けを保持する従来のファイルを対象とする処理!では不可能であった,

データの統合共有化,づログラムのデータ独立性,などのデータ処理!の1製

界を超えるととを可能にし,データベース管理システムが多人な刈待で

、つて迎えられるゆえんである。

手ータベース管即技法は種々あるが,小で、かつて COBOL を生み

出したCODASYL委員会のDBTG提案は理想に走りすぎるととな

く,呪在のテクノロづ水準に立脚した悦突的なモデルとして浩K■ξ仙i

できる。《MELCOM・COSMO》シリーズにおいてサボー1、されて゛る

手ータベース管理Dステ△はとの提案モデルにt他拠している。そのシステム

で採汗」された方式技術上の主要特長を要約すれば次の4点である。

(1)ゞータのレコード自身にボインタ情報を埋め込む形によりネットワ

ークデータ衞造を実現Lており,その結果極めて複雑にインテグレートさ

れたデータ統合保有を可能にしている。

カード設計

ファイル

ゲート割什

IC配霞

パターン設計

、.ノぐ、

、、
、、

パターン設計

布線設計

'~

＼

パターン検査

機能検査
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＼
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●マイクロフ゜ロセッサの応用1支郁i NN1111111"11削1"111m1111111W111"111111111洲li1淋1111111111馴肌111111111111111111111111肌削11"1削1側11Ⅷ1川111111111{11111朏111111111111111!削11111111111111川11111肌1111111111削馴川11111川11Ⅷ11111Ⅷ剛11111川11Ⅷ1111川lm11Ⅲ

当社としては,ソフトゥエア開発をより容易にするための基本ソフト

ウェアとして,クロスアセンづラ,シミュレータ,モニタ,クロスコンパイラ(PL/1μ)

及び補助づログラ△類を開発するとともに,多種多様なソフトゥエアを

管理する管凱体制をも確立しつつある。

また,システムデバッグをやりやすくする力'法として,まず機器のモ

ジュール化と,そのインタフェースの標獣化を図るととも忙,従来のハー

ドゥエアデバッグにおけるオシロスコーづの役割を果たすとも言えるデパック

マシンの開発を1テつた。デバ、りグマシンと1皮デバ.ワグシステムとを標Ne インタフ

エースを介して接続するととによって,システムテストを効率よく行うと

とができる。

とれらのサfート技術を背殿忙して,端末機器をはじめ,各種機器

へのマイクロづロセッサの1心用を並行Lて進めている。

熱解析

パターン検査

布線検査

マイクロづ0セ四サも第2 世代に入り,突用化の時期に達したと言える。

当社にお仇ても, Nチャンネル MOSづ0セスを用込た,1チ,,づの 8ビッ

ト並列処理可能な高性能マイクロづロセリサ, M-5釘10S を畔拶§し,供

給体制を整えた。

マイクロづロセッサの出現は,名・所に各様のインパクトを与えて仏るが,

小でも特忙次忙示す影桝を無視するととはでき女゛。

(1)ソフトゥエア開発人口の爆発的増加。

(2)ハード,ソフトがらみの, V、わゆるシステムデバッグの必要性揃人。

これらの闇題は,マイクロづロセッサが実用化された場合の本質的な開題

であり,今後の課題と、言えるが,主ず,ソフトゥエアの作成を容易

にするためのツールを整え,かつ.ハートがらみのソフトゥエアデバ.ワグを

容易に行えるゞパ,,グ方式の1除立と,ツールをK倒愉するととが必要で

ある。

(ーーーーは検討中のシステム)

(2)データの属性,配列力'式,繼造,アクセス制御,物廻括ι憶媒体へ

のマ,,ビング方式,などの定綻情報を緻密に記述できるための専用言

語を提供してそれらの面を人の管理に京かせるーヅj,りカバリなどの

面にシステムによる自動管郡機構が充災されて込る。

(3)手ータベース全体の定"計肖報を保持するス十ーマ,とそのサづセッ

トで個々の千Ⅲ打者がアクセスするデータベース削拓ナそれぞれの定霧情報

を保1寺するサづスキーマ,の 2レベル定美機+"によってユーザづログラムの

ゞータ独立性を商めている。

(4) COBOL 等のづ口づラムでネットワークデータ楢造の小を自在1び伉

行して剛内とする手ータをアクセスするための多様なサづルーチン"WC

加え,1ンドユーザのための使いやす゛会話形式言語のユーザインタフェ

ースを提供するとともに,オンライントランザクシ"ン処理も司n指にしてい

総合設計自動化システムの構成
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●工業用言十算機ソフトゥエア技1村',1111111辧1Ⅲ1111111111m11湘側馴洲肌削肌削川111111f111111削肌削馴朏111111k11肌11H11111111111胤1111削馴削朏剛馴削11111剛胤11111削削1111肌11n11i11111"1111111111脚11111馴IN11m11111則11111捌川11W1柳

工業応用のための高位言語として《MEI,COM》 350 用に開発した

CONFORM一Ⅳは,既に突時冏処郡1心用分里アでの獣り打性,とくに災

打1時性介Eの袷1さを力Rす災急1をあげてし、る力§,そのコンパイラの1段適イヒ

処理を更に強化して,性能向上を施Lた。最新の

機種無依存の最適化技法だけでなく,機械の構造

に依存する領域まで最適化乎法のヌ、1象とする技術

を実用化したととが特長である。

浩H立言誘のもうーつの類である瀏踵向き言隔に

つφても, MDSS-30 及び MDSS-7 の整備と実

用化を進めており,とくにミニコン用の MDSS-フ

では,システム記述の高位言語化によるボータや庁イ

(任意機種忙よる言語処脛)と各機能要索のモジュ

ラリティを押し進めた。

ソフトゥエアを装荷した状熊での計算機システムの

動作解析と負荷予測の技術はシステムの定量評価及

び定量設計のために重要性を増しており,とのた

めの有効なツールとしてシミュレーシ.ンづログラ△が注

目されている。この分野で数年来,基礎的検討と

づ口づラム試作を続けた結果,イベントを逐次追跡し

瞬時の負荷状況を求める方式によるづ0グラムSS

MC と,待ち行列理論を基礎として計算機システム

をモデル化し各要素別に平均的負荷状祝を求める方式忙よるづ口づラ

ムSTOC の開発を完了し,実 Dステムへの適用に入った。

オペレフタズ
コンソール

5.2 半導体素子と集積回路

●局耐圧大電カサイリスタ F丁 100O BV 剛111"1柳洲1"11剛1111胤剛航削{1111Ⅲ1削帥11111削淋111111N1川削馴11i11淋11!11川11ml"}111111111}1朏剛1111川111111"111馴11i11111111111削川lm1川1Ⅲ川剛111111111111Ⅷ111111111m1111111111111111

ロギングノアナウンス

タイプライタ

オペレータズ
コンソール

プログラム

オフ確圧 4,00O V,平均オン電流 1,00OA の胎Ⅱ耐圧大電カサイリスタ FT

100OBVの開発を完了し量産体勢に入った。平形圧接構造のとのサ

イリスタは一般用大俺カサイリスタとしては,笑用化された製品ヰ・.で最

火級の制御容量を有するものである。この素子は実用上十分な優れ

た動特性を有し,同路設計上の重要な動特性として, dudi釜200

A/μS, dv/dι竺11,00O V/μ.,ι。/茎800 問の定絡を有する。これらの諸

特性の内, dudι, dwdι特性は列吽寺のゲート構造を用いるととによ

り,また如特性は商比抵抗層でのライフタイム制御技術の開発によっ

て実現された。この素子を用φれば,レオナード等のモータ制御装置や

フりヅカ1坊止共跨などの大電力1心用機器を更に高性能化することがで

きよう。

システム

タイプライタ

.

アナログ

スキャン

プログラム

メッセージ

ライタ

オンライン

ユーテイリティ

「ーーー

ディジタル

スキャン

プログラム

リアルタイム
モニタ

RDM

0-

金＼1,g、^W^

ポイント
ファイノレ
アクセス
ノレー→チン

高而1圧づレーナ形サイリスタCR 02 AM

●局耐圧フ゜レーナ升多サイリスタ 1"11洲肌11111剛削削川11111削111"1川11111肌剛川111111"11航111111i"1削11111洲1111111"1朏1Ⅲ11{111削1{11111111肌削肌脚111i1川11111馴11111川11111川州1,11111111"11111111"1Ⅲ11111111川1ⅢⅢ111111削11Ⅲ1111Ⅲ111Ⅲ11Ⅲ1111m1111111111

サブレペル

プロセッサ

このたび定格オン電流3舶mAのづレーナ形サイリスタCR 02AMにお

いて定略電圧50OVを肩する商而畑三素子の開発に成功し量産K入っ

た。 CR 儒AMの定格電圧の範囲は従来50~卯OVであったが,

定格1酷E50OV の素子を竹掲ととにより CR 促AM の冶薊札モ化

の市場要求に応じることができるようになった。とれにより今後

CR 02AMの応用範囲が更忙拡大される、のと期待される。従来づ

レーナ形サイリスタは,その檎造上通常の製法では高耐圧化が困難であ

つたが,高偏頼性を肩し,しかも高歩留まりで高而J圧化を可能にす

る当社独自の接合形成技術及び表面安定化処理技術を開発した結果,

定格雄圧50OV とし、う高耐圧づレーナ形サイリスタの量産化に成功した。

との素子の1寺長としては次のよ 5 な点があげられる。(1)チッづはづ

レーナ形構造を肩し量産性に富み,安定した表面処凹功功琶されている

ため信頼性が高い。(2)アセンづリ構造はりードマウント形で,シリコン樹

MDSS

デイレクタ

0-

応用
プログラム

MDSS

ヲニ^^ンノ

MDSS-フォンライン処理系の構成

47

な準
ファイル
システム

MDSS

制御
アルゴリズム

__コ

(標準ソフトウェア)

袖i耐圧大電カサイリスタFTI00OBV

出力

プログラム

一

5

＼＼_、y

電子計算機と電子部品

脂モールド外奘のため絶緑性かよく,難燃性でかつ小形軽量である。

(3)商而1圧(eーク耕め返し才フ枢圧及び逝電圧.50OV,ビーク非繰

り返し逆〒卿E.60OV)を有している。(4)定格IE圧以外の電気的

特性は従来の定略1如150~40OV の CR02 AM の電気的"性と同

じである。
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@半導体感熱スィッチ素子 1Ⅲ肌11"1111111Ⅲ1洲111111肌仙肌削11111馴1"111111111"1削洲削{N111111朏1削川111i1胤1111111111肌湘111111111胤11111馴lm111111!m111111m1111111胤削11111肌剛剛洲lm111"1川11111削11111削柳1"1111朏11111胤削洲11111肌削肌仙

世界にはまだ類をみない全く新しい半導体感熱スィッチ素子を開発し

た0 この新素子は小さな半遵体片(0.5×0.5×0.2mm)に PNPN接

合を形成し,ーヌ、1の主電極と制御電極を設け,写真のように金属製

のケースに気密生ナ止したものである。

定格ビークォフ電圧200(Ⅵmax,定格平均電流200(mA)m鯉でオフ

電流,オン電圧はとのクラスのサイリスタと低ぽ同様である。オフから

オンへのスィッチンづは 40~180゜C で起とり,とれは仰胸Ⅱ尉亟によっ

昂勇 卓て自由に制御できる。

11 11 11すなわち湿度センサとスィ,,チの両機能を備えて仏るのでサーミスタ
ームー劃、1

1 !
{j l

よりも1回路が筋略化でき,自己保持作用があって,スィヅチ温度の電
J /」

気的な制御と,小形で1!吋妾点であるととなだのユニークな1、b長がある。

従来のサーミスタやサーモスタ,トの1心用分野だけでなく今後これらの,1寺
長を生かした新しい応用明兆、期待される。 半導体感熱スィリチ素子

●超低雑音トランジスタ 2 SC 1919 剛11111剛湘岫1肌洲11111川馴削1朏11111洲1朏1Ⅷ馴川11111川1"1削胤削1111111!11肌11111肌111川11Ⅷ1!111111111ⅢⅧ11剛1111111111肌剛111111俳剛川馴削胤川lm1111削馴削朏棚棚W轍脚1脚

2SC1919 は,袷藷蚤ナJアンづ用{C,新たに開発された超低雑竒トラン

ジスタで, VC三0=50 V,1C=10o mA, PC=20o mW の樹}」旨モ_ルドタイ

づである。

低雑音化のために,当社で従来より低雑音トランジスタ2SC1312,

2SC1313 に適用してφる金属酸化膜処理技僻i及び低濃度拡散技術

を更に進展させること忙よって,表面の安定化と拡散時に誘起する

結品欠陥の低減化を図ってφる。その結果,特に低周波領域の雑畜

(いわゆる町f雑毛りがほとんど左いレベルまで性能が向上してぃ

る0 図は雑音指数NI'の刷波数特性で,当社の低雑音卜うンジスタの

緋音性能の向上の推移を示ナ。昭和42年に開発された 2SC871は

金属酸化膜処理技術を適用しており,昭和46年に開発された 2SC

1312,1313 はこの 2SC871 に適用した金属酸化膜処理技術と新た

に低濃度拡散技術を適用して,大幅に雑音特性を改善した。そして,

昭和50年に開発された超低雑音トランジスタ2SC1919 は,更に低周

波領域の雑音を改善し, j=101セで雑音指数NF=0.9dB と抵と

んど刀ノ雑音がな仏レベルに到達している。また,小電流領域の

h1三の低下がヲド常K少なφ(直線性が良い)ので,音声増幅器とし

てのひずみ率,音質等の動特性の改暫、期待され,前述の雑音特性
〆

100 300 Ik 10k3k 30k

と相まって,高級ステレオやテーづデッキ等のナJアンづ用として,各高 周波数/(HZ)

網1機器メーカに使用が期待されて仏る。 雑音指数の周波数特性

@局速度大電カスィッチングトランジスタ 1Ⅲ肌111111111111111m1111111川1111111111削1111111m111111111111111111削m1111111111削川m11111111111111111111111111m1111111州11111川削川川川1111川11111111111111111111削1111111111111Ⅷ剛削m111111肌肌肌舳脚

小波ラづオ放送送信機用として,シリコンNPN 3重拡散形高速度大電 T250-10 C については VC五0=250V,1C=10A,アC=150工入7 ' S

カスィヅチングトランジスタ,試作形名T350-5C及び T250-10C(TO-3 0.2 μS,'.ι。S1 μS,τ/全03 μS(@1C=10 A,13'=-1&=1A)の特性
パヅケーづ)を開発した。 を得た。

とれらのトランづスタは,従来の大電カトランジスタのスィヅチング速度 またこれらのトランづスタはスィ,りチングレ半ユレータ,インバータ永どの冬

より極めて高速なため,送信電力lkw (せん頭電力4kNV)の1、P波 種雁源にも1心用が翔待される。

ラリオ放送送信機の固体化が実現できた。

'・P波ラづオ放送送信機用トランづスタに要求される特性は,(1)耐圧

が局く電流容量が大きい,(2)安全動作領域が広φ,(3)スィッチンク

速度が速いこと,などである。

とれらの要求を満たすため,パターン,コレクタ高抵抗届の抵抗率と

厚み及びべース畷永こっφて最適設計を行うとと込に,コレクタ高抵抗

層における少数キャリアのライフタイムを精密に制御するととによって,

T350-5C につV、ては VC三0=350 V,1C=10A,,C=10OXV. t '

0・21唱,ι.ι0竺2 μ■.ιj冬0.351'S (@1C=5 A,1β.=-1B,=1A),また

5.電子計算機と電子部品

10

49

9

8X

7

6

5

4

X

3

2

2SC871

Ta=25゜C

VC三= 6V

1Ξ=-100μA

πC=.10k倉
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● U HF . TV 中継装置用 40 VV 出力高周波トランジスタ 111111"11川{肌Ⅷ1削削脚1"1111111州脚川1肌1則馴Ⅷ1111馴111111111111川肌111111111111111川111111{11111111111111111川肌111N11111Ⅷ11111111111削111!11如肌11111111仙

MTH0豁の出力電力・コレクタ効率一入力電力特性を図に示す0UI・{F ・ TV 中継装置は,定格出力 10OW1クラスのもの、,小形化,

高信頼度化,低消費透力化を促進するため,冏体化が行われている。

とこに紹介する M'Π・1036 (フ70M壬b,25V,40田は, UHF ・ 1V

中継裴置電力増幅部に使用され,次の特長を有している。

(1)高利得で,飽和出力が大きい。(G延=3.5dB,四Ⅸ&げ)塗45W)

(2)直線性がよく,低ひずみである。(直線出力釜33W)

(3)広帯域である。 q告城幅竺60M1功

し1)破壊耐量が大きい。(P。=40W にて負荷朋放,知絡に而1え

る)

(5)小形歪那言頼度パッケーづ。

これらの特長は,安定化抵抗を為'する高半占度のマルチセ1レ方式パターン,

及び高恬頼度のハーメチックシールセラミ,クパッケージの採用により実現さ

れて込る。またパッケージ内部にそう G而)入Lた MOSキャパシタとポン

手イングワイヤ及びパ',ケーづりードの有するインダクタンスとを組合せたイン

ビーダンス変換回路により高入カインピーダンス化を1刈り,回路整合を容

易ICし,広帯域特性を得やすくした。

● 80OMHZ帯移動無線機用高出カハイブリッド1C

移動無線機の新しい周波数帯として80OM1し帯が国内外で注目を

浴びている。すで忙米国では,1974年6月忙 806MI・b~947M11.

を移動無線機用に開放することが決定しており,我が国て1電波

技術審議会などKお込て技術的検討がなされて込る。

とれからの移動無線機は,小形化,高信頼度化を促進するために

受信部だけでなく送信部もIC化が積極的に進められよら。

ととに紹介する高出カハイづりツド1C (MA7703)は,上記800

MH"帯移動無線機送信段用である。寸法は 71mmX23mmxH.5

mmで,リードは入出ブリ揣子の外に 3本のコレクタ供給電圧印加端子

を有し,任愆の段で APC (Autom舐ic poW吐 Con廿01)がか{ナられ

るようになってφる。アースリードはなく,ヒートシンクがアース端子を兼

ねている。高周波特性は,図に示すように 810NΠセ~860M1セの

帯域で出力電力 8W以上,総合効率40%以上(@V卯=12.5V,

P仇=0.5W)が得られる。このため 5W出力無線機の送偏段用と

50
Ta-25゜C

VCC=25V

/=フ70MHZ

40

30

151050

入力電力 P・(W)

MTH03611_{力電力・コレクタ効率一入力電力特性

1Ⅲ1削棚1Ⅲ11ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ1111iⅢ1Ⅲ11Ⅲ11胤1Ⅲ111Ⅲ剛川肌111ⅢⅢ1削刈剛航1Ⅲ1Ⅲ11剛肌Ⅲ1Ⅲ}1111Ⅲ馴川淋Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ11削削剛ⅢⅢ1Ⅲ洲削川ⅢⅢ1Ⅲ剛Ⅲ11Ⅲ[

アルミナの沌膜基板上にストリ、ワづラインとチ,,づコン手ンサを用いて形成し

た。

20

して十分な出力を有して込る。 840830820810

周波数 f(MHZ)このハイづり,ゞド1C に内蔵されているトランづスタは,専用の小形パ

MA7703出力電力・総合効率一周波数特性,,ケーづに組み込主れ,高入カインビーダンス化されている。整合回路は,

●マイクロ波半導体素子 11111111111"11111111Ⅷ11肌111111肌肌11111川肌11111削削Ⅷ川削1111削削111111m1111111111削11111{畍11"111111111111"11111洲削川11"111111肌11111111111111肌11111Ⅷ111111削111111111脚11111削馴瓣朏11111111111!m111111川1111Ⅷ111111111"1111;111"1Ⅷ1川1川

下が推定されるようになった。また GaAS インパ,ワトダイメードでは,瓦

儒頼化を戸差Lた P〕N接合りード形の開発を行一, Xハンドてり{ルス

10
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三菱電桜技報. V01.50 ・ NO.1・ 1976

GaAS SB (schottky Ba北ieo FET では密着露光プj式の 1μmゲート

作成技術,堀込みリフトオフ法及びサづミクロンエビ結品成長技術などの

開発により,最大発振周波数fm鯉 50Glb,6G1いCおける雑音

指数 3dB以下,利得 ldB低下出ブJ9dBmが裾られた。写真にと

の GaASSBFEf の外観を示す。

低消費電力機能索子材料・として注月される G、1、式Sb の液相工

ビタキシャル成長では, Gasb及び lnsb の基板を用いてキャリア濃度が

101二Cm-3オーダの n形結品が得られており,0.4'之SO.87 の組成の

もので室温でコヒーレントな電流振動を認めたが,その振動開始しき

い値電界は 400~90ovkm であった。

ガンダイオードでは高信頼性化を図って,故障率50OFit 以下の突綾

を達成した。更に材料・から信頼性評価までの各づロセスの改善,治工

具の改良など忙よりとの量産化基礎技術を確立L得た。

Siインパ、,トダイオードでは,接合温度 200゜C での故障率 1,00OFⅡ以

ー^
ー^
^
^
^
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80

出力 21W,効率Ⅱ%,

CW出力 2.5W,効率21%

を得た。

その他,12GH.立体平

面回路低雑斉コンバータ用

GaAS ショ,ワトキパリアダイオート

を開発し,変換投失3dB以

、ドの好結果を得た。
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6.システム

世の1・ヤでは,システムという言葉ほど,多角的に使用され,生活に身 を忌避する傾向があること。

近に使用されている技術汗恬吾は少ない。重冠メーカの主力製品であ (5)我々の生活を取りまく社会は,恬報過多の捌象を占_1し,迪確

る電力,鉄鋼などのづラントものには,多くのシステムが,ふノVだん なM報の伝達と処理に即時性が要求されるとと。

に包含されているし,レーダやテレメータなどの確子機器も,システ△を このような社会偕勢の転換が見られるに、かかわらず,との種のシ

綱成する。とこで取り上げるシステムは,我々の生活につながりの深 ステムの受入れ側の態皮は,決して秤卵劉内であるとはいい籬い画iかあ

い水処理,流通,防災などの社会関連システ△,労働条件D改善を仕 る。かつての産業優光, GNP重視の社会では,生産物っ品質や生

かる省力化 bステム,一部のづロセス制御システムなど今後刀発展が刈 画詐上の向上にっながるシステムの投資に対しては,極めて意欲的であ

待されるシステムを紹介する。 つた反面,非産業,非生産分野でのシステム化は,前向き投資と見ら

こうしたシステムの二ーズが生まれてくる桜底には,それなりのネ1 れないだけ忙,急激な需要の伸びは,当面期待できないかも知れな

会的な背景があることを見逃すわけにはゆかない。 い。例えぱ,防災システムにつ込ていえぱ,高層 Eルや地下街におけ

(1)商成長の時代から低成長への移行{C作って,産業憐造Di松換 る安全に対するー一般大衆のえ翫織は商いとはいえず,他方では,システ

が余儀なくされること。 ム化の推進側,供給側純も,その重要性を説得させるだけのシステ△

(2)環境保全,福祉優光の政策が,今後,ますます強化されよう 評価技術が硫立していない点にも問趣がある。今後の重要な研究課

としているとと。 題であることは疑わない。

(3)我が国人口の年令構成に火きな変化が見られ,平均メj1命の仰 こうした社会情勢下{Cあって,ー・ガでは,不況の苦籬な時代にあ

びに作う就労人口に老令化が進むこと。 りながら「米来を開発する三焚電機」は,昭洞150年皮に,以下ビ紹

(4)生活レペルの向上,生活様式の多様化に伴って,ハードな屶削 介するシステムの開発並びに納入を槌極的に屡開Lてきた。

6.1 社会関連システム

●恵秀仔山トン才、ル中央管伶U システム 1m11W11111川11111胤{1111剛肌11111川柳脚111111川削11Ⅲ111111m1肌Ⅲi111Ⅲ削Ⅲ111111111111川Ⅲ111Ⅲ11肌剛11Ⅲ削11111川ⅢⅢ1111刈111ⅢⅢ1肌11111川1削1111ⅢⅢ肌肌剛肌1Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ11肌1Ⅲ111111則川脚111Ⅲ

等の緊急対策のため[fV装確の非常連動,火災発生時の設備岡の

連け゛制御,交通渋滞検知,交通流予測による換気風量捌御たどが,

ソフトロづツクにて組み込まれて,適1漆な処織か行われる万全なシステム

となっている。

また,最小隈の監説制御」測乍はバックァガ饗1殴により計算機なし

でも行うことができる。速方監硯捌御装置は機能上から火別すると,

述方靴視制御装羅,逮隔測定装隈,送風機制御共置,分室用情報伝

送装碕の4種に分類され婁併乍納入されている。
(設倫り (制御桜暑劫

、

「十ψと自動車道危U邦ル1トンネル(全長 8,476m,幽耐血U何として我が1司

最長)に納入した中ヅy管制システムは,飯仕1コントロールセンターに設隈

され,制御用訓卸機《MELCOM》350-30F (ヨア 32K 語,ドラム副2

K語)を中心とした一括集小管理を笑施してぃる画則的な交通管制

システムである。その制御靴囲は,恋郡山トンネル及び網掛十ンネル(全

長 1,9心m)を含む「・誠_ド.川~駒ケ桜問 67km の全設備忙わたり,と

れらの設備からの膨大な情報量は,削'測値450,表示項目 5,000,制

鶴U貞目 3,000 に及び,速方監視制御裴躍《MELDAC》500 からサイ

クリヅクに伝送されており,約4秒ごとに手ータ更新が行われる。状

態変化による警報処理及びテレメータ量d戈監視は,引算機でオンライン

処理され,操作員に対するマンマシンコミュニケーシ.ンとして,系統表

示盤への代表的表示,最新の電子応用技術である簡易形図形表示装

隙での詳細表示により,設備状態が正確には(把)握される。同時忙

照明・電力・換気・1坊災・標識・1TV ・中波拡声・誘導無線と股備

ごとに分割された打榔乍卓から容易に逮方制御が実施されるワンマンオ

ペレーションの司能な管制システムである。

流弱mりた交通流の変化,予測しがたい出赦の防止,トン才ル内火災
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@=菱防災システムの開発 11111"1111111111111111Ⅷ11111胤11111馴{11}1肌11111肌1ι111"111111111111削11111肌11111111111川1111m1川111111111111111肌1Ⅲ1"11肌11"11{1111111肌11"111111肌11111111111"111則11111川肌11111棚11"肌11111111!111111111洲1111111!111111111{11111"11111111"1111111辧1111Ⅷ11Ⅷ

(4)防災端末機器作動状況づラウン管表示,途隔操作,制御,記録近午,都市構造の高密度化に伴い,ビ1げインづは大形,高層,深層

(5)効率のよい簡易データ伝送方式の採用と,これらを含めたシ化の傾向が著しく,その防災対策が重視されつつぁる。この傾向K

ステム自己診断機能対応して防災設備に要求される機能、次第忙高度化,多様化し,そ

(6)監視員日補〒J畊凍,可燃物・火、当、管郡, E干常'、検項目指示れに伴って白レの防災センタで収集・処理される情報量は膨大なも

など。《MELNICのとなってきた。監視制御操作の内容はますます複雑化を呈し,か

つ災害時の判断操作に無用の混乱と2次災害の誘発などを生じさせ

ないよう,防災設備のシステム化は強く要望されている。当社はとの

要望に先駆けて,総合防災システム《MELNICS》3 シリーズの開発に

浩子しており,中堺模の《MELNICS》100 システムを発表した。と

のシステム仕防災センタの論郡判断処理装躍,染中監視操作卓を中心

として,火災感知設備,防火・防排煙設備,避難誘導設備などビル

内防災諸設備の一括集中監視制御を行うものである。システ△の導入

効果を向上さ・せる目的で,災害時刀処理機能の外に,正常時におけ

るシステムの有効利用をも吉慮している。料帝己すべき点は,

(1)火災発生覚知の確度向上

て採用すること屯(2)火災発生場所のづラウン管上平面図表示にとる監視,記録

《MELNICS》100 の防災監視操作卓可能である。(3)煙・熱のピル内拡散状態に応じた避難誘導方向指示及び放送

●大阪府防災1〒政通イ言システム」1刈111111111肌1111111111都馴川11m1111111111削刈削11111柳111111111111111川肌11111111111川肌1肌仙111111肌11111111111111111"1111111111訓1川1肌Ⅷ1川肌11111瓣1肌111111肌削1Ⅷ削11111削削川脚11111肌1Ⅷ111111111111肌1111111111

多重その他主要無線機は現用予備方式とし,速方監悦制御裴織をとのシステムは,府庁を中心忙市町村,府・国の出先機関等を結び,

併設するとともに,電源にはアルカリ電池を仙用したパ,,テリワ0ートブj右無線系の機能を統合したもので,災害時には情報の伝達・収集等

式を採用しており,更に,発動発電機を設備Lて,システ△の信頼性に,平常時には行政事務連絡に使用するものである。現在,第1・

を向上させている。2期工事は完成し,引き続き第3期工宗を施工,,である。

(1)無線回線の構成

府1デと主要H_1先機関である 12 の府民センター等を 7Gfb ・40ONⅡ1.

SS多重回線で結び,とれらと100余の市町村等を如OM1セ PM多

重回線及び 13づロックの 60MH.同送回線く際吉び描成Lている。な

お,60MI・し同送回帋曳忙は口ーカ1レ移動が含主れて゛る。また,全府

内移動用として 150NⅡし単信風線が2系統あり,中継所を介Lて

使用される。

多重回線の通話路は,主として電話圃線忙胴いるが,一部は速力

監視制鶴1・全府移動等の制御に使用している。

(2)システムの機能と設備

電話回線はトールダイヤル方式とし,自剰恨Π時通話ができる。中継交換

機はクロスパー 4線式で,通話統制の機能を有し,緊急通話を優先す

るこ巴ができる。また,府庁・府民センター等から一斉指令ができ,

S》シリーズにはモデ

ル 30,100,350 の

3 システムがあり,

それぞれ小規模,

中規模,大規模ビ

ルを対象としてい

る。

また,ビ1レ経、合

管:四!システムのーつ

のサづシステ△とし
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大阪府庁無線室通信統制卓・一斉指令応答表示盤府庁では被呼局の応答が自動確認表示される。

@ POS システム肌11111肌1"111111111111脚1111111m洲1111111111削Ⅲ1肌朏Ⅲ11Ⅲ11111州11111洲肌脚11"111111111111削1"11肌111111111111111州11111111111m11111肌削削湘肌11111Ⅲ1淋11111肌削111111"111111111肌N111肌11111111111{11{11111捌肌111i1肌IM111111111111111111111111馴棚11111肌雛川11111

三ナルでシステムの拡張性に富ルでおり,スタンドアBンからオンラインシスこの POSシステムは,スーパーマーケットを対象として開発した、ので,

商品に張り付けた商品名,価格等を示すバーコード値札を,オートマチヅ

J

¥

クタグリーダで統取り, POS ターミナル(キャッシュレづスタ)で処理をすると

同1{寺忙,その情報をバックァッづのミニコン《MELCOM》 70 に送り,

冬匝管即ゞータを得るものて1婿散は次のとおりである。

(1)当社独得のラスタ式オートマチックタ少上ダを採用L,統取窓の

_上に商品を置くだけで値札を読取り,レジ係員の効率を向上しかつ

他の方式に比して低価格である。

(2)このオートマチヅクタグリーダは,ハンドうべラて、作成した値札の読取

りも可能である。とのため現状のスーパーマーケットの値付システムを変

えるととなく POSシステム導入が可能となる。

(3) POS ターミナルは,ワンチッづ CPU を使用 Lたインテリづエントター

ゑ誘y、+^、¥^ノノ

'、'崎会'^'三夢ン,ξ'tl^'"、
コ)ι'●气1'之ンー"' 1 "ー

゛.誘導誕吟
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テムまで幅広く使用で

きる。

(4)銀行統一・カード

を用いたキャッシュレスシ

ヨッぜングができるよう,

クレシ,ワドカー F リーダと,

クレシ'ワトカー下べりファイシ

ステムを備えている。
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争広域フK道管王里システム 1Ⅲ11111111朏削川11111瓣1肌削肌11111剛川Ⅷ1川削1Ⅷ111111肌肌朏11舳111Ⅷ肌削肌1Ⅲ馴州肌1朏劇馴脚脚11剛肌肌胤棚朏1韻朏川Ⅷ燃卿Ⅲ瑚1111肌脚a脚醐Ⅷ岫挑紺楓脚1即馴1閣肌

L,新しい制御融を研究,開発Lて仏る。水道打業壯,近年譜要水量の著しい増加により,給水能力の増大並

びに水運用の広域化を余儀なくさせら九ている。それに什い単に水

道股備刀拡帳,増設だけでは解決できず,給水区域からの全恬穀を

1力所に染め,合鄭的かつ有'効に水道設備を運用することが要求さ

1ししいる。

とのたび神奈川県企業jテに糾ゞ入した給水管郡システムは広域に点在

する各配水池,ポンづ所などの諸設備機器と1除畿処則斐殿をラレメータ,

テレコン1、ロールく'接;兇L,センタにづラント V上搬を集ホ化する主ともにヒ

ンタより制御するものである。

とのシステムは,管回!センタ 1局,小継局2局,被制御局30局,

1山澁視局120局に六1し,幹線 12GH"帯 120ch 多重回線2重系,支

線40OMHが帶36'多重阿線 70MHZ 帯単一匝1線の伝送系と2重

系の計井,1餐システムくMELCOM》350-7 から成る。

訓全1機冏のコミュニケーションには,計算機結合装隣と多量の手ータを

伝送,、るクロスコール1謝菁を使用している。運転形態は,アシンクロナスづ

ユアルスタイルで入力は両系に,出力は主系より出される。 2重系シス

テ△の両系岡の同期は,両系で処理のズレが発生しない1製りとらな

いようにし,両系問の干渉を少なくし,づユアルシステムにありがちな

ソフトゥエアの複雑さによる処理性の悪化をたくしている。また,系切

換後の処理の連続性が要求され, OS で処1霞しアづりケーションサイドの

負担をむくした使いやすぃシステムとなってぃる。

上水道システムの広域化に当たり解決すべき根本岡題に配水管網解

析があり,従来ハーチイークロス法に基づく解決法が一般的であった。

しかしシステムが広域化され,配水管網が大きくなると,解折に伴う

引、算時弼,メモリ容量共に大幅に増し,笑用上岡踵が多くある。当社

ではニュートン・ラフりン法を使用し,解の収束性がよい配水管乱劃咋析

づログラ△を新たに開発した。最適配分冏題は,線形計画法などによ

り,最適制御は非線形最適化手法により,供給, P'要予測は河川モ

システム、一「・_,レ r^システム

^

'一御Ⅷ「「ーーΠ一途、松一-1 "

ー、リ圃国1図
1ク巽スコール吉けJ 2.49MY/

デルを作成し,カルマンフィルター,ファーマー氏の力法等により1珂題を解決 巾央管卿室

働旦磊1末検^自重カイヒシステム(MELAS)削11111肌剛削川削1側削11ⅢⅢ脚川胤Ⅲ11川削胤鯛肌剛柳削1肌1Ⅲ1川胤側Ⅷ川11111川柳削削川剛肌Ⅷ剛削削削11Ⅲ1脚肌111Ⅲ1Ⅲ11削ⅢⅢ111Ⅲ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ11削11111削m

とのシステムは大学及び一般病院の臨床検査室,又は巾小病院や関業 締正,波形解析,濃度換算など)

医へのサーピスを業とする脇床検査センタにおける検休(血液,尿な (5)幽動分析装陵の自動制御(項目選択指示,分析系の制御)

ど)検査の自動化によって,急増する辰究群}要に対処し,とりわけ (のアナログ/ゞイづタル変換とピーク値の自動検出

近代應療水難向上のための補助機能として重要な役割を果たすもの (フ)各種レポート作成の省力化と異常値の検出

である。臨床検査倒動化のシステム要素は分析作業の省力化と精皮管 (8)分析値の統計解析忙よる精度管理の倒動化

仰,そしてデータ処郡の合郡化にあり,肉列リ)析共羅や各種MEU蕪 (9)データパンクの形成と「削合わせに対するクィヅクレスボンスにより診

jl]確子)機器とミニコン(《MEIC0入D 7のとを連動L,りアルタイム及 断補助機能を強化

びバ,ワチで処理を行う。
(1L:1」1ン.二 J

このシステムの機能及び主な1占徴は次のとおりである。 .

a)分析オーダ仕 CR1又は賑用手ータ人力装縫で容勿"C入力可
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●総、合健言今自動イヒシステム(AM HTS)Ⅲ1削仰Ⅷ1肌1削肌肌捌1Ⅷ1湘側1州胤肌柳11航繍側削胤1剛怖棚Ⅷ1脚棚Ⅷ1朋1Ⅷ削削棚1Ⅷ肌Ⅷ1朏馴肌111Ⅷ1Ⅷ1捌1111川1111Ⅷ11脚脚11111{Ⅷ11111Ⅷ1肌11111111Ⅷ川111川1Ⅷ

(フ)システムのモジュール化●最適規摸のシステムが選択可能従来の医療は病気の診断治療を主体とする受動的な屯のであったが,

(8)標準処凹蛸Eブ上 20~弱名/日,健診所要時問31時問近代医療の対象は健康管理と社会復帰を含む一連の包1舌医療へとそ

(9)健康管郡データ処理のシステム化:地域医療の一機能に寄与のスペクトルを拡大しつつぁる。特に社会経済構造の高皮化,複雑化

に伴い,健康管理・増進のための疾病予防及び早期発見をねらいと

する多角的健康管理システムが社会的二ーズをかなえる乎段として注

目されつつある。

当社が開発した総合健診システムは受診者の流れをシステムエ学的

論理でづログラム化し,多数の自動検査機器とミニコンビュータ(《MEL

COM》7のとを連動した自動化システムであり,その機能と主な1寺

徴は次のとおりである。

(1)ミニコンの複合システム●データ処郡費用を低減化

(2) ME機器との連到上省力化,検査梢度向上

(5)スクリーニンづ論

理のシステム化:医

師の判断補助機能

(のデータハ'ンクの形

成.継続的健康指 総合健診自動化システムにおける
健診の流れとデータ処凱関連図叫UKMHSセンターの例一東京郡内)身体計測状況遵を可能にする

●言今療予市勺システム(MELPAS) 1"1州1Ⅷ11111川俳111111111削111Ⅷ肌111N11111111111肌剛肌馴111111"1削Ⅷ1削川11{1111111肌11111リ111削1"1111111111Ⅷ11111{1111111111肌11111馴111111111肌肌1111111111肌削朏肌肌IN11"11Ⅷ111111洲肌Ⅷlm1剛11111Ⅷ11"111111

(4)来院患者の平均化による病院運営の合理化が計れる国民皆保険の普及と社会の高度化に作う医療需要の増大,一方,医

この種のシステ△は従来限定された医療機関,例えぱ慢性的特殊炊惑療供給側は限られた資源で対応し,必然的に医療需給のアンバランス

(心臓病,高川山1症など)専門の病1完で小蜆模のシステムがかq幻動を生ぜしめ,まさ忙"3時問待って3分診療"なる現象か我が国の

していたが,一般病院の外来で実用化されたのは我が国で初めてで應療体制のふうC脚刺的表現となり,医療水準の質的低下をまねい

ある。てぃる。これらの問題解決のために待たずして診療が受けられ,次

回来院予告が得られ,一方戻師の診療業務の計画的遂行と医学研究

■'ニ{3 更衣

.11:玉刃

'1^}→1^・J'簸辺イ重^・

發二L

ぬ血圧,自ち自圧計(1F)ー
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への時間D有効利用をねらいとして開発したのがとのシステムである。

《MELCOM》70 中央処理装置と田高性能力う一CRT手イスづレーから

構成され,病院規模,診療科など環境条件によって伸縮自在の弾力

性あるシステムであり,システ△の機能及び主な特徴は次のとおり。

(1)患者待ち時問の短縮によるサービス率の向上

(2)医師の診療時問の増加が計れる

(3)予約業務の効率化と省力化(予約申込みと予釣券窕行,Ⅲ1合

わせ,解約,変更と一連の過程をオンラインて自動化)
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診療予約システムの恬景

キ

^

.応・、

予詞券゛_十翁姦

国入力

父 途".ミ、,
影芽^
'ン、 ノ
'

MELCOM 70 Y、、'、'μ

/> 11
その他貞i十

予1キ患名りスト

スケジユール

リスト

、、

言ク康スケジュ

ールマスタ

システム機能関連図

子1勺患右
ファイル

三菱電機技報. V01.50. NO・ 1・1976

、 JJ

兵ハN

ノー

-1,
訂
取

'

毛ヒ

'フー

q主つ一貞IJ?ーノ'.

,"ゞ
ノ ノ

わ・j,

せ三勺

膨合bせ'

^ T

問合わせ

立望入出力

1
 
果
ヅ
ク

者
結
り
ス

受
受
一
テ

①
②
力

、
剣

言
'
古

分手

(
舶

タ

タ
"
十

デ
の
果
等
。
噛
」

検
採

夏

R
 
フ
央
製 タ②、エ

ド
霞
力
ゑ
 
M
這

、
Z
 
1
 
、
,
、
号
.
ー
'
宅

二
「
し
ー
、
ι
含
懿

1
 
L
 
1
 
三

、
ノ
」
、

J
 
」
ノ
、
人
 
J

1

ノ
ム

〔
,

J
 
ユ
.
[
冒
昌
三
遷

ノ
,
診
姦

〕
、

゛

J
J
 
J

J
ト
、

ー
ー

゛

自の
.
.
.
.隼

,
一
丁

、
、
一
,
,

＼
＼
、
＼

＼
＼
＼

y
゛

心'

七
●
ナ
゛
,
七

、
、
 
J
 
/
 
J

'
数
北

.
人
正

シ
多
適

の
が
の

豹
画
噛

一
一
言
、
ー

)四

、

＼

イ

、
~

)4(

ヒイ

人
驚
ス
ケ
ジ
ユ

ー
ル
問
合
わ
ト

患
者
仏
合

圦
蓑
ス
ケ
ジ

ユ
ー
ル
{
金

姦
謬

J
/
"
)ナ
、

ル

1

予
内
由
込

"
タ

バ
切

、

一
ン

i
 
ノ
玉

↑
1
 
、

ノ
"
ノ

{
、
、
」
゛

ν

.
、

、



@'亡'電図イ云送解ネ斤システム(MELTS・ECG) 1111111111川川11111111111削洲肌11111111Ⅷ111111111川1111111柳州111Ⅲ肌111削川削111111111川馴1肌脚1剛川ⅢⅧ川肌1肌Ⅲ川川削川川肌1川1Ⅲ肌11Ⅲ1朋1川川1脚11111削剛馴n

社会経済機構の高度化に伴ら都市集中化と過疎化現象,更には無医

地区,哉島に対する医療供給偏在化のは(肢)行的傾向はますます強

まりつっある。とうした問題解決のため忙地域医療情報しステム化が

叫ばれ,政府機関忙よって鋭意開発されっつぁる。

当社におφても地域阪療の一端として心電図伝送解枅システムを開

発L,肺球大学付属病院地域阪療部で軟動小である。

このシステムは際制bにおける d端り司と小央局(恥大1人D とそれぞれ

のウ局局を糸吉ぶ伝送系

からなる。各端局は

心電討',変謝噐,音

鞍リ],ワづラが各 1台,

小央局側Nまミニコン

《MEICOM》 70 (16

kw)と斉紗i 力四づラ,

後a"器及びブータレコ

ーダとぺンレコーダを含

Ij,メペレータコンソール,

</D 変換1排などか

象 甚赴'裁穀

途

6.2 産業関連システム

@石j由イヒ学プロセスの言十算キ幾告1」笹1 Ⅲ1"11脚側"111111肌削11111川1脚剛川蹴削棚献11111畍柳洲1111川剛肌i111111"11111111"1肌削肌剛川11111川肌111111111川111111m1那111111111111111111111削111{1剛1{1111111m1111"1Ⅲ1馴削1111111111i1111洲1脚洲

小国が、上海市郊外に建設を進めている石ⅢHヒ学コンじナー1、では日本
から多くの企業グルーづが技術協力を行ってぃる。なかでもコンゼナー

トの中枢と驫るエチレンづラントは,三菱油化仏爲と三焚重工業中瀚と

の共同開発になる新形分解炉により灯嵯油の分解を可能とする点く,

最先端の技術水準をゆくものとして内外の注目を集めてぃる。

当社では,既に岬杯打45年,鹿島コンビナートの建設を通じて三菱油

化の指導のもとに,六形エチレンづラントの引・界機制御技術の開発と災

j'丹化を達成していたが,今回それと祠類のシステムを完成し,上記づ

ラントへ納入することができた。

三斐油化(株)経由で小国技術進Π総公司に納めたもので制御用計

.石j由精製プロセスの言十算機佑U御 lm111111111洲11"1111削11111'削11肌11川馴111111"11Ⅷ111111川111111111111111111リ11111111111111111111Ⅲ肌11111川11111f111111111削肌川削削111111111剛肌瑚川剛111111111111111剛1Ⅷ川剛川脚111肌11111Ⅷ11111削11「111Ⅲ11111111111111

とこでは石油鞘製づロセスでの計界機制御システムの内,1寺IC オンサイ 今後とのしステムは製油所の大形化に伴い, 運転監視,管理,安定

トづロヒスのスーパバイザリコントロールシステムにっいて述べる。とのづロセ 化制御の面でますま,、重視される巴ともに, 情報システムの一環とな

スは一連の各装羅群からなる連続づロセスで,既にアナ0グ制御系に
1 本杜 11闘係官公庁1

よる安定な集中管理制御が計られてⅥる。 1 システム 1 1 システム 1

したがって計算機制御 bステムとしては,それらアナ0グ制御系の
1通信回線

上に立っ(1)づロセス情報の収集,(2)状態の監視サーピス,(3)諸管 1 1

f、メ、、、「荏一、、、『理データの作成,(4)最適設定点、制御等であるが,近年のづ0セスの
1 1システム1大形複雑化,労働力不足,環境規制による負荷変更運転,原油種及
b-一「一、ーノノ＼

び製品需要の多様化忙伴う運転条件変更等から運転監視サービス,管 1公害1 _."ーーノノ'、、 1
111;:1尭毛旺里七くーノノノ＼＼

1、'ー、~~/,~理データ機能が重視されっつぁる。そのーつとして当社は東北石油
、、、ノ^^^ーーーー^→、」

q知など数社の製油所でCRT を用込たオベレータコンソールを採用して 門、牙ヲヲフ孑「一「U
11 デーータ処理 1

いる0 との帝吉果関連づ0セス変数の同時監視,色による警報表示,エ '1コントローーノレシステム1
」 ^^^^^ー"

学単位データのルンド表示,文字表示によるオペレーションガイド等が可

能と立り,づロセスの変更運転及び安全運転に効果を上げてぃる。
^^^

^^^

一方とのづ0セスのような多量の入力変数処理及び多大な管理用 1シーケンス1 1コントロ_ル1 アナログデ
」一ーーー1 L____」

ータ,制御アルゴリズム計算に対しては,おのおのMDSS, CONFORM

等のづログラム言語を採用してぃる。

4^、"..

仁・・

ら構成され,主な特徴は次のとおりである。

(1)無医地区で屯電話回線を通じて容易に心電図検査ができる

(2)専門医の判断を必要とする異常所見のみを抽出するシステム

(標準 12誘導,ミネヅタコードとゞイシジョンテーづルによるスクリーニンづブj

式を採用)

(3)゛揣局側の括1作は簡単で小央局へは懲者Φ(巌別番号),性,

年令,,血圧など必要出項を連絡の後,測定を行うだけでよい

い)解析はりアルタイム,又はバッチのφずれも可能,伝送された心

確波形はナべてデータレコーづに集録され,再現可能である
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基本メモリ
4KリJ

MELCOM70

昇機《MELCOM》350-5F としては最大規模のものとたった。中国

検査官による厳しい工場立合試験にも合桜1,づラン1、建設ヨニ程に合

わせて現地調整が進められている。

エチレンづラントは規模が大きくたるにつれ,分解炉の数が多くなる

ため操作変数が増えるので,到ル変化する外的条件に応じてづラン1、

全体を最適状態に保ちっづけるととは,づラントオペレータにとって大

きな負担とたっている。制御用計算機はその負担を代って担5もの

としてとの分野では必すU助の扱術とたっており,輸出に伴う多く

の捌約条件を克服L,完成く1たととの意薦は極めて大きい。

」曽1之メモリ
4KW
景大64KW

システムづロヅク図

6. システム

構内の伝送系:通信回線,テータハイゥエー李

製油所の情報システム
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フ.ビル・店舗・工場用設備機器

昭和四年までの経済社会の急速な発展は都市機能と楢造に大きな

変化をもたらした。特に社会資本の都市集中忙よるビル巨大化超高

層化は1レベータの高速化勸1管郡制御方式を生み,地下街の発達は大

形1スカレータの活用を生ノVだ。1寺に 50午度はこれらの傾向の鯏捧尤と

ともにネ上会杓要詰であるエレベータ而1震性の向上,身畔ゞ剖村エレベータ

の開発,エフ、カレータ安全性の硫立,超高層ビル用内動窓ふきシステム

の開発と実用化を行った。冷暖房空朋機器では,省エネルギ機器,エ

アソースヒートボンづ,ロスナイなど熱回収機器,空気清浄機器.新機種の

開発,店舗巨大化にΠ巧シ.ーケーススト,,カ,低江"令蔵,冷凍庫, τノヨー

ケース温度集1+1管廻リj式の開発などコールドチェーン関係機器の充実を行

フ.1 エレベータ・エスカレータ

●最近のエレベ_タ 1支術 111111脚胤肌Ⅷ1剛刈肌11111削削削111111川朏洲削朏剛1郡削1則削11111剛柳制朏1111剛削脚削辧111W11111州1Ⅷ削川11111削Ⅲ棚叫棚馴馴1都肌肌!削州剛1例湘胤瓣1111削馴州淋肌胤胤,朋111111!1刑側

(1)かど室は,天井意匠・内装色調・換気装置などを全承M祝C変三凪国際ビル納めサイリスタレオナード方式エレベータ

更L,簡素な美しさと豪華さを両立させて表現Lた。直流ギャレスエレペータでは,電動発電機を使用して商用電源(交謝D を
(2)かど操作到十インリケータ・名仮は,ワエースづレートの形状,表尓可変電圧直流電源に変換して巻上電動機を駆動してきたが, エレヘー

カ'法を変更して,操作しやすく,視覚に訴える表示,靈厚な意1斤.にタ捌、外の一般産業分野では電動発電機をサイリスタレオナードK置きかえ
した。て来てぃる。エレベータ忙おいても,とれが早くから注目されながら
(3)ドア装践は,りンク機構,インタロ,,ク楢造,しゅう(1翻耐分祁飼●採用されなかった理由は,エレベータ負荷が力行と回生を必要とする
材質を変史し,工場組立を大幅に遵入して,静粛で1・[」滑な開閉装置事,他の分野忙おけるより騒音低減の要求が厳しい群など,多くの
品質の安定化,信頼性の向上を図った。技術的問題点があったためで,我が国におφても試験的に正レベータ
(4)ダイヤづライド制御方式のシステムを改良し,据付'.雋V守におけに応用した例はあるが実用化された例はなかった。

る調整を最小限にして,より一層性能を安定させ,信頼性を向上さ当社ではエレベータ用として最適なサイリスタレオナード方式を種々検討
せた。の結果,上記技術的問題点を解決し,1レベータ用としては勧の実用

つた。また別に白レなどの電カピーク負荷の発生を防ぐ集中制御方

式《MELESS》を開発した。照明機器としては商演色性けい光水銀

灯,商圧ナトリウムランづ,光重合用水銀ランづ,工場用照明器具《パワー

ルミ》など,との分野での竺】社の技術力を発揮Lた製品を開発した。

最近11に注目されて゛る都市防災機器IC琳1しては総合防災システム

技術を硫立し,白レ地下街の総合防災システムを1捌発し,災讐発生11寺

に使用するコンパクトでスマートな自家jl-1ディーゼル窕確設備,斗気執木化

避難誘導灯の開発を行った。

謬

機を三田国際ビル(東京)向け NO.20'弓機(分速240m)用として

納入した。とれよりサイリスタレオナード方式の利点である重量,発熱量

の低減の見通しを得て,引き続き経済性にっき,検討中である。

'

'_,/ー
ゞψ三仁
'寺j才声*

多、 、〆がぎr・

1-

へ影
§.゛ー

,Xハ 1

'1<'1"ツ、,1/
,"'

1『'.".J ノノ

",、1 4ヨ,二璽,,、ご
上1 婆ltが1寺、'ーJ ノノι

1、,ー'・'、
'

^「●

Cム、ノ'0'

νぜ哥

、、

1,、イノ"へJ ^^1,"゛,゛

'・・ー・、ー,",y

,ゞ,ごノー'、',、'郵鴛、ーー

叉

エレ弌,ワトスタンダードかど室
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車いす用エレベータ

福祉重視の社会的要諸に、とづき昭和50年度も各地の福祉センタ'

文化センタ.図書館・老人ホーム・病院などに,多数の車いす使用者

ヌす象のエレベータを納入し実績累引'で,約30台に達した。

この 1レベータは,特に操作性と安全性にきめ細かな配慮が要求さ

れるが,当社では上ヨ酎皿去の実績を基礎に研究を進めてきた結果,

このたび「標準車いす用エレベータ」の標準仕様を設定した。

生ゴ

三田国際ピル納めサイリスタレオナード盤

規格形エレベータ「エレペット」のモデルチェンジ

47年10月より,画期的な交流帰還制御方式「ダイヤづライド」を採用し,

そのすぐれた性能と直流エレペータなみの滑らかな乗心地が好評を博

してぃるが,昨今の量から質への要請にとたえて,意匠.ドア装置

を中心にして,装仏を一新した。主な特色は次のとおりである。
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毛

主な仕様上の特長は下記のとおりである。

(1)車いすが自由忙出入りできるとうかごサイズは問口 1,40omm,

奥行 1β50mm,出入口幅は 80omm とする。

(2)車Ⅵすに座ったままで操作できるような位置に,専用の乗場

ポタン及びかごの左右両側板に専用のかご払N乍継を取付ける。

(3)車仇すを乗り入れた主主の姿勢で入1-1剛の様子がわかるよう

に,かどの背向堅に鏡を取付ける。

しD 殉動焼床修正奘羅を装備する。

(5)セフティドア1ツジのほかに光電装羅を 2tツ1、取付U る。

(6)専用ポ'タンを抑したときには戸の開いている11!j岡を辿常より
渓知県議会議事堂納め 1レベータ乗場

長くし(約10砂),更に戸閉速皮を遅くする。

エレベータの意匠 造技術の研さんにより,手際よくとれを実現し好評を得た。

意匠荊珍X1量上り質への転換といった時流を反映Lて,多様化がー エレベータ・エスカレータの海外市場での活躍

1974年パリ准出に際してフランス建築センタ(CSTB)による防火戸試段と進展Lている。

かど室の照明では,防火上の制約も・一因とむって,高照皮で平板 験に合桜し,1975年にはパリの 341砦建超高層バニョレeルに速疫 2]0

驫光天井方式に代わり,造形的な深みと解放感を与える力式に移行 m/分の 1レベータを含tr28 台の 1レ・エスを,1}イ寸111<、ある。主た,シ

している。具体的には,冏}妾力式を多帰して天井からやわらかい光 ンガボール j゛11のビルである DBS ピルには速座 450m/分のエレベータが

かq知動を剛始し,硬にべネズ1ラでは述度480nV分1レベータの受注をおとす照明や,天井に鏡面板を採用するなどの千法が用Ⅵられる。

乗場愆匠は,造形的な要求が高皮化ナるとと屯に,索材'と表面処理 K成功した。とのようにギャレス1レベータの高吊,質が斜ι価され,各地

で受注が好W,1である。ギャードエレベータについては各地区の据付・保守との組合せで重厚,華麗な意匠が多くたっている。具体的{Cは,写

真に示すように個別に特製Lた部材を用いて重量感を出した例(愛 技価の向上を踏まえ,昭羽150年よりダイヤグライド交流j吊還制1卸 1レベ

ータの発売を開始した。知県談会議亊堂納め),あるφは幕板,ドア,70ントバネルに,その地

力を代衷ナる匝し泉をイラスト化して訓途出し,腐食加工と塗奘仕上げ また,最近中近東からの引合いが活発化しているが,過酷な淵崚

とにより,壮大な一幅の絵画とした例(札幌⑳今井百貨店納め・,・表 条夕1.とヨーロヅバ製1衛易 1レベータとの仙Ⅱ各立克争忙文、」し,τ・:菱エレベータ

紙参照)などである。 の品質が評価されてとの地区についても活躍を朋始するΠが朋近に

とのように高度な加工技術を要する意匠が多くなっているが,製 なった。

@エレベータの^^,性蝋1側肌1Ⅲ1Ⅲ11淵削削肌削湘馴洲111"1川削洲削削1111側11"11削1淵湘瓣Ⅲ1肌11Ⅲ111111111胤削馴湘IW1剛111湘11ⅢⅢ11剛1則湘蹴削郡川脚僻111肌1111111川1馴1Ⅷ11111Ⅲ11脚mⅢⅢ削11ml"併111i棚削脚削馴削11111訓

ベータの而1震設計基準の確立を月差しているとともに,上記日本建築

センター内の「エレベータ而1震構造検討委員会」にも参画し,当社の耐

震突験の成果を提供するとともに具体的た而す震玉撃栓案作りに積極的

に恊力し,我が国の 1レベータの而1震性の向上に力を尽している。

与卸
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ジ乏、泌工
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1971年のアメリカ・サンフェルナンド地震で,エレベータιC多くの被筈が発

生したことから,1レベータの耐震性について社会的関心が高まって

きた。我が国の地震による 1レベータ被害例としては,新潟地震(」964

年)・十勝沖地震(1968年)・相模地妥(1971年)・八丈島地震(1972

年)・伊豆沖地震(1974年),最近では大分地震(1975年)むどで報

告されているが,とれらは震度4~5の地震であったので,1レベー

タ機器の被害は少数でまた小規模のものであった。

ーカ我が国では,近仏将来南関東ないL東海沖で人地震の発生の

虞があるとされている。これらの*情を踏まえて,1レベータの1耐矮

1生の再検討が目、Fの急、務となっており,各種の動きがある。

そのーつ忙,日本建築センター内に設けられた「1レベータ而提1楢造

検二、1委員会」があり,昭荊149年81はり十数回忙及ぶ委員会を亜

ね,耐震基準案の作成忙当たって仇る。

当社では,早くからエレベータの耐震性の研究に着千し,前記の新

潟地震,十勝沖地震の貴重な被害経験をもとに,而1震設計基準を作

つて耐震性の向上に努めてきたが,昭和48年からは大形加振台を

用いた本格的な動的実験を開始し,現在主でに多くの貴重なデータ

を得るのに成功した。

との実験は写真に示すように,加振台の上に男.降路に相当する鉄

骨フレームを,十分な剛性を、つて構成し,との中に実際のピルにお

けると同じ条件でかごとつり合おもりを据付け,各種地震波,正弦

波などによって加振ナる込ので,業界では初めての画期的なもので

ある。

当社ではこれらの諸実験と,理論計算に基いて真に合理的なエレ

フ、ビル・店舗・工場用設備機器

゛^

111'製、轟'竃1姿三'美、,ノ

大形加振台を使ったかごとつり合おもりの耐震実験装置
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●エスカレータの安全性 1川111111m1111Ⅷ川川川肌11111川1川肌11111111111"111川1111111Ⅷ11!11111剛肌11111川1111111}11削Ⅷ川11111肌肌肌脚111剛剛肌川1肌11m1肌1剛泓柳11111川脚Ⅷ11Ⅲ1肌側側棚Ⅷ則川仰馴Ⅷ則脇倒触11懇Wa

1スカレータは,大壁の乗客を連続して輸送する装置であるため,安全 表面は,従来より哥訂牧と汚物刊浩を防止する月的でシリコンを塗布し

性には特に留意しなけれぱならない。またエスカレータは構造上,ステ ているが,との塗布具の使用忙より,スカートガード全表面に,均・ーで

りづやゴム乎すりのように移動する部分と,その仙の静止部分から 良好な潤滑被膜の形成が可能となり,しかも塗布作業能率と作業の

成っており,しかもそれらの移耐n郁と部止部刀問のすき問や,移動 安全性を大幅K向上させるととができた。

部同志の剛忙生ずる相文、1的な移動などのため危険性をはらノVでいる ステップセーフティライン

と言わなけれぱならなや。 ス予,づ砧j側端に乗客忙安全な剰罪をうながす黄色づラスチ,,クのセーフ

当社はとれらの危険性をいかに,唾減するかを最大の課題としてお ティラインを設けた。とのセーフティうインは従来から}采川していたゞマケ

り,早・くからクリートライザとデマケーションゴム付ステ,りづを裳備したエス ーションゴムと1司様にづラスチック製としたので,ラインがいつ主でも鮮

カレータを発売し,安全性の優れたエスカレータとして,高く評価され 明で釆客Kヌ、1する安全標縱として強く訴えるととができる。

るとともに多くの実績を残してきた。最近の三斐エスカレータはとれ

らの特長ιC力11えて,テフロンコーティングスカートガード,スカートガードの沸捌}

削塗布具,ハンドガードカバー,ハンドガードボ四クス,ステ四づセーフティラインなと

数,、の新製'ムを採用し,安全性をより一側向上させていろ。その小

の主なものについて下記に述べる。

テフロンコーティングスカートガード(写真參照)

スカートガード表向1こ1寺殊処則をした111i1久性のよいテフロンをヨーティンク

したもので,これによりスカートガード表向の,低j9討察性・非粘j篝性が

強化され,乗客の述動靴やビニールづーツがスカート{C接触しても寸べ

りが良いので食い込まれる可能性が少なく安全性が商くなった。

スカートガード用潤滑剤塗布具

スカート表面に潤滑剤を塗布する簡便な器具を開発した。スカートガー1{ テフロンコーティングスカートガードとステ,りづセーフディライン

●自動窓'、きシステム川111111111111111川川川1削川川1Ⅷ11mlm1川11111ⅧⅧ11Ⅷ11111ⅧⅧ1肌肌111m1111111111馴11111川11111脚川川肌解1111111111肌1111川1川111111111111111川州111111m11111111111111111m111m!肌Ⅷ1川Ⅷ111111川111111川肌11111川肌11m肌肌111111111111111

白レ管理の省力化と作業の安全を計って実用化された,自動窓ふき る大きな経済効果をあげている。

システムは新宿住友ピル(52階),仕友生命名古屋ビル(26階)への納

入に引き続き 50午3月に東邦生命本社ビル(32階),50年6月に三

田国際ビル(26階)へ納入し,計5台がビル窓ガラスの幽動清掃に稼

動中である。

また50年末には新しく開発したおうとつ(四凸)壁向忙もヌ打6で

きるU形清掃ユニットを斐備する自動窓ふきシステムを安田儒託ピル

(211塔)へ納入する。従来,清掃ユニ.,トはフラ."な壁面に遭川でき

る F形を納入してきたが, U形の開発により1川凸の壁向 Ujラス向と

壁面との凹凸差 60omm程皮まで)忙も適川できるので,とのシステ

ムの使用範囲を大幅に広げるととができた。

このシステ△は,建物刀屋上に配置するルーフカー,内羽m!i掃ユニッ

1、,メンテナンス用の作業床(ゴンドラ)及び走行レールて1静成されるが,

建物っ高さと要求される設備仕様にヌ、j応して, S形(低層用高さ 60

m まで), M形(中層用高さ 80m まで), H形(高層用高さ 160m

まで), E形(超高層用高さ 250m まて・)等のシリーズ化を剤・つてい

る。

ルーフカーは,屋上を走行して所定の窓列へ自動位置決めし,消揣

ユニットを昇降させて,清探作業の遠隔制御を行う。虜動位置決めに

は,建物のガイドレールを検出して窓列をW侮忽するが,建物の外壁材

がづレコン壁面,アルミ壁面などの違込により,レールの先端をりミ,

トスィヅチで検出したり,また光電装賢(赤外線)を使用して無1劃牧で

ガイドレールの位置を検出し,位置決め精度を保障している。

自動清掃ユニ介には,最近高層白レで従来の透明ガラスκ変わっ

て多く使用される熱線反射力うスや熟線吸収ガうスのようなコーティン

づガラスにヌ、1しても,影縛のない清掃機能を、たせて゛る。

とのシステ△は人手忙よる危険作業を安全にし,ムラのないスビー手

イな清掃をすることができ,採用いただいた各ビルとも省力化によ
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三田国際白レの清掃状態
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1越来の単段圧縮機を使用した並列式冷沫機に加えて,市場の低温化

特にスーバーマーケットなどの冷凍食'^1,多段オーづシショーケースの冷N11C適

した2段圧鞘式半往消1形冷沫機を2台使川 LたN列式冷凍機(H

1ハめを開発した。

この冷凍機は,従来のS飢V形冷凍機の1丁長である別地工町と寸

ービスの省力化, 1,沖鄭上(商品の品質保証),経済牲け、ちろノV,延

{C、ト1氾特長を右している。用途は,シ.ーケース冷却,冷叫i食',1.,冷莱

などの凍結保存,冷ぬ性能,低淘、1寺性,信頼性を生かして災験室川

の低,とう化D温そう(M),環嶢試験奘置や1矢繊機器までIW太く利

川できる業界初の,冷凍機である。特長は

(1)低温(庫内温度一18゜C 以下)の斜併寺のため冷凍機の火形化,

低温特性の安定化に迪1心Lた性能を心っており,1寺にスーパーマーケット

などで長尺酉ず告による圧力損失があっても,蒸発温痩一40゜C以下

での運転を要求される冷食多段オーづンシ.ーケースにも余補をもって仙

jⅡできる。

(2) 2 台の圧縮機を利用し,50 %,100%の容量制御が効率よく

行え,かつ順次始動方式の採用忙より同一馬力冷沫機に比して受電

容量の縮小化忙加えて2段圧縮機をとう(搭河或しているため一30゜C

以、下での低温域での成讃係数が単段と比較して優れており,より経

済的である。

(3)異常箇所表示付の制御盤,工蛎容男カリービス容易などの特色

をもち,更忙吐出温疫開呼帰R,サイ1四'ラスたど付属しており偏頼性を

高めるとともに,冷媒R502 を用いなくても冷食保存できる火きな

.'卦拶

'一典

制御盤メリ,り卜をもっている。

田パッケージエアコンPシリーズ脚繍孫翻娜畷^鬮脚脚制惣郷^脚臓側脚脚縦綴脚^^郷駆^側脚脚朏脚郷脚醐加

パ,,ケージェアコン P シリーズはとれまでの G シリーズの技術と実績を基に,

更忙僑頼性の向上と一眉の使いやすさをめざして開発した、ので,

省資源,省エネ}レギの時代に適応した製品として,2トン形から 8ト

ン形までの製品・化を完成した。この PDリーズは次のような多くの優

れた特長をもって込る。

(1)信頼性の向上

冷媒回路は密閉化を更に進めるとと、に,毛細管絞り制御を採用,

送風機耶動は電動機直結形を採用,電気回路には印刷門蔀劇長を採用

するなど多くの改良・新技術を盛り込ノVで,伝'頼性は一層向上した。

(2)デザインの一新

「近代的な感覚と"剣彪的デザイン」が P シリーズの大きた1寺長のー・つで,

インテリャの一要素として,室内を盛り'上げる近代感覚"并せて 1アコ

ンとしての機能美を追求した製吊.である。

(3)静粛

師かな運転はUU直さにとって欠くととのできない条件で1円, Cの

点を十分当1愈し枇造と内製都.7四1丁1生を大怜に改良することにより

従来゛,1,に↓獣或して 4~8ホンも迅松音を低、ドさせることに成功した。

(の運転効率(成禎係数)の大ψ吊な向上

13交煥器全体を妓も効率よく作用させるための種々の改良工夫を加

水冷3トン品 PW-3 形は従来品にく bべ 12%(60H力も成縫え

係数を向上させることができた。これにより時代の要詰である省確

力形へ大きく前進Lた。

(5)使いやすい

小常操作す窃弛阪スィッチ,王アフィ」レタ沽1砧,噸U,勺変史撚1乍が一厄辨§に

行えるよう Kなり,また据付工覗の容易・紺」単化をわ、らって小形,隆

並列2段圧縮式冷凍機

~ι、

^.

"y

5

___ー"十、「、'ー

'n之'を

蛋裂

量化,配管配線方向の左右取り,配

管接統方式の飾易化など各種の改良

力り川えられた。更IC保守サービス作業

もすべて前面から容易に行えるよ

に改良されている。
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②天井吊形,業務用のLGHシリーズ

③喫茶店・レストラン・美容院など業務用の LG シリーズ

④電車・ハ'スなど車両屋根搭載用の LT シリーズ

⑤一般家庭用空調換氣扇のVシリーズ

最近省エネルギの立場から熱回収空調方式が注目を集めている。との

熱回収空調方式には種々あるが,マルチセントラルとダづルバンドルターポの

2空調方式を代表的なものとして選び,とれに蓄熱槽を持った一般

の空気熱源ヒートボンづ方式と比較させながら熱回収の有利性・成立

条件を検討した。とのために電算機づ口づラムを開発し,上記3方式

の各種条件における適正な桜種選定・ランニンづコスト計算が可能とな

り,建物概略が与えられた時の推奨機器選定忙有効に使用できるよ

うになった。

3方式の各づψ'ラムは建物概略寸法・構造,温度条件,及びシス

テム方式をインづりトするととにより次のアウトづツトが得られる。

(1)各ゾーンの熱負荷,(2)熱源機器・ボンづ・ファン・冷却塔・加湿

器の大きさ,(3)蓄熱槽の最適大きさ,(4)各機噐のランニングコスト

(シーズン別及び年問)

同じ建物でも蓄熱式とするか,閉回路方式巴するかを各3方式で選

択するととができるので,計6方式のシステム設計が可能であり,窓

面積比,照明の大きさ,人問の密度,断熱性など条件が変わった場

合に、,わずかむインづ四卜修正により上述のアウトづヅトを得るとと

ができる。

現在とのづログラムを使用して熟回収各方式の経済性を検討し,い

くつかの資料をまとめ,また笑際の設羅例に適用してテストランを繰

り返している。熱回収成立条件の一例として,図にあるような構造

と寸法比の白レに設置するマルチセントラル方式の設備の大きさを,建

物の大きさ,照明電力をパラメータとして検討したものを示す。図よ

り 24,ooom2 以上の建物では補助熱源は不要であること,6,ooom.

の建物では照明が鈴訊Vm2以上の場合に補助熱源が不要となる(熱

回収が成立する)ととたぞがわかる。

《ロスナイ》パック

冷暖房1ネjレ半を回収したがら換気する三菱《ロスナイ》は,冷暖房設

備費,運転維持費を大幅に節減できるため,発売以来,省エネル半空

調機器として注月されているが,今回《0スづ・イ》単体巴送風機, ワイ

ルタ等を内蔵したパッケーリタイづ《0スナイ》パック 2機種を発売した。

従来の《ロスナイ》は単体のユニ,,トタイづであり,用途によっては付

帯工事を伴うなど設計・施工上面倒な点もあったが,《0スナイ》パック

は必要なものをすべてパックにしたので,設計・施工の合理化,省

力化が達成され,ユニ介タイづ巴合わせて省エネルギ機器として,その

応用範囲が大幅に拡大した。

今回開発した 2機種は天井つり(吊)形《ロスナイ》の LGH-50形と,

空朋機械室設置形LP-400形である。

LGH-50形の特長は下記のとおりである。

(1)床スペースをとらない天井取付タイづ

(2)どんな場所にでも取付けの任意性がある。

(3)露出形,埋込形の両機種がある。

(4)ファンコイルと併設してもマッチングするデザインである。

LP-400形の特長は下記のとおりである。

(1)設置スペースが縮小された。

(2)設計,工事の手問が省ける。

(3)ダクト取付位置の選定ができる。

(4)バイパス回路,遂隔操作,屋外仕様が可能。

なお,上記の系列化によって,《ロスナイ》パックは従来機種も含め下記

の5シリーズが整ったことになる。

①白レ空調システム用の LPシリーズ

、
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●ショーケース用集中温度監視警報装置《MITEMAS》 削川訓川Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ11Ⅲ!1川洲Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ1桝脚棚Ⅲ11肌剛11Ⅲ洲棚ⅢⅢⅢ1川肌ⅢⅢ剛11剛川Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ削11Ⅲ111ⅢⅢiⅢ1Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ111

冷凍食品の急速な普及巴と亀に,スーパーマーケット及び一般食品小売店

におけるショーケース庫内温度管理の重要性が再認識されている。し

かし庫内に設羅Lた温度計の指示を定時ごとに月視チェックし冷凍・

冷蔵食品の品質を保持する従来の方法は迅速性・確実性及び省力の

面で不具合である。《MITEMAS》はこれらの点を改善し,昼問・

夜問を問わず監視警報ができるショーケース用電子式集中温度監視警

報装置である。との装置はセンタユニヅト 1台・ローカルユニット 8又は 4

台.ダミーセンサユニヅト 32 (1の及びオートダイアルユニット 1台(オづシ.ン)

より構成され,その特長は次のとおりである。

(1)冷凍食品を模擬したダミーセンサにより,最大32(16)点の品温

監視警報表示ができ,警報開始温度も各点ごとに一20~+10゜Cの

範囲で任意にきめの細かい設定ができる。

(2)シ,ーケース側に設置する 0ーカルユニットはダミーセンサごとの,管

理室に設置ナるセンタユニヅトは 0ーカルユニリトごとの監視を行い,市j者

はランづで,後者はランづ及びづザーでそれぞれ誓報表示を行う。

(3)センタユニヅト,ローカルユニット問は 10 心ケーづル 2 (1)本て、接続

し,電源供給及び信号の送受信を行い,経済性と信頼性を両立させ

る。

●省電力用構内電気機器集中制御装置《MELESS》 ⅢⅢ111肌1Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ川ⅢⅢ蝋1Ⅲ11Ⅲ1肌1Ⅲ1Ⅲ11脚川削1111Ⅲ111脚洲肌1111Ⅲ11111Ⅲ湘111ⅢⅢ1川1Ⅲ11111111111棚肌脚11111剛Ⅲ11肌肌訓肌州ⅢⅢ11Ⅲ111削川11ⅢⅢ11川

(り停電時・圧縮機故障時・ケーづル断線時及びセンサ断線時の自

動警報表示ができ,安全性を高めて仏る。

(5)センタユニ汁で装置全体の動作チェヅクができ,万一の故障を早

翔K発見できる。

(のオートダイヤルユニ,"けづション)を付加すれぱ誓報を保守責任者へ

直接電話連絡でき,夜冏の無人化を実現できる。

このように《MITEMAS》を設置すると,通常センタユニ汁の監視だ

けで,多数のシ.ーケースの庫内温度管理が居ながらにして行える。

近年,石油シ.,,ク,公害問題等から電カエネルギを有効に利用しよ5

巴する気運力町高まっている。このような背景の、とで,白レ・工場

等の描内電気機器を系統的にオン・オフさせ,限られた電力消費量内

で各機器の効果的な稼動を可能にする構内電氣機器の集中制御シス

テ△を開発した。

基本構成は,受電端に設置され構内電力消費量を検出する入力部

からパルスを受け電力消費量を計算し,別途算出される制限値との

超過判定を行込,所定の条件で系統的に各電気機器へ停止指令を出

す中央制御装置,及びとの停止指令を受け該当する機器をオフさせ

る端末制御機よ井博成されている。中央制御装置と端末制御機問の

信号の送受は,構内電力線を利用した搬送通信方式巴したので設置

工事が簡易である。

上記構成を持ったとのシステムの特長は,以下のとおりである。

(1)中央制御装置に1日の計画電力消費量を設定するこ巴により,

デマンドの自動監視制御,更に進んで電力量の節約のため計画的に使

用する目標値制御が可能である。

(2)オンサイクルの不要な重なりを防止し,負荷曲線の平たん(坦)化

をはかるための平準化制御が可能である。

み武14,努タナ夲ン、3゛,

難議

》'

フ.3 照明

●光源ι11Ⅷ朏馴肌1111棚脚肌111脚胤1111川1Ⅷ剛肌肌Ⅷ欄削Ⅷ111111111W11肌剛11{1訓脚川11Ⅷ111胤脚N11川11111川川削川削削IW111i1川棚川Ⅱ1Ⅱ11Ⅲ柳湘棚洲11削"1肌脚川肌11111川棚桝脚Ⅷ削洲馴削Ⅷ洲脚削111111111111畍棚{m111m

、よゞ,.τ,1 ウ,'、

(3)光化学スモ,づ発生などによる緊急 eークカ.,ト要諸忙は,中央

制御装置内の Eークカット制限値の変更により,柔軟に対応するとと

が可能である。

(4)中央制御奘置にナルタ1二'汁を増設すれぱ,1辱刻ビとの受電

量の自動ナルトアウトが可能である。

(5)中央制御装置が独立して制御できる端末制御機は,最大噐

台までで,端末制御機にはそれぞれ制御する機器の重要度忙1心じた

優先度を設定でき,停止指令によりオフされるひん皮を変化させる

ととができる。

登

高演色性けい光水銀ランプ《ニューデラックスソフト&ホワイト》

"ソフド'は希土類けい光体に,更に深赤部発光のけい光体を付加し

たもので,肌色の見え方がよく(由色けい光ランづより優れている)

白熱電球ムードが得られ,室内使用も可能なユニークなランづである。

"ホワイド'は従来の青緑色発光の欠落を補えるけ仏光体の笑用化忙

成功したととで生まれた新製品で,演色性の質的改善がなされ,白

色け仏光ランづに低ぼ近似した光色を持ったランづで室内外使用可能

て、ある。

《MITEMAS》外観
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中央制御装置(左)と端末制御機(右)

高圧ナトリウムランプ《ハイルックス》

省エネルギ光源として,とのランづの採用機運が高立ってきたために,

従来の 40OW に加え,150W,250W及び 70OW を開発,製品化

した。とれによって目的別機種送択を可能にした。

《ネオルミスーパー》けい光ランプ

一般けい光ランづに関しては,諾材料やランづ製造条件の改良忙よっ

て,初光束,光束維持率,端部黒化,寿命等のきめ細かい特性改善

を行った。これを期に,ペットネームを従来の《ルミスーパー》から《ネオル

三スーパー》に変更した。
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●照明器貝及び呉頁明装置脚脚11111111111!11削肌洲肌1111淋11川11111Ⅷ削111i1削削lm1削11"11!111川Ⅷ{川11111111111111削洲111111111111"1111{1削111111111肌11111111}1Ⅲ111111}11Hlm11胤1111剛馴川111111削11111肌11111肌11"111111m11川Ⅲ1川1111111111削111111111111111111111肌11111

誘導灯 光重合用水銀ランプと光源装置

消防法の大幅な改正による,新しい基i鞠で沿った各種の誘導灯が開 印刷,製版用に次仇で,インキ乾燥用及び塗刈・硬化用に最適な波長域

発され,従来品に比べて明るく,大きな、のとなり,製品系列をー (300~400脚力)で 80wkm の光出力をもつ水銀ランづ(2~10kw

新するものとなった。なお,との電源装羅は,専用形(非常用と共 で4種類)を開発,同時にその照射装羅を発表した。この装置は,

用でな仇もの)も開発し,合理的な照明性能を、たせて仏る。 今後ますます普及するととが,見込まれている。

《パワールミ》

省1ネルギを追究し,同時に快適1乍業環境をつくり上げるのに,最適

な工場照明器具で,取付工事の容易性,合理的な配光,更に汚れに

く込反射板構造をもつなど,多くの特長をもつ新姿1.乳である。

住宅用直管けい光灯器具

円形ランづに比べて効率の諦iい直管ランづ(FL20 で3灯用と4灯用)

を利用し,新しいセンスを盛り込んだデザインで,最近その使用がふ

えつつぁる。広い部屋(8~10畳)に最適であるなど好評を得てい

る。

フ.4 防災

●防災用テ'イーゼ'ル発電セット(PG 升多) 11111Ⅲ{1Ⅲ1111M剛洲Ⅲ1川11111棚削11111削馴削削川1111111111削川削1肌削11111馴11111剛!湘1111111111俳1111{1肌湘胤111111川1!111川11111川胤削川1Ⅲ11Ⅲ胤肌棚削111111111111Ⅲ馴川1川

防災用の自家発電設備は消防法で既存の建物に対する基準も整備さ (1の 70Bまで堅ろうな複巻冑励, HOB以上は'点検不要で高性能

れたととにより,更に需要増大が見込まれている。これらの用途と のづラシレス励磁方式の採用。

して二菱重工業(株)巴共1司で業界に先がけ,G シリーズ q氏圧で18B 4D 現地工亊の範囲が極めて少なく簡単。

~230B形まで5機種,形名は 60H針庁の出力 kvA を示す)を完 (12)従来の電機品めイメーづを一新したスマートなゞザイン。

成,関係者の努力による改良を重ねて好靜を博してφる。 a3)豊富なオづション付で屋外形,低騒音形も用意している。

PG シリーズの特長は

(1)消防法適合を認定する委員会の試験に介楕した認定Ⅷ.。

(2) 18B~70B形は発電に必要な機器をすべて共通台床上に装

備しかつ,18B,舗B は消防怯による呼ユーピクル檎造」に適合し,

不燃専用室が不要。

(3)停電から10秒以内に送確而弁彪で非'常照明に、使用できる。

(4)発電機の過波インピーダンス(之ι)を小さく設計'しているのでモ

ータ始到川寺の所要入力は従来の DU形で50kvA, PG形では 35

kvA と小容量でよい。

(5)共通台床上に制御盤の搭戯,発電機の片軸受, F種絶緑の採

用等により小形となり従来のDU形に比べ全機種巴も約3圷の創殊勺。

(の全自動で人手が不要,霊面での手動操咋も可能。

(フ) 1ンリンの常時子熱,定期強制潤滑,密削形据置鉛蓄電池,全

自動充電噐等の採用により確実な始動を保証する。

(8)制御回路は信頼性の高いナルト配線の採用。

(9)防振づ厶を共通台床上に内蔵したユニークな防振ノj式。

韮み
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工場用照明器具.《パワールミ》 FH-116認MR形(110W 2灯用)

63

叫U、、
▲立、

、气

之尋・、

K) 0_7宇・

フ.白レ・店舗・工場用設備機器

'

,J-ー

版
^

f

J+空'

"ゞ

PG-35B 外観

ー
ー

ー
"
゛
ー
ー

/

ユ

、
ケ
ノ

f

、
〒

我
心
瓢
リ

'



8.輸送

車両関係としては,省エネルギ化,省ブ1化,低公害化,旅客サーピス

向上に関連する研究開発が強力に進められ,種々の注目すべき成果

を挙げた。 AVF方式チョヅU制御装置は急こう(勾)配線区の抑速制

御用に、その用途を広めた。 ATC装置,電車試験装羅,情報処郡

装置,簡易形の座席予約装置,列車ダイヤ記録装置及び冷房装置も

新製品が実用に供された。

船舶関係としては,大形高速船向けの開発品え納入するとと、に

低成長への変化忙対処した新製品やシステ△の開発を行った。大容量

づラシレス交流発電機の納入,幽動化装靴のカセット化,多重伝送方式

の導入,マイクロづロセヅサ応用機器や人命救助率を高めるトランスポンダ

の開発,荷役用電機品の標準シリーズ設定が挙げられる。漁船用冷凍

機では問接方式自動冷凍装豊が好割τを博し,急速に普及した。

自動車部品関係としては,電子制御を主とした排気ガス浄化装置

や高エネルギ形で無接点方式の点火装置が量産され,車の信頼向上に

貢献した。また衝突不可避検出センサを開発し,安全向上に寄与した。

8.1 車両

^^^の^気車両削川1111朏1Ⅲ1肌削1辧削11備1111削川11111111{削川川11111川lmii1111川11111川1川肌Ⅲ11削1111111111洲削川1肌削川1111湘1Ⅲ1削削111i1馴!1111川111111m1削1岫削肌削11Ⅲ川削111111'11削脚1111111"11肌111111朏川1川11Ⅲ11Ⅲ11川川Ⅲ1111Ⅲ川11Ⅲ

近年,鉄道業務の近代化に伴仏,車両の高性能化・メンテナンスフリー化

は,業界の急務として実施されており,その進歩には目をみはらせ

るものがある。特に,半導体素子の高信頼度化・高圧化によって,

車両へのエレクト0ニクスの応用は,ますます浸透しているのが現状で

航空機関係としては,大量輸送の状況に呼応し,安全確保と交通

管理能力向上に貢献する監視装置,管理業務の自動化装置,管理情

報の処理システ△装置忙ついて技術の進歩に努め,最近のレーダ技術,

高速伝送技術,コンビュータ技術を遵入した高性能の新製品を種々完成

し納入した。航空機の位置情報を高速,高精度で検出するレーダ目

標検出装置は近代的ATC自動化システムの設置に大きく貢献する、

のと期待されている。また空港における旅客取扱い業務を容易にし

たJALDACSシステムを日本航空へ納入した。

新交通システム関係としては,三斐軌道バスMAT,デュアルモードパス

について検討を進めると巴もk既存交通手段の高効率化をはかるデ

マンドパスやバス有効利用システムなどの開発・実用化を行っている。

また利用者便益最大の交通システムを最適設計する手法についても研

究し,最適化づ0グラムや,運営者の立場にたって各種システムの経済

評価を行うづ0グラムを開発した。

ある。

とのような状況のもとで,チョ,パ制御電車忙つ仏ては,優秀な性

能と,エネルギ効率のよさから,地下鉄車両を中心にして実用化が進

められ,今後,より一層の普及が期待されている。このチョ,パ制御

の特長を,更に向上させるために新しく開発したAVF (Autom飢k

V釘仏ble Fie]d)チョ,パ制御システム、,1年以上の運転実績を基1こ,

引き続いて,その特長である高速回生能力の増大,制御の安定性な

どを十分に生かした,抑速回生づレーキ付高速郊外電車として,南海

電鉄8000形試作チョ,パ車に採用され,良好な試運転結果が得られ

た。

更忙メンテナンスフリー化の一環として,23kvA高圧サイリスタインバー

タ装置を札1畷市交通局に製作・納入した。との装置は,地下鉄竃車

の制御電源として,高い信頼度と軽量化が要求されたが,回路定数

の選定,わく(枠)構造の決

定にはシミュレーション手法を

駆使して,最適設計を行い,

ゲート回路を 2重系にする

などして,装羅全体の小形

・怪量化と高信頼性を達成

している。また札1幌市交通

局にぼ同時Kチョヅ{制御装

置も 9セット製作出荷した。

とのような実績を込とに,

今後さらに新技術の適用に

より,一層洗練された電車

システムに仕上げることを期

している。

南海8000形・札1呪市交通局東西線向けチ才ヅ{車及び 23kvA商

圧インバータ装置の主要諸元を表に示す。

主要
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由走行可能,(4)大幅にIC化を進め小形軽量化をはかった。など

が挙げられる。

日本国有鉄道武蔵野操車場の自動操縦装置(ATO)付DEU形液

体王てディーゼル機関車は,我が国での実用化第1・号機として昭和四

年に納入し,入替作業に使用されてきたが,との問のデータを基に,

地上側との協調性の向上,より高性能化の要求に答え,新たに高性

能AT0 を開発し,先般納入した。とのAT0は,無線指令による

定速度制御・定距雜転送制御等の機能を右しており,押上能力は

1,ooot を 1,30ot に,定速度追従精度は,1km/h士03km/h~ 5

kmル士0.7km小を 1~5km/h士0.2km/h に向上させた。とのため

シミュレーシ,ンなどの手法を駆使した検討を行った。現車試験の結果,

所期の性能を十分に満足できることが証明された。

主た帝都高速皮交通営団に箔形ATC装置を納入した。この装置

の特長として,(1)信号方式・制限速度が異なる線区に同一装置が

適用できる,(2)切換スィッチ操作によりキャづシグナル区問の「ヲU車」

・「構内」・「非設」,ウェーサイドシグナル区冏の「ATC」・ rATSJ ・「非

設」の各区冏走行可能,(3)15信号受信の条件で確認操作を行えば

15パターンを発生し,無信号区問に進入してもパターン範囲内なら自

力

●新幹線設備剛11111111Ⅷ111川削淑削胤11111肌削111胤111111肌1"11削肌111m11川肌lm11川Ⅷ削11111肌削川1111111111111111111川1111川Ⅷ肌剛Ⅷ11111川Ⅷ川11111川11肌111剛川川11111m11川川川肌1111111"1川1"11111111111111111"11肌m111111訓11111Ⅷ訓111111N脚

日本国有鉄道博多基地向けに新幹線車両の仕業・交番倹査を行う電 eユータに同時出力を行い処理している。

車総合試験装置を開発納入した。 6本の検査線に電車を配羅し, 立た駅ホーム,コンコースの案内放送及び発車標制御を行うための旅

ATC の動1乍検査と特心識査,総合回路検査(確気回路,づレー十)を 客悦際処理装置を山陽新幹線三原~新下関冏の各駅忙納入した。と

自動的に《MELCOM》350-7 計算機によりコントロールして試験を実 の装置はCOMTRACから列車に関する情報を CTC回線を通して

行し,試験成緻書を作成する。 受け取り,列車の運行状態忙応じて幽動的に案内放送を行い,発車

更に新幹線車両とう(搭)赦AIC装置,列車番号装羅を車両より 標制御のための出力を行う。

取りはずして,詳細特性検査を行う自動試験裴置を浜松工場及び博 自動放送はコンコースに対する接近,始発,遅れ放送,ホー△に対す

多総合車両基地へ納入した。300~700項目の複雑な検査を期単な操 る接近,到着,発車,始発,遅れ放送等である。放送内容を決定す

作で能率的に実施績きる。このため成績書の自動作成や,紙テーづ るデータは放送開始信号入力時の各番線の先発卿仁巨のデータを使い,

出力,試験中の成績の確認ができるCRTカラーディスづレーの採用など 定形的な放送文の問に列車種別,列車番号,出発番線,出発時刻,

取扱い面に大きな配慮をした奘置となっている。また在来線ATC 行先,停車駅,遅延時分をそう(挿)入し完全な文として放送する。

用の同様装置を大船工場へも納入した。 発車標に対してはその番線の先発,次発列車の清報を出力すると

新幹線電気試験車用通信測定奘置として東京~博多問の新幹線列 同時に,改札口に対し上り下りについての最先発と次発の情報を出

車無線通信装置のうち地上局設備を使用状態のまま走行中に機力識 力する。この装置は本体3架と操作盤により構成されてφる。

測を行う装置を納入した。

試験車は毎週1回ひかりダイヤ,3 力月に 1回とだまダイヤ,の運
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行を原則とし,検測により発見し

た地上設備の不良は車上の列車無

線電話により指摘する。車上で検

測した項目については地上での検

測は行わない。車上での検測項目

は, A→B方向電界レベル, B→A

方向電界レベル,信号レベル,雑音

レベル,及びパイ日,ワトレベルの連続言己

録,基地局送信周波数及び基地局

送信変調度の印字記録,アンテナ方

向,走行中ゾーン区別, S/N測定

チャンネル,及びS/N測定ルート信号

等のマーカー記録,各種アラーム信号

の表示及び印字記録,及び地点切

換動作,接続動作試験等を行って

いる。またとれらの手ータは記録

を行うと同時に車上局装備のコン
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新幹線電車用総合回路試験装置
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自動繰縦装置正面内部

計算機
MELCOM
350-フ

計算機対話用
インタフェース

成頴書作成用

タイプライタ

8 輸送

ATC試験実行装置

総合回路試験実行装置
電気回路

サービス機器
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ATC動作検査設備

A丁C特性検査設備
案t合'回路父毛・1貪査言妾イ翁
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が発生した場合には,再度自動的に符号を送り直す機能を備えてい

る。とれは,との裴置を専用線忙比べ通信品質の不安定な交換回線

に使用,、るときに有益である。

との装置は,日本国有鉄道の座席予約システムに接続して指定券の発

売を行5端末装置として,1日の発売枚数が比較的少ない場所及び

多客期の仮設置等を目的として,日本国有鉄道のご協力により開発

されたもので,次のような特徴がある。

(1)交換電話回線を利用し,電話機と切換えて利用できる。

(2)小形軽量な゛上形のため,特殊た設置工事が不要である。

(3)列車名,駅名をコード化し,テン千一で入力するので,少ない

スィヅチで大形機とほぼ同等の機能がある。

(4)故障原因の大部分を占める印尻1侘却C高信籾亥のラインづりンタを

採用したため,保守が容易である。

座席予約センタとは,周波数変調された調歩式8単位符号σISに

準拠)を使用Lて通信速度200ピット/砂で結んでおり,誤り制御方

式には,水平・垂直パリティ検定を採用し,通信回線上で符号に誤り 簡易形座席予約端末装置

●輸出電気車用電気品肌Ⅷ削川噺剛削削削朧W1朏洲洲111洲1Ⅷ11"i肌胤脚胤訓削剛肌lh1削脚制川剛IN肌洲m11川肌川11111川剛削11州肌W1蠏削Ⅷ肌剛肌削Ⅷ川ⅧⅧ川1111111111111肌11111Ⅷ"11Ⅷ削削馴川脚

当社の設計になる電気車及びそれらの電気品は,治紗十の鉄道にお仏

て好闘に運転されて込る。

直流電気車の分野では,スペイン国鉄に269系直流 3,00OV電気機

関車用主要電気乱●0両分を製作納入し,とれまでに通卸N8両が "キ、、「吊 ノノ 二J^^

,,,'.J』「
^^

当社設計で,営業運転も好評である。同じく,スペイン国鉄向け4如

系直流電車用電気品器両分の一部を製作納入した。

オーストヲbNSNV鉄道に直流1,50OV 2階建電車16両分の
^^

;丈ノこ,

電気品を製作納入Lた。とれで,通算1器両分の電動車jU電気,"1,を

納入したととになる。

更に,チリー鉱山鉄道用K4両の電動中用電気品を納入した。

交流電気機関車では,日本連合のメンバとして2,40ORW サイリスタ

制御式電気機関車10両分の補助回転機(主電動機送風機,1キス九

,,サ,サイリスタ箱用電動送風機など)及び電磁接剛帰, NFB などを

担当製作した。

8.2 船舶
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^.'埋宴

漁獲物の鮮度向上による漁獲高の改善及び渙船機関部省ブJ・省人化

によるコスト低減対策のーつとして,当社では薫"6用全自動冷凍装

置BCR, BCS形を開発し,昭和48午度より発売を朋始した。

本機は従来からの直接冷却方式とは桜本的に異なり,づライン冷却

ユニ"により冷却Lたづラインを魚倉コイルへ循環することによ蛾令

却を行う,いわゆる問接冷却方式であるため普及には相当期冏を要

すると思われてφたが,納入機約40台の好評に支えられて発売3

年目にして早くも主要漁種全般に採用されるに至った。

すなわち,昭和50年度は従来からの漁種(かつぉつり(釣),底ぴ

き,まき網運搬)に加えていか金訊沿(BCS-80M),まぐろ延繩船

促CS-160M)にも納入Lた。いナれも半密閉2段圧縮機を使用し

た超低温づライン冷却ユニ介で,づライン(R-11)温度は一60゜C に達

する。

今回のまぐろ船はナマと凍結の両方を生産する近海主ぐろ船で,

ナマの場合の温度コントロール及び凍結の場合の超低温仕様いずれをと

つてもあらゆる漁種のなかで最もきびしい条件を必要とするだけに,

とれを満足Lたととは木機の今後の普及に大きなづラスとなろう。
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●船用電機品訓11肌1111卿馴川1脚脚脚111肌柳則舳皿11脚胤棚馴削馴側川1馴如11Ⅷ脚肌肌欄脚棚榔脚1棚鯛鰯繍側湘脚側Ⅷ肌胤肌朏創胤朧矧肌鵬翻柳贈脚脚Ⅷ馴卿肌鵬脚

昭和50年度は,石油シ.,,ク以前に成約した大形高速船向けの機器 などを手がけた。

次に,高速サイクリ,,ク時分割伝送システムの船舶への導入すなわちの完成納入が続いたのと,同時にタンカー需要急減から低成長への変

三菱船用テレコントロール装置の完成があげられる。とのシステムのハー革に対応するための新製品,システムの開発とい5二面的特長があっ

ドゥエアには専用のC-MOSLS1を使用しているためシンづルで小形怪た。

量,かっ高信頼度となって仏る。中央伝送制御装置と複数の端末奘代表的な製品としては,まず住友重機械工業(株)納め41万トン

置問は,わずか二女↓の船用ケーづルを用いて124種の端末制御が可能形タンカーの主発電機があげられる。とれは低圧機としては世界最大

であり,とのシステムの採用により配線工事量の大幅な低減と各種自級て・,仕様は次のとおりである。

動化機器とのインタフェースが容易になる。既に5隻の自動車運搬船の3,50okvA 450V 60壬し 4極 1,80otpm

ホー1レドファン監視制御,大形コンテナ船の冷凍コンテナ盛視表示装置用4,491A O.8PF 全閉内冷クーラ付づラシレス励磁方式

として納入し好調にか(稼)動中である。との発電機のように低圧大容量機におφては種々の問題があり,と

との低かの主な成果としては,手イーゼル船用の経済性の高い配電くに電機子電流による漂遊負荷損の増加を抑えるために固定子コイ

盤及び集合始動器盤のDリーズ化の完成,貨物船の増加に備えて三菱ルの外部転位を行い,また漏れ磁束による損失を減少させるため固

重工業(株)と協同で開発した手ヅ千クレーン,カーゴウィンチの新しい制御定子コイル,位相りングの支持には非磁性体を使用している。

方式,更に特殊船用電動力応用などがある。更に,同心巻円筒界磁コイルは 20ookvA級に採用しているガラス

パインド方式に代えて,回転子コイルエンドを一層強固にするためスティ

ールバインド方式を採用し,良好な結果を得ている。

制御装置特に白動化機器としては,

最近の業界並びに社会的要求忙沿った

製品の開発に力を注いだ。

画期的なものとして,まず三菱船用

積付計算機があげられる。とれは三菱

重工業(株)と共同開発した、ので,マ

イク0づロセッサ(MP-CP 1 形,8 ビット並

列処理,16kバイト)と,キャラクタディスづ

レー(14インチ,32 字X16行)とから構

成された極めてコンパクトなゞスクタイづ

で,オづシ.ンとして高速づりンタが付加

できる。極めて簡単な操作で積付計画

の繁雑な計算を高精度で短時間に処理

でき,その卓越したコストパフォーマンスが

注目されている。マイクロづロセ,,サ応用製
住友重機械工業(株)納め

品としては,更忙機関部モニタ,データロ 3,50okvA 4極船用交

流発電機ガー及び推進主機りモートコント0ール装置

●人命救助率を高める全自動救命用マイクロ波送受信装置

船舶や航空機の事故により,海上に離脱した遭難者の肉眼や双眼鏡

による捜索に代えて,救助船のマリンレーダの PP1指示器上に遭難位

置を表示するととができる超小形のトランスボンダである。

救命いかだや胴衣に装備するとと忙より,辿難者幽身、救助船の
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111Ⅲ1Ⅲ削Ⅲ11肌肌Ⅲ111Ⅲ1削Ⅲ11川1Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1肌1Ⅲ1削Ⅲ11川1Ⅲ1則1Ⅲ{肌ⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ俳ⅢⅢ1ⅢⅢ湘脚Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ川Ⅲ1Ⅲ111川Ⅲ11皿

接近状態を知るととができるとともに,相手方としてのレーダにも

特別な改造や付加装置を必要としない特長の多い方式である。

東京商船大学のご指導忙より開発中のこの装置は,3種類のマイ

クロ波半遵体や大幅な集積回路の採用を行い,高信頼度で経済的な

ハードウェアを目差して込る。

'▲●

PP1指示器上の表示映像の例

'

を

『〕=.

,

ゞ会

常石造船(株)納めホールドファン用

テレコントロール装賢(中1足伝送制御
装置と表示盤)
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、
8.3 自動車部品

●自重力車用1非気ガス浄化装置 1111111111洲削肌111111肌剛川削川11111馴1朏11111川11111111111111川川11111肌1111111111川肌州11111削1}111川1川lm11111111111肌1111111111111111肌11111川Ⅷ1川剛1削1111111111削11111川削削11m111111m1Ⅷ11111111111剛叩m1111111Ⅷ1朏

低公害,低燃費を実現するために複雑化したエンジン制御を実用化

するために採用された電子制御装置の信頼性,生産性,サービス性の

維持,改善のために,機能回路のIC化,出力回路のハイづりツド1C,

負荷短絡防止回路,サーリ千ラーの採用,並び忙実装における最適化

のための機能分割を行った。

50年排気ガス規制が加行され,国内各ノ」ーメーカより,燐制合格片iが

次々に発光された。発表された新車は排気蜆制に合絡するだけでな

く,時代の要詰として省資源・省エネルギも合わせて仰'夬することが

要求された。

排気規制の強化にともなって,当社Kおける排気ガス渉Hヒ装置の

生産も本格化L,1アボンづ,エアコント0ールバルフ, EGRハルづ,電子・制御

装買等が,東洋工業AP車,三凌畠動耶工業MCA市祠けを主体と

して,生産納入された。

運愉省より,51年燭制合絡第1 号車に認定された東泙工業の口ー

タリ車,並びにその後発売された低燃費耶における排気ガス制御に

は,当社製電子制御装践が採用されている。施子制御裴置では,運

転状態忙応じて与えられる信号により排気特性,燃料消費,および

,'十

走行性の改善を行らための制御が集中的忙行われている。 排気制御装置

@局工才、ルキ肝3,棄1妾点、王t,点火装置卯1舵悩側蹴1朏欄脇1鯛Ⅲ1岡胤明肌1則1川ⅢⅧⅢ側ⅧⅢ1ΠⅢ1排朏馴mⅧ肌川1Ⅲ1柳馴側川11Ⅲ削川肌11Ⅲ1柳加卯1ⅢⅢ111Ⅲ1川11111肌1Ⅲ1川Ⅲ1111ⅢⅢ1肌1Ⅲ11111111Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ削川11Ⅲ

付となっている。

以上のように従来の無接点式が有していた点火時期調整のメンテナン

スフリーのメリットに加えて,高効率で火花 1ネルギの増大をはかり点

火装羅の信頼性を大幅に向上した。

日産幽動車(株)が発表した昭利50年排出ガス脱制ヌJ策冲:(NAPS)

用に,従来方式よりも 2倍以上の火花エネルギを有するi高エネ1井'形

無接.点点火装越の旦産納入を開始した。との奘置は従来のポイントの

代わりに小J凱滋石発電機を内蔵したディストリビュータ,商而1圧パワーダー

リントン 1、ランづスタを使jⅡしたコン!、Dールユニヅト,及ひ励Ⅱ士νJ形イグニショ

ンコイルとく、榊成されている。

この生針酸の1寺徴としては、ド"の点があけられる。

(1)ノ蕪火づラグの呼斗tによって要求確1_モが増人しても謡出ノJ のた

め失火しない。

(2)十ースィッチがオン状態で1ンリンが仲止しくも扣1路が幽動的忙オ

フするのでハ.りテリの過放電が避りしれる。

(3)特忙エンジン低述吽のダイナモの充施能ノJが低い期問の通匙デュ

ーティを低く1甲さえて込るのでハッテリかりの消費電流が少ない。

(4)コントロールユニッ1、は遍度によるストレスをヰ輸戒するために客室取 高エネ}レギ形無接点式点火装買

●セルフ式ゴルフカート 1噛削11111馴川1111111111削1Ⅷ胤剛川削lm11"1削11111剛Ⅷ1川11111川1"111削耶111111111111"1111111111肌m111川11111削川11111川Ⅲ111111111Ⅷ111111111111111111H川Ⅷ1削1川1"1111111111m11111Ⅷ111"111111川肌柳1111111111削11111胤1111剛111111111111111仙

ゴルフ場向け運搬機器としてセルフ式ゴルフカート(BAG-0羽杉)を開発 も同時に1羽発完了し,販売を始めた。

し,昭和50年秋から販売を始めた。現在,キャデーの労働を鰹減す

る 4バ.りク用ゴルフカートが主}流を占めているが,ゴルフ業界では人科.

費の高1掩,ヰヤデー不足など大きな問題をかかえ,その問題解決が期

待されている。そのー・環としてづレーヤー由身力り壁賑する 1~2バック

Ⅱ1の力ートを開発L,4 パヅク打・1 ゴルフカート(BAG-02形)に加えて,

製避原列の批yく及びil"昜の優位性をねしった。この製品のイ上様とし

ては,

(1)邸、動ノj工や・、・・,3 怜くイ灸愉Z 愉捌何功,モータ{C卦ゞ切歯中共劉を内

j繊し,ハンドル"H乍を容易にした。

DC 12V 150W の分巻モータを搭赦,速度は2段例( 2 ) モータ

換えで3~5上m小,登坂力は傾斜角 20゜まで可能とした。また降

坂111は安全のため回生制動を付加ルている。

(3)バッテリ・・・ー・12V 35AIV5HR を搭戯し,ー・充電当たりの走行

距際は 1~1.5ラウンド走行可能である。

し1)ポデーーー・・ポデーはパイづ構成,カバーはづラスチック成形L,スタイ

ル及び色などは嵯快さに主眼をお仏たものにした。

また,併川機種として内動充確できるハッテリ充1嚇瓣(BJ-05形)
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●レーダ式エアバックセンサ 1瞰1脚1姐m脚1皿Ⅷ柳朏1脚脚肌Ⅷ肌側脚縄倣脚脚脚臘脚嫡脚紘餓則釧棚糊餓WW脚轍棚燦湘馴肌側脚脚雛鯛朏脚1脚側脚脈E脚

距雜測定の線郡は,アンテナから衝突物標までの空問を電波が往復自動車の安全対策は,捌氣ガス規捌にみられる公害ヌ1策と同様,法

する時問(1.5m の場合10郡)に相当するヲF常に短い時問,いわゆ規制を前提としながらもその英火な市場性のため,多くの電子機器

メーカ注目の的である。当社では,日産自動車鵬との共同研究により, るホモダイン検波のドヅづラレーダを動作させるものであり,検波出力

"パルストドッづラ方式"というユニークな方式のエアパッグセンサを開発し は既に距離情報をもったドヅづラ信号であり,ディづタル恒恨各忙より速

た。試作品は日産自動車(株)開発の ESV 促Xpe亘men捻IS証oty 度判定も行う。

なお設定距離以遠の物標は全く検出しない。VeNde の略で,世界各国が,それぞれ独自に開発した。)に櫛咸さ

れ, JAR1 σapan Autom01〕ile Researcl) 1nsfilute)による公開実験

において,成功を納めた。

この装置は,車の衝突事故の際,ハンドル内側等に納められた 1ア

バッグを衝突前よりふくらませ,衝突時の衝撃を柔らげ,乗員を保

護するためのセンサである。したがって,(1)衝突が不可避である,

(2)衝突後の被害が甚大である,といった二つの条件を正確に判断

しなければならない。そのため,とのセンサは,衝突前 1~2m の

距雛と相ヌ、1速度が正確に測定できる機能を持っている。

8.4 航空

●カナダ運輸省向け空港地表面監視レーダ装置

カナダ運輸省は空港での航空機の衝突事故を防止するためJ抗空機を

監視する手段巴して空港地表面監視レーダ装置(ASDE)の設置を決

め,その国際入札を行った。との入札には,世界の有カレーダメーカ

が参加したが,日木の主要空港で順調に動作している当社ASDEが

袖K評価され受注忙成功した、のである。との輸出 ASDE の 1号

機は昭和50年末までには卜0ント圈際空港忙据付けられる予定であ

る。機器の特徴を次に示す。

(1)レーダ画像を TV表示

明るⅥレーダ画像を得るため,直径 3mのアンテナを毎分200回転さ

せ,5インチのづラウン管上に均一に焦点の合ったシャーづなレーダ画

像(PPD を写し,ピディコンカメラで光学的に PP1走査から TV走査

に変換し白黒TVに表示した。

(2)雨k強いレーダ

8mmル程度の強い雨が降ってもレーダ断面積 3m巳の目標を 3,000

mの距離で捉えられるよ5に,より完全な円偏波特性の得られるり

アフィード方式のアンテナを採用した。

、、' 1^ノ

ノ五〕

'

十J

(3)アンテナ重量を軽くして,四方ガラス張りの管制室屋上にアンテ 空港面レーダ画像の一例

● ATC 用レーダ'目キ票キ貪出装置 1111111111111111111川1訓11111111川ⅧⅧ11111111111111111m川11111肌111111111111"1川肌11111川111111111111111111111"1肌11111111111川川1111111111肌111111Ⅷ11111川11111川11111111111111111m11111肌m11肌111111則川川川削1拙11mⅧ1Ⅷ11"1剛娜皿

航空交通の増大と高まる安全への要求にともない,とれまで主忙無 出する。そして,との結果を追尾計算機へ高速伝送する一方,この

線通信に頼っていた航空交通管制(Ah' T捻錨C con捻0】, ATC)業 装置中のモニタスコーづ上にビデオとシンポルでの表示及びラインナルタで

務の近代化の必要がさけばれ,全国各地にATC用レーダの建設が の数字表示を行う、のである。

進められているが,とれを一歩進めてレーダの情報を管制官が目視 との装置は今後,レーダとコンeユータとを結合した近代的ATC 自

て邪企認するだけでなく,コンぜユータ技術を応用してディリタル的に処理 動化システムに大きく貢献するものと期待されている。

・表示して,管制官の判断を助けるためのシステムが「ATC自動化」

翻
,P

判L

ナを設置できるよ 5 κした。

空港のレーダ画像の一例を写真に示す。

、島

レーダ式エアバ,ワクセンサ

/"

、、、"

の一環として実用化されつつある。当社は,航空交通管制の自動化

に威力を発揮する「レーダ目標検出装置」を完成させ,運輸省航空局

より委託を受けた日本電信電話公社へ納入した。

との装置は,全国をカバーすべく目下建設中の航空路濫悦レーダ

(Air Route surveiⅡance Radar, ARSR)及び 2 沙く監視レーダ(secon

da,y suNeⅡlance Rodaし SSR)に接続される。とれらレーダか

らの情報を受けて量子化し,ディジタ」レ的相関演算を行って不要なク

ラッタを抑圧し,航空機の位置情報をディづタ}レ的に高速,高桔度で検
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である。システムの性格上①すぐれた拡張性,②高信頼性/保守性,

③導入運用の容易性が要求されるが,とのシステムはこれらのすべて

を満足している。例えぱ,保守性について言えば,優れた診断づ口

グラムによりシステ△の平均回復時問は30分以下となっている。将来

の拡張としては法的データの記録,1次レーダの処理その他が考えら

れる。

航空機の増加,高速化,大形化に伴い安全かつ迅速な航空交通の流

れを達成,、る乎段としてコンeユータを使った航空管制情報処理システ

ムの遵入が必要とされるようになってきた。当社は運輸省航空局よ

り東京及び大阪国際空港向けターミカレ管制情報処理システムを受注し,

岼何a48・49年度に製作,昭和50年3月に現地調整及び引波しを完

了Lた。とのシスラムは空港レーダからのビーコンビデオ信号をディジタル

処理し航空機影を追尾する一方,航空路管制センタより伝送回線に

よって送られてきた飛行計画との照合を行って管制卓表示装賓の

22インチCRT、上に H汀 eデオと電豈して英数字による航空状況の表

示を行らものである。 Cのシステムは,①2次レーダ M報のディジタル

化処凹!を行うビーコンビデオディづタイザ,③航空状i冗の表示及び管制官か

C,の入力を受付ける管制卓表示装殿,③航空路管制センタの醗DP及

びRDPシステムとの問で各種飛行情報交換の中継を行うゞータ伝送斐

置,及び④自動追尾,表示,データ入川力たどの処邸を行うゞータ処

酪!發霞などのサづシステムから構成される。このシステムは米国でユニ

バ,ワクが納入し多数運用されてーる ARIS一Ⅲシスラムを基本として,

更K袷i儒頼度化するためfc,マルチづロセッサ方式を採川してシステムの

靈要告影)については n+1冗長構成とする一方,Π本のレーダ,伝送

制御方式,管制官インタフェース等の各種要求に適合させるためのソフ

トゥエアの改修辿加及び「レーダ接続装1織」「ビーコンビ手オ手イづタイザ_1,

《MELCOND 70 を使ったフ0ントエンドづBセヅサとしての「データ伝送

^.

装造U 等のハードゥエアの開子を製イ乍を行いシスラムとして統合Lた、の ARTS の機噐室

倉 JALDACS Ⅷ11111肌1肌ⅧⅧ胤1脚肌1肌肌Ⅷ111肌1111111"川111肌11111111111川11111111Ⅷm111川肌Ⅷ11111111肌川削11111Ⅷ削川1川11111m1川肌1111削1肌肌Ⅷ肌鵬川1111肌1Ⅷ川側脚肌Ⅷ1鯛肌脚馴脚肌肱棚馴礪N^

し1)その仙.予約関連業務として予約番号の硫認・取消し及び

最新予約情報のホスト計算機との交換,業務日報等のづりン1、を行う。

JALDACS U<上 Dome引k A廿即d cheddn syS加m)は,昭和49

年10j]に札1"注港への納入を皮匂Jりに鞭何1150年3月の沖繩空港ま

で全圃主要5空港K納入され稼動を開始した。このシステムは航空機

のづヤンボ化に外い,空港におけるカウンタ業務のスビードアヅづ,サービス

向上を主月的として開発されたものであり,当社ミニコン《MELCOM》

70, M-345 ディスづレー装置,最大級の文字サイズ(フ× 4mm)で印

字するポーブインづパスナルタを中心に構成されている。本機の稼動は

ヨニコンによる機能分散化システムの典型として国内及び米国を中心と

する航空会社からの反等も大きく,今後の空港業務EDP化のモデル

として注目を集めてφる。

ドウェア構成ノ、^

(D 処理装豊《MEICOM>70 コンビュータ

65K主メモリ

2個K (固定へ,,ドディスク)補助メモリ

商速通偏制御装置ほか

(2)端末装置

M-345 カラーキャラクタディスづレー装降 15~35台/空港

ポーディングパスづりンタ装買 q舌字寸法 7mmX 4mm) 10~25台/

空子'

ハードコe一饗置ほか

システムの機首E

(1)チェ四クィン業務.航空券をポーディングパスづりンタに挿入ナると

とによる座席番号の絢動割付と航空券への印字。

(2)搭叔管理業務.航空機への旅客,荷物たど各種搭械データ

の収集と航空機の飛行バランスの計算。

(3)発蒲情様管理業務.航空機の発着情報の瀏介わせ/応答及

びビ六モニタによる空港内泓お璽場所への情報の伝達。
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8.5 新父通システム

●:最近の棄斤父通システム 11111Ⅲ1111111111Ⅲ11川1111111111Ⅲ1Ⅷ1削川1111111"1111Ⅷ1111111肌11111{11111111111111糊1111111111川11111Ⅲ11川111Ⅲ11111Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ1脚川1111m11削1111111111川1!11Ⅲ1111111111111川11"111111剛11111川1'11111111111111111川lm111111川1Ⅲ11111Ⅲ111川川11Ⅲ1Ⅲ川11111肌1Ⅲ

用者数が少なくなる時冏帯忙おけるハ'スの運行効率を向上させる。

またハス有効利用システ△(BUPS)についても研究を進めており,

よ川高度忙恬擢化したシステムでハ'ス運行データを広く収集し,運行

効*の向_上,定時性の確保,及びサービスの向上をばかるものである。

新交通システムは,ハードゥエア,ソフトゥエア両面の最新の技術を駆使し

て,既存交通手段の持つ有利な特性をさらに改良し,発展させたも

のや,既存交通手段にない新しい特性,機能を付与したシステムであ

ると言うととができる。電気自動車,ハ'ス有効利用システム,デマンドバ

スなどは前者に,また後者には三菱軌道パス(MND やデュアルモ【ド

パスなどが該当する。

三菱重工業総と共同で開発した三斐軌道ハ'ス(MA'f)システムは,

都市内,ニュータウンと最寄りの幹線駅問,都市ど丘郊間,空港などの

交通機関に適している。特長は,(1)運転闇隔及び連結数を変える

とと忙より 1時問当たり 5、000~15,000人の輸送ができ,無人運転

でスケジュール,デマンド両運行ガ式が可能。(2)電気邸動,ゴムタイヤの

採用により低公害。(3)ワエールセーフシステム,2重制御系を採用した

安全設訓'。(4)建設費,運営費の安い経済的システムである。

通産省大形づ0づエクトで開発した電気自動車は,騒音が極めて少

なく,排気ガスの無い,エネ1畔'源の多様化にヌ、!1心できる優れた交通

機関であり,大都市で既忙実用されている。また,同じょうな交通

手段として,最近は卜0リーバスの再検ミ寸が行われたり,トロリー,バ,,

テリの両電源を利用したシステ△酒各国で計画,開発さ才1,ている。

建設省づ口づエクトに参画して開発中のデュアルモードバスシステム(DMB

S)は,パスに現在の一般道路走行機能(有人運転の電気ハス)と専

用軌道における高速自動運転機能の両方を持たせた込ので,一般道

路走行Kよるドアフードアのサービスと専用幌道自動走行による定時性,

迅速性,省力化,安全性など両者の特長が生かされて込る。

乗客のデマンドに対応して運行又は路線変更するデマンドパス運行シ

ステ△は都市周辺,ニュータウンなどの利用者数の少ない地域,又は利 三菱枇道バス MAT

●者β市交通システムの数理分キ斤ω凱鵬肌脚凱^肌鵬脚朧鯲姻脚脚脚脚則脚Ⅷ岫Ⅷ肌11朏脚劇肌Ⅷ岫朏肌川脚肌岫朏叫脚脚肌川胤{雌

大都市近郊に建設されるニュータウンの足として,通常のバスに代わ

つて中量軌道輸送システムである三菱軌道パス(MAT)やモノレールな

どを導入しようとする動きが高まっている。 MNI'は人口 2~3万

人から 10万人程度のニュータウンのフィーダラインとして適しているが,

とれらの地域に比較的安価でかつ,利用者や非利用者忙とり好まし

い交通システムを最適設計する手法が要求されている。

任意のニュータウンに対する最適交通システムの選定を総合的数量的

に行うため,図に示す非線形多段階最適化づψ'ラムを開発した。す

なわち,計画者の要求条件として与えられる全コスト(の及び全需

要量(D)の制約のもとに,利用者の観点からの便益を数量的に評

価して,いくつかの代替交通システム案の特性を最適に定めようとす

る、のである。ととで,利用者便益(Bi)は交通システムの特性やコ

ストの非線形関数であり,利用者便益最大の交通システム案を得るた

めK,直接探索法による最適化手法が適用された。

人口数万人のニュータウンを対象に MAT を中心とする交通システム

の設計例において,運転へ,,ド,車両長,最高速度を設計パラメータと

して上記の最適化を行い,全予算の制約下で地域忙最適な交通シス

テム代替案の組合せを策定するととができた。

欝・・ーー
ゞψ'1多堅女号f夕今琴i弓X'ヌぎ津子琴1子"◆11■■"J1会江'*§,、薮隆諺gj梦徐膨一灸1

鋲タ'ヨ琴~●j'゛1参シ1影,'、{ゞtゞナ0-くイン"1二,1

'・・'・・・・1 ,・、・,,ーー,ー・
ー、'C 、島,"、' 1/,、ナ'畢'パ,1'"',、<ー,、ゾみ、、hJ

y ゛ノノ」、J / J ノノ、

・、,! ー"

ノ、

72 三菱電機技報. V01.50 ・ NO.1・ 1976

t

計画考の要ホ姦件

r-ーーー

全コスト(C)

、■J一」^、^「、""、鬼一r『^、^「一゛ー、ーノー、J「LrJ^、-J-、ーノr^、-J[、ー^、ー"J、-1、-J[、ーノJ、"ーー、-J^"ノ『_"ー、_ーー『一]J^"゛、-J-、"ノ、.J、-J『一"一『、ー^、"ー、-r^、 J 、 J ^、ーノ『一""J、

^

交通システムの総合評価

(コスト,製造性,便益等)

"己、圖

^

C

Cl dレ

代替案1

の1窒言十

全需要最(D)

コストと需要量の最適配分

D

BI C? 1d2 B2

代替察2

の設計

X d】 BI

B

X2 d2

X

・・・・cn " dn 8Π

イ七暫、臭n

の言妾言十

CI

利用者便益の評価(モーダルスフ゜りツト)

'、』

需要リ,BI.剥吊考便益,×1:交通システム特性霽スト, dl

交通システム最適設計の流れ図

ーーーー「

BnB2 -ーー』一-xn dn

d

C=ΣCi

D =Σdl

B=ΣdiBi

B

憙

多
段
階
最
適
設
計

凸
、
ヘ



9.家庭用電気品

昭和50年の家庭用電気品の市況は節約ムードで終始し,昭和51年

も一部に明るい兆しがある忙しても大勢的忙はとの状態が続く、の

と.思われる。一方,安全性・信頼性その他製品品質については,消

費者意識の昂揚と消費者保護の諸施策の強化に★町心L,一屑きびし

い措置が必要である。

このようた情勢下にあっての当社家庭m確支栂め開窕の力向仕,

家庭生所に密着Lた"豊か驫生活"への湛在欲求の多甜斜であり,そ

れ忙は,現行製品を消贊者の立場に立ってもう・・度見1貞1ことが必

要である。その同楞牝して,(1)安企性・イ,;頼1牛・サーじス件の徹底

向上をはかり,安心して永ぐ愛川される製品作り,(2)冗長む機能

を釧・し,木質的機雄を追求し,合EⅢ内でかつ買いやすい伽i格付'U,

(3)省エネルギを追求し,維持賀の韓波をはかること,(d)便利さ.

使いやすさ・デザイン・フィーリンづ等への注力などがある。

曜杯1150年度,並びに 51午度に向かっての開発のうち主なるもの

には,

9.1 家庭用機器

●大形 TWIN 冷蔵庫洲肌削11111削肌1111111111"1川11111川11111111i1111111111Ⅷ11n1111111削川111i1川11111m111洲11111m川1111111"1川11111削川川1111111111肌111111"111111111111柳111111Ⅷ川1111111111削11111"11111111脚削削11111111111Ⅷ川1則m11m川1111111111削11111川1脚1111肌1111111111U

食生活の省力化・節約化指向とと、に,大形冷蔵庫の擶要が喚起さ い。

れてきた。さきに当ネ_1:で開発Lた"TWIN タイづ"冷蔵庫(30O SS (5)フリーザー,冷ル謝飛を分剛して従来の樗§4機種うインで;憾造でき

形)は市場で女伶平であったが,更にとれを大形化 L て,450SS. るので生産効率が良く,原価面て●好J抄鮮を与えている。

50OSS ・ 60O SS のシリーズを開発拡充した。これらのうち,450 SS
宗ヨ^^当ヤμ■一^ー_ノ",^土二_'^τ.ー^、「一ー,ー=〒二ー^^.ー、

は説今の大形主流をゆく有効容積400ιクラス相当のサイドバイサイドカ
,,'1J

式の冷諫冷蔵庫である。とれらの特長は, づ

^

J「

ゞ'

(1)それぞれ独立したフリーザーと冷蔵庫を横に組合せた、ので,
_§、1

コンづレヅサ屯制御回路も独立して亘捌乍するので,温慶コント0ールが1除 含

ル実で信頼性が高い。

(2)フリーザー側を更に2 ドアブj式にして,使用ひノV(ルm度の高やフ 子

リージンづや製ナk等は上のポリクスにまとめ,とびら仙粉開閉による飢

損失を防止している。

(3)フリーザーと冷蔵庫が独立しているため,それぞれに分けて別

個に運搬ができるので,少人数の越搬要員で足りるし,狄い戸1_1な

1.家庭用機器では,(1)使い勝手の良いサイドパイサイド形冷蔵庫の

大形シリーズ,(2),電磁誘導形加熱調理器の白レトイン形,(3)安全

性と使い勝手を向上した電子レンづ,(4)PTCサーミフタ応用の新加熱

プj式"ハネカムヒーダ'を使用したへアドい,サー,(5ル市水形全自動洗た

く機,(のユニークな収納方式の扇風機《オレオレ》。

2・空闘・給湯機器では, U)コンパクトたクリーンヒータ普及形,(2)

当社の誇る強棉W慰尭技術"MICS"の贋開,(3)普及形深.夜砥力利

用i胤水器,(4)斬新驫ゞザインで省織力心ど数大・のメリッ1、を 1.つ11工

掛苅形セパレー11ーム1ア]ン,(5)化宅向き太陽熱利川技佃1。

3.片習4映像機器では,躍進苫しいHi-Fi片料lb場で耗Y寺斉御1メーナ1

としての地歩固めのための(1リイヤトーンスビーカーのj沖如,(2)アンづ

'チューナ.レコードづレーヤー・カセットテーづデッキなど将コンポーネントの拡充,

及び,(3)家庭生活のー・部とたったカラーテレビの改良機種として,鮮

明画像・省篭力で伝頼"・サービス性を大幅に改良した"ニューダイヤト0ン

シリーズ"がある。

1
戸

どからの搬入にも便利である。また,千ヤスタ付であるので移動も容

男ノである。

(d)庫内たな(脚,肝棚とも多段嗣整ができるので使山勝乎が良 大形 T訊qN 冷蔵庫(450iss)

●ビルトイン形クリ ンレンジⅢⅢⅢ1朏ⅢⅢⅢ川Ⅲ11判俳1ⅢⅢⅢⅢ1削11Ⅲ削川Ⅲ11Ⅲ11洲川Ⅲ11肌Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1削川Ⅲ111ⅢⅢ11削Ⅲ11ⅢⅢ柳1川11Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢ11ⅢⅧⅢⅢ1削ⅢⅢ州1111馴洲11Ⅲ11Ⅲ肌脚肌洲Ⅲ1ⅢⅢⅢ1削剛11Ⅲ則11Ⅲ削川ⅢⅢiⅢ皿

昭和四年に発売して,世界の注月を集めた商用周波数電磁誘遵加 組み込めぱ,単列σ杉として使用するとともできる。

熱"MAG-HEAT"ブj式の調理器CS-130A 忙続く新シリーズとして (5)組み込み要領として,ヌ、1象器具などK所定の火をあり,その

白レトイン形を開発した。とれは台所や調即場などにある種々の機器 部分にユニ"を取付ける。

・器具等に組み込ルで使用するもので,場所をとらず,

1-H

すっきりとした状態に保つととをねらったものである。

(1)との装質は本体ユニヅトとりモコンユニヅトから成る。

(2)入ブJは 1,3kW と 1.okNV の 2機種がある。

(3) MAG-1正AT の特性占 Lて,滞熱効率(70%)で,

安全かつ清潔に使用できる。

(4)組み込みヌJ象となろ器具は,テーづル・カウンタ・ 73

ンヰ凋理台.ミニキチン等であろ。また,専j}jキ十ビネットに 本休ユニヅトとりモコンユニヅト
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●負お7K升三全自重力j先たく機 111111111111Ⅷ1111111111111州1Ⅷlm11"1肌11川11111!"1111111削削11111肌1"11111111"1111111肌11111胤11111肌剛11111111111"1111111111111111m1111"1脚Ⅲ肌Ⅲ111111111111111Ⅷ1則削削削1111111111削1111111111川lm1肌11"1川剛剛11111m111"1111111111111111111川脚11111削

電気洗たく機の開発目標のーつに「節水』がある。50年度開発の全

自動洗たく機《千出D AW-7000・フ]00 は"水位アヅづブj式"を採用

した節水効果の大きい洗たく機として注目されている。その概要は

次のようである。

(1)脱水そう(櫛)く有効洗たく容積でもある)の脱水穴の数を大

幅忙減らし,「洗たく」「すすぎ」時に,これと外槽とのすきψ鋤問

(無効洗たく容詰)への洗たく水の流出を抑制した。

(2)回転堤(パルセータj の裏面忙羽根を設け,「洗たく」「すすぎ」

時,パルセータの回転ととも忙この羽恨で上記隙問部の洗たく水を有

効洗たく容禎内に汲み上げ,有効水位をアッづさせ,したがって有

効水量を増加1させる。

(3)必要な標準使用水量は 105ιで,従来の当社機種より約52ι

の節約となる。

(4)この場合の洗剤使用冕は,約 43g で約 19gの創孫勺となる。
全肉動洗たく機《千曲》

ただし,沈剤使用濃度は0.14づとする。 A工入7ーフ000

●扇風機 m111111m1Ⅷ11111111111Ⅷ11W肌1Ⅷ1111川lm1棚11111Ⅷ剛Ⅷ1111111111削111111111削棚剛川肌川"11111m111肌1111111111111!11111W湘馴削肌11削111111111mm11Ⅷ脚朏111削1朏m1111111脚鵬脚1111W111脚11肌湘削剛11111111m11Ulm「脚脚1脚11ι1脚脚11Wm

鄭リ風機けほとんどの家庭忙おいて,数台町有されており,しかも, タイムスィッチはスタンドのΥ打旬K取付けた。

その年周使用日数仕100日内外であり,その収納方法のいかんによ

つては大切な押入のスペースを随分むだK占領するととになる。

家庭で消費する水の約30%は洗

たく用であるので,この針材くは今

後もますます重要な課題として操

り上げて行きたい。

当社扇風機は1次機能はもちろん,2次機能としての収納性に、

力を注ぎ,すでに《コンパ四ク》として分解収納方式のものを研努ξし,

好評を得てきた。昭利50年皮は,更にこの収納性を辿求したコンパ

ヅク扇風機《オレオレ》を開発兆表した。

くオレオレ》は完成mめまま折りたたノVで,スビーゞイに収納でき,か

つ収納こん(栂)包容積を従来のものより約 25%も小さくした,ユニ

ークなゞザインの扇風機である。

従来は,羽桜やガードを分解してこれをいかに小さくまとめるか

に努力力斗厶われてきたが,との《オレオレンは羽桜とガードは組立てた

ままとし,むしろ,これを四角のダンホールに入れたときの四巡の空

問にスタンドを納めることに着想した。樒包状態では,ガードは真下

を向いており,空問を極力なくするため,ヨント0ール部のフ、eード切

換スィ'りチのっまみはガードのマークセンタの脚みに入り込むよらにし,

1曝里、き1,薄,、ξt嘉1,1

''

,ヘ

9.2 空調・給湯機器

@壁荏卜薄形セパレートルームエアコン肌柳柳1111肌川11111川削川111「1肌】111仰肌朋肌棚11111肌1111川剛肌削削Ⅷ1川1111111111川11111111i111111川削削肌111111川11111111111111肌1111111111脚川IN11削111肌1111111削1111111111剛1111111111仙

業界忙先卵けて当社が開発した壁担ヲ形のセパレートルームエアコンは昨年 (5)別売のワロア用スタンドを用いて床置用とするとともできる。

で17年を迎えたが,このタイづは騒音が少なく居佳空間を阻害しな (6)移設時の配管・取外しの便宜を老えた"インスタントカッづりング"

φ等の理由で依然としてルー△エアコンの主流の座を占めてぃる。当社 の採用。(従来品と同じ)

が新たに開発したとのニューモゞル"薄形霧ケ峰シリーズ"(9機種)は なおとの薄形セパレートルームエアコンは MS-18RJ をはじめとして七

その冷暖房機能・低騒音・斬新たデザインで好評である。とれらの概 ートボンづ 1機種を含め 9機種がシリーズ化される。

ごψ、ビ,/加ノ剛『←,ゞ、ーー三主¥
"ご"*

'

要は次のとおりである。

(1)奥行170m (従来品の 2/3)の画期的ゞザインが木月調と相ま

つて尚級インデルとしてどノVな壁忙、よくマッチし,圧迫感を与え

ない。機能面も含め,とのデザインは" G"マークを獲得した。

(2)薄形の利点を生かし,風圧抵抗の大幅減と外箱のオールづラスチ

ツク化で,2フホンの静かさである。(「静粛運転」,室内側)

(3)ワイド幅を生かし,ワイドな冷風(あるいは温風)の吹出しで,

冷房(あるいは暖房)の立上がり速皮を速めた。

(4)従来(当社)品より23%少ない消費電力の省電力設計。

9.牙て庭jⅡ電気1乳 75
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●ヨンパクト形ガスクリーンヒータ脚

グ上ンヒータ開発・発売以来6年同を迎えるが,川癒150 午度はその

笑績に基づき,阿等の優房機能・ f諫貞性で,かつ小形・.傑量・普及

仙H名のコンパクト形を開発した。今後,研リ測杉のストーづ;て代わり,大

きな需要が期待される。

その概要は次のとおりである。

(1)文、1向流形熱交換器の使用その他,合娜的な省資源設計を追求

し,従来品と同等の機能・安全性・伝頼性で,かっ,小形(58小船

X6印高X220 奥行)・i怪量(重さ 17.5kg,従火品の約 6096)化を

可能とした。ただし,加1湿器はない。

(2)ワレームとケーシングの一体化など,郷品の多機能化・持砧厶点数

削減・朧造簡略化曾.により,量産技尚を生かし,岻仙斗各化を可能托

した。

(3)内蔵ルームスタヅトで室温倒動コントロール可能0

(4)別売部品を使用すると賊掛使用、可能。

(5)給1非気配管の延長は従来品同様,・1m 3Ⅲゆまで岻能で,か

つ従来品,と同一部品が使用できる。

(の下向き燃が長過流づ口ワの低騒音化・消苛マフラー・ユニバーサルスリ

ツトバーナその他数多くの新技術が使われている。

下向きユニパーサルパーナの燃焼状態

●当ネ士のぢ金告U燃焼1支イ村《M ICS》の棄斤しし、展開 1111Ⅷ刑Ⅷ11111剛朏m11111Ⅷ111111川11111肌11111111Ⅷ111111111111肌111"111111111111Ⅷ111削11111111111ⅧⅧ111】111111川11111川11111川1Ⅷ11剛1111111111川111111肌1111111111肌1111111111川111111111111"111

《MICS》についても,鋭意検討を重ね,重要な進展がみられた。入《MICS》が生みだしたクリーンヒータは,快適性・安全性におφては

ゾJι,oook侃1ルの温風暖房機は,クリーンヒータの幻'油版といえる、のセントラルヒーティングなみ,経済性の喧iからはこれ主でにない新し仏シ

で,灯油を瞬時に分子状に気化し,カユと同じ予混合づ1レーフレームのステムを織成できる温匝U災房機として市場で圧伊Ⅱ内な支持をうけて

すすなし完全燃焼を実現したものである。きた。

これらのクリーンヒータシリーズに力「1え,セントラルヒーティング用熱源のク昨年度は,省資源,省エネ}レギ11寺代の要詰にとたえるべく新製品の

リーンホイラの充実,工業用へのアづ0ーチがなされたとと、 50イF度の開発,既開発吊●充実をはかった。まナ,ガス使用《MICS》の分野

大きな成果である。いすれも,《MICS》の燃山τ技術をフル忙生かしでは,商い熱利用効率を可能なかぎり簡単な備造で実現するための

て設計され,コンパクトで低公害価蚤音, CO, NOX など)と山う1、寺研窕より,新しい下向き燃鴻モ]ニバーサルバーナと1、1向流熱交換器を糾1

長をもっている。合したコンパクトタイづを開発した。これは安全性・快適性忙おφて

は従来機種なみ,重量・体積はその 60%以下である。幻'油使用

@ 1栗イ交電力手!j用電気温フK器Ⅷ馴肌肌11111川11111111111111111111111111111111111肌11111111肌111川1刈11111訓111111111111111111111111m111肌1肌111111111111111111肌1肌Ⅷ111111111111Ⅷ川11111111111m1肌111111111111111111n1111111111肌11m111111Ⅷ1削Ⅷ11m1川11111川肌"1111111U刑側111111捌Ⅷ
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電力負荷の平準化という意味で省エネルギ忙寄与し,かつ昼閻料金よ

り、安仏電力を利用できる深夜電力利用温水器は徐々ではあるが着

実な需要の伸びが則待できる。

1、1・リ杉温水器はその中心機種であり,畔締150年度から市場の二ーズ

に合わせて新たに開発した普及形と併せ,標凖形q尹香保号)・普及

形 C剖津号)の2系列の新製品を発売した。その概要は次のとおり

である。

(D 標淮形は,従来からのシリーズ゛゛で,タンク容壁2鋤ι・320ι

・ 370 ι・ 460 ιは1司一である力ξ,新メリットとして"サーモフリー"を

採用した。とれ社湯温を 65~85゜C岡で仟ゴ獣に設定でき,夏域Hリ牙

の使用殿の少ない場合,湯温を低く舟1ι整するととで熱損失を防ぐ節

電方式である。

(2)普及形は,機能の徹國杓追求と莱約忙より完成した突用木N

のタイづである。性能・芽命・安全性を標準タイづと同等とし,外装

ケースの丸形化・簡業化による材'邪桧市減と,機能部品.の集約化忙より

部品J長数を減らした屯のである。

両タイづとも,内成の溺電しゃ内f器は,街サーづにス、1し'C誤動作し

にくい衝'峡波不動竹.形を新たに1采川した。
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式忙関し,そのイニシャルコスト・年問節約1ネルギ・年問通阪コスト等を

算定し,経済性・エネルギ飾約等の観点から評価づ口づラムを作成した。

今後,太陽熱駆動冷房機・蓄熱材むどの研究を強力に進める予定で

ある。

石油危機以来,世界的に太陽エネルギ利用研究が活発化し,我が国に

おいても国家的づ口りエクトとして"サンシャイン計画"が強力に進めら

れている。一方,民問企業でも太陽熱温水器を販売したり,ソーラハ

ウスを建てたり,とれらの技術動向は注目を集めている。

当社にお仏ても通産省サンシャイン計画の委託研究として「太陽冷

暖房及び給湯システムの研究開発」へ大成建設(株)と共同で積極的に

参画するとともに,現在実用化されている給湯用集熱器の改良研究,

給湯・暖房システムの研究開発なども同時に実施している。

太陽熱の利用はガス・石油・深夜電力温水器などの給湯器に太陽

熟温水器を組合せた使用が極めて有効で,太陽熟温水器の集熱効率

は,入口水温が20゜C以下のときには70%前後の高効率が得られる。

太陽熱を給湯・暖房に合理的に利用するには,通常システム中に蓄

熱櫓"を設けるととも忙,集熱器入口水温で集熱器の循環水量を制御

する必要がある。また,システムが複雑になるに従ってその効率は低

下し,とくに薔熟槽,配管などからの放熱が無視できなくなる。

太陽熱を利用するのに重要な要素機器である集熱器については,

平板形集熱器(1枚ガラス・ 2枚ガラス・ハニカム讐)の試作を行い,

既存技術による高効率平板形集熱器を開発Lた。

更忙,冷房に太陽熱を利用するには高温の得られる集熱器が必要

であり,とのため"浩汁生能真空コレクタ"を研究中である。

また,既存の個人住宅に適用する冷暖房・給湯システムの種太の方 太陽熱コレクタ

9.3 音響・映像機器

●スピーカーシステムⅧ川肌脚脚肌肌Ⅷ脚朏卯棚噛剛繍NNE^脚1胤脚1肌脚Ⅷ岫Ⅷ脚脚脚Ⅷ肌肌脚脚糊肌朏11醐朏脚肌脚棚脚柳胤肌廊

ベストセラーを続ける DS-2駐MKⅡと DS-28B を代表とする当社の

ダイヤトーンスぜーカーシステ△は,その技術を浩K評価され,当社の製品

動向はとみに注目の的となってきた。昭和50年度は,スビーカーシステ

ムキヅトを新発売し,スeーカーシステムを 3機種増強した。

今回の牛,,トは,市場の要望に答え,名器の誉れ商い 16Cm広帯

域スビーカーP一田0形ユニットを中心に,制心者でも容易に組立てられ

るよう,,、'べての必要部品を含んだ完成度の高い千,り卜で,次の2

機種がある。

(1) KB-610S は, P-610 B 1個とバスレフ形 1ンクロージャで構成さ

れ,このスビーカーユニットの良さを余すことなく生かしたものである。

(2) KB-610H は, P-610A 2個・ 50mツィータ 1個とパックロート

ホーン形1ンクローづヤて1蒋成されたキヅトで,高能率で,美しい中高域

と迫力ある低域部に音作りの特長がある。

また,今回増強したスビーカーシステムは,「再生音楽におけるりアリズ

ム」を追求し,「ダイナミ,,クレンリの広φ再生」と「音像の明解な定位'

を音作りの目標とし,格調高く個性豊かなものとした。これらは次

の3機種である。

(1) DS-261は, DS-251MKⅡと同系列で一段上のうンクをねら

つたものである0 25Cmウーファを用いた 3ウエーのアコースチックェアサス

ベンシ.ン方式で,特有の引き締った低音と分解能・づレゼンスの良さに

特長がある。

(2) DS-38B は,30cmウーファを用いた密閉形 3ウエー方式で,

バランスの良込追力ある音質が特長である。

(3) DS-50C は, L30cm ウーファを用仏たバフレス方式のフロア形の

スビーカーシステムで,能率が高く,ゆとりのあるダイナミックな音に特長

がある。
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(2)スeーカーをゴムなどの緩衝材を介してパッワル板に取付けて振スビーカーシステムの音質忙大きな影縛を与える、のとして,牛ヤビネット

動伝達を防ぐ。との方法は中音用及び高音用スeーカーに実施しやすの振動がある。とれまで,振動のメカニズムは明確でなく,振動低減

く,10dB以上の振動低減ができる。には経験的対策しかとられていなかった。

これらを解明し,振動低減をはかるため,まず,振動源をキャビネ

り卜内の気柱のす蟠辰と,スビーカーコーンの振動に六」する反作用としての

磁気回路の機械振動とに分け,との2要因を分離するため,真空槽

内での牛ヤピ'ネットの振動を測定し,大気中の振動と比較した。

その結果,父柱が影響するのはある低い周波数範囲内で,それ以

上の周波数では真空中と火気中のキャビネット振動に大差がなく,気

柱の影欝は小さいことが分かった。この場合,キャビネットの振動源

壮コーンの振動の反作用としての磁氣回路の機械振動であり,これ

がバ.ゞフル板を邸動しているものと考えられる。

バッフル版の振動は側板を経て裏板に伝わるが,その伝達機構を位

相測定により検討した。その結果次の事がわかった。

<1)低い周波数では,バヅフル板・側板・裏板が一体巴なって同位

胡で振動し,との場合,側板の振動は主として側板忙平行な方向の

振動であった。

(2)周波数が泊K なると,分割振動が次第に大きくなって位相も

乱れ,側板で、垂直方向の振動が大きくなって平行方向の振到ル共

寺し,複雑な振動姿態を呈ナる。

したがってキ北ネ',トの振動低減方策として,

(1)パッフル板の補強機の終端を不動点である裏板の周辺忙固定す

る。これにより従来の裏板の奴ぽ中央部k補強さんを固定する方法

k比べて低周波域での振動が大幅に減っている。とれは音質向上の

うぇ忙重要なボイントなのて・50午度製品を含め今後の製品k適用する

こととした。

●コンポーネントアンプチューナー 1111111111m111111111111111111肌1111111111肌11!1111111111111Ⅷ11削111111111肌剛Ⅷ!M川1課1111m11Ⅷ1川11111剛11111111111111111Ⅷ1111川1111111111111111111111111111111111脚1111111"11Ⅷ11Ⅷ11111111111則肌111111{1111Ⅲ111111111川1111皿

いる。 S/N比は低周波増幅部に超低雑音トランジスタを使用するとと

、に,局部発振回路のジッターを押さえ,電源をすべて定電圧化する,

等の方法により75dB以上である。

当社は既に出力 10OW の高級アンづをはじめとし中普及形アンづ・チ

ユナー群の機種拡充を行ってきたが,50年度は更に7機種の新製品

を市場忙送り,ととに当社のアンづ・チューナー群はスeーカーに次ぐ主

力製品としての体制を整えた。

当社のアンづ・チューナーは「高楽性の忠実な再生」を基本とし,更

牝,「よりダイナミ,,クに,より静かに,そしてより美しく」を音づく

りのモットーとし,ダイナミ,,クレンジの拡大・動特性の改善.段問アンづ

の見直し忙技術の焦点を合わせているが,デザイン・フィーリング等につ

いても十分な配慮を払っている。以下主なものKつき記述する0

プリメインアンプ DA・U 850

出力 90WX90W(8 Ω)で,かっ低雑音イヒ・低わい(歪)率化(1寺IC

小信号出力Ⅲ"を実現した本機は,発熱づロックと非発熟づ口四クを

2分割したアンづ構造を採用し,づりアンづの熱に対する安定化を図っ

て゛る。イコライザーアンづは当社で開発した超低雑音 1ランシスタを用い,

入力換算雑音一120dB(V)以上の値を得ている。また,高調波歪

率は 0,005%(1.25mW出ブJ時)程度ιなっている。

チューナ DA・F750

貫M のダイナミヅクレンジを拡大するため,低歪率化(特に変調が深込

時)及び高S/N化を図る吉慮を払っている。低歪率化を実現する

ためIF段に群遅延特性K優れた6極位相直線形フィ}レタを採用して

、込る。とのため従来のセラミックフィルタに比べ格段に優れた特性を有

しており,高調波歪率は 0.1%以下(ステレオ100%変調)巴なって

ノ゛

新Lい補強さん

0

,-10

-20

従来の補強さん
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-40
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4 68100 2 4 6 81k2

周波数(HZ)

新しい補強さんによる板振動の低減効果
(バ,,フル板中央)
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(3)素材のもっ美しさを極力生かし,シンづルなデザインにまとめた01 _最近のレコードづレー卞一はダイレクトドうイづ方式を採用することにより,
また機能操作部分は1枚の操竹りせ、ル忙集中配置するなど操作面で・特に中高級ランクにおいて基本性能を著しく向上している。当社に

も配眉を払っている。おいても 50年度にダイレクトドライづ方式の高級づレーヤーDP-91D を発

売してコンボーネントユーザーの袖H測ヒ志向に対応Lた。

本機の特長は,

(1)ワエザータ,チ式の速度切換,速度微調整, S/N・ワウフラヅター改

善などのほかに,長時問使用時の速度変動・対負荷特性(剣・圧

る速度変動率)など最近レコードづレーヤーに要求される機能と基本注

噛三はナべて満足な状態で具備されている。

(2)キャビネットは厚さ能mmの,音籌的に厳選された合板とパー

ティクルポードとの積層素材を用いており,有害な共振を防止し,よい

.減衰特性をもっている。更に大形のインシュレータを採用して十分なハ

レコードづレーヤー DP-91Dウリングマージンを得ている。

^カセットテープデッキ削刈削1111111111川11111削111111"111111111111棚111111111111則111"11111111111111都11削削肌11111肌削剛11111脚1111:1削脚}11m川n11"柳11}11柳11川111111捌馴川1111川川1川11111川11111川川111111111111111削111111111Ⅷ11111111111111Ⅷ削肌1Ⅷ1111幽.

(8)パイアス・イコライザーを独立して切換えるテーづセレクタ0最近のステレオがコンボーネントシステ△へ大きく飛躍したのに什い,カセリ

j トテーづデッキもコンボーネントステレオシステムにマ,,チした外観・形状・操作
'陛をもつ縦形の前面操作方式のものが広く市場忙定着してきた。当

、社1ておφてもとれに六、」処する機種として前面操作方式の DT-UO0

を開発した。開発のねらい巴して,《ダイヤトーン》コンボーネントのアンづ

・チューナーと外観・デザインの統一を図り,外形寸法、極力同一にま

とめ,かつ"正面正立形"を採用した。また,配線のシンづル化・合

、理化を図り,信頼性を向上させた。

圓路又は機構には次のものを採胴している。

(1)〒ユー・レビュー機構を備えた扱いやすいメカニズム。

<2)録音の頭出しが容易延できるメモリリワインド。

<3)タイムスィ、ワチを併用したタイマレコーディンづ。

<4)テーづの損傷を防ぐフルエンドストヅづ機構。

<5)ドルビー雑音低減回路。

・くのマイク・ライン両入力独立レベル湘整ミキシング方式。

<フ)ビークレベルインジケータ。

●ラジオ付カセットテープレコーダー・携帯用ラジオ

本来の機能以外にトランシーバ機能・マイクミキシング機能などのづレー要

素を備えたラジオカセヅトテレコ,また, AM ・ FM放送はもちろん,広

く海外の短波も牛ヤ,,チできる短波重視の携帯用ラジオなどは,とこ

数年来,中・小学生を中心に人気が集中し,づ一△を形成しつつ大

規模に伸長を続けて来た。最近ではづ一△的商品期は峠を越したと

しながらも依然根強い需要が定着してφる。

当社では,とれらの製品群を《JEAGAM》σEANS GENERNn・

,ON AUDIO MACHINE)のづランド名で市場に六、j応してきた。 50

年度にはこのシリーズの一層の充実を図るため,数機種の新製品を発

売したので,その主なる2機種につき述べる。

ラジオ付カセットテレコ JR6000

本機はアンづ出力4W,160m大口径スピーカー使用,音轡効果重視

の千ヤビネヅト'設計などにより,六音量・高音質を最大の特長とし,

従来とかくとの種製品に共通してありがちな音の不満を解消したも

のとした。

携帯用ラジオ JR505

本機はダづルスーパヘテロダイン・ダづルチューニング方式で,高成度・高選択

茂を特長とし,短波にも強い。

9.家庭用電気品
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カラーテレピは普及率が 90%に達し,ボストカラーとして VTR ・ video シャーシを機能別の7枚のモジュール基板に分割構成し,動作状態で,ー'

DisC 等の技術開発が活発化して来たが,依然としてカラーテレピは家 べての部品の点検修理ができる構造とした。

また,部品点数の低減(電気部品で10~15%,機構部品で30~庭に密治した,無くてはならないものである。折からの鮮孫勺ムード

35%)・放熱発熱の均一化による部品平均i品度の引下げ(当社現行に文J処し,各メーカとも画質・信頼性の向上,消費電力低減,コスト

機種と比較して 10゜C低い)・シャーシの不燃H七・フライバックトランスのダウンなどの努力にしのぎを削ったが,昭和50年度は H形以下の シ

リコンゴム密閉化等により信頼性を飛躍的に向上するとともに,消贊'小形に人気が集まったにとどまった。しかし既購入品が逐次買巻田寺

電力、低減し20形以下の全機種を 10OW以内{ておさめた。期を迎え,かつ節約ムードによる家庭内での,テレビの地泣向上もあ

り,まだまだ根強い需要が潜在ナるものと考えられる。

51午皮にかける当社50年度の開発成果として,"ニューダイヤトロン"

シリーズがある。とのシリーズ忙は,14CP-101,16CT-303 など 14形

から20形までの8機種がある。これらは 2年問の実液のある"SSS"

づラウン管の改良形と,新たに開発した" K"シャーシとを組合せ,

"より美しく鮮明な画像"と"信頼性・サービス性"の追求を企図し

たもので,その概要は次のようである。

(1)より美しく鮮明な画像を得るために,

朋るく安定した画面を提供するSSSづラウン管に更に改良を加え,

"内部地磁気しゃへい板"(1MS)を管内裴誇することにより地磁気

の影轡をしゃへいして,置場所移動による色擦れを起とさないもの

とした。

また,下E気回旦各に NPC (Nalural pict山e controD システム"を新

たK採用し,映像の暗部からビークを伴う明部まで,すべての映像

の再現性を大幅に改良した。更に,20形・1釘杉には輪郭補正回路

を採川した。

(2)信頼性・サービス性改良のために,

<次号予定>三菱電機技報 V01.50 NO.2

普通論文

●マイクロ波加熱によるホトレジストベーキソグ

●カソードクロミック材料及びグークトレース蓄積表示管の

閉発

,●電子線形加速器用πモード加速管の実用化研究

●ガソダイオードの高信頼度化

●簡易ガン発振器マイクロ波センサ
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最近の三菱照明施設例

●沖繩海洋t専 rアクァボリス」アクァホール

(沖繩)

ホールの中央部分はアルミ蒸着の反射板を付け

大けい光灯トラフ形ΠOW用 H7台,40W用141台に

よるコープ照明。周辺部分は白熱灯ダウンライト

75W用53台, 150W用166台を使用ほかにピラー

照明として10OW水銀灯投光器を柱の下の周囲に 6

台ずつ設。ホールのおぉよその広さは44m X58

m,けい光灯と白熱灯の器具取付高さは2.15~5.6

m,平均照度は213 1X である

」'

邑

__」

^f7ー r

●伊勢丹新宿本店看板照明 (東京)

けい光水銀ランフで白さを強調した新光源,"

ユーデラックスホワイト"を使用外壁の 4 力所

に設けられた看板1セット当りのランプ数は40OW

8灯,30OWI0灯,20OW2灯, 10OW7灯。看板の大

きさは全長15mと13mの2種類女字は乳白色,マ

ークはオレンジ色のそれぞれアクリル板をイ吏用

平均輝度は 15m ものが1,023nt, 13mもの力'1,073
ntである

ーブ'

●三田国際ビル 3階事務室 (東京)

地上26階建ての超高層ビル基準階事務室は40

Wけい光灯2灯用下面開放埋込み形器具(システ

ムラインTバー方式)を合計約9,500台使用 二の

事務室の広さは 15mX63m,天井高さは2.5m,机
上面実測限頁度は700~800IXである

画1゛1岬

●(財)竹田総合病院2階外来待合室(福島)

20Wけい光灯5灯用下面プリズムカバ

一付き埋込み形器具8台,60W白熱灯ダ

ウンライト6台を使用。床面は273.6m',

天井高さは2.8m,初期実測床面照度は100

~250 X である

●神戸市環境局東工場灰ピット(神戸)

40OW高圧ナトリウムランプと40OWけ

い光水銀ランプ各6灯の混光照明によη

演色性と効率の向上を図っている。器具

は下面ガード付き反射がさ形。ピットの

広さは9.5mX45.5m,ピット底面力、ら天

井までの高さは 12.5m,クレーンパケット

作業面設計照度は500IXである

●浜アスレティッククラプ rアヴァンティ」

プーノレ (横浜)

40OWメタルハライドランプ(M40OC BOC U)

投光器20台,60W白熱灯ブラケット16台を使用

プールの大きさは8mX20m,全体の広さは 16.55m

X30.50m,器具の取付高さは,投光器6.2m,プラ

ケット2.om,初期平均設計照度は770 IX である

゛

●三田国際ビル 1階太神戸銀行芝支店(東京)
40Wけい光灯3灯用下面開放埋込み形器具152台

を独特な配で使用。全般的にムラなく高照度を

得ている。床面は666.97m',天井高さは3.2m,

カウンター面実測照度は 1,800~2,000 IXである

.ゞ、,
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●泉パークタウン (宮城)

仙台市の中心部から約10km北の丘陵地

帯に広がる住宅地将来的には広さ約

1,060ha(約330万坪),人口50,000人を擁

する東北の新Lい生活拠点になるといわ

れている第一期工事分として,30OW水

銀灯セミカットオフA形(HP 317, HP

32Dハイウエイ灯105台を設。器具取付

高さは 8m,器具直下路面実測照度は31

Xである

、

ー、ザ゛

^

●古川市立古川第二小学校体育館 (宮城)

保守点検作業の省力化を図った昇降装付き反

射がさ形器具を30台使用光源は40OWメタルハラ

イドランプ(M40OC BOC U),広さは24.7mX35

m,器具取付高さは8.3~10m,初期実測床面照度
は500~750 IX である

畢
.


